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 ごあいさつ 

 

博物館は様々な資料を分かりやすく展示し、多くの人々に見ていただくことを大きな使

命としています。同時に、来館者の知的文化的な好奇心を充実させる地域の中核施設であ

ることも求められています。 

 

 そのような中、当館の教育普及活動は、大きく二つの事業に分け推進してきました。 

一つ目は、学校連携授業です。学校連携授業では、地域と博物館との連携のモデルをめざ

し、学校団体支援体制の強化を推進し、その受入の充実を図りました。また「出前授業等」

では、学芸員と教職員、教育に関わる方々が連携した授業を、小学校・中学校・高等学校、

さらには学校以外の多様な学びの場で実施することができました。 

 

 二つ目は博物館が広く県民へサービスを提供する事業です。まずはボランティア養成講

座を行いました。県民がボランティアとして参加することで、学芸員だけでなく幅広い方

々に博物館活動へ関わってもらうことが出来ます。 

 

令和７年度の文化講座は、 「ゲノムから見た沖縄の人類史」を皮切りに全 12 回実施しま

した。その他にも、学芸員講座を 12 回、常設展示解説会とバックヤードツアーをそれぞれ

12 回実施し、中には定員を超えた講座もあり大変好評でした。７月には「夏休み!こどもフ

ェスタ」も実施し、学芸員による子ども向けのイベントを全８教室開催しました。１月に

は恩納村博物館で 22 日間にわたって移動展を開催し、ジオツアーをはじめ８つのワークシ

ョップでイベントを盛り上げました。 

 

 展覧会関連については、特別展「沖縄戦後 80 年 戦災文化財」と企画展「いのちのカタ

チ展」を開催しました。特別展 「沖縄戦後 80 年 戦災文化財」は９月末から 11 月末まで開

催し、沖縄戦で被害を受けた文化財を通じて戦争の傷ましさを知り平和の重要性を考える

とともに、先人が築いた沖縄独自の文化財を取り戻してきた軌跡を紹介しました。企画展

「いのちのカタチ展」は 12 月より始まり、沖縄県立博物館・美術館が所蔵する約 50,000

点の生物標本の中から、厳選した標本を展示しました。それぞれ関連催事として、展示解

説会や文化講座、学芸員講座、お笑い公演、体験学習教室、バックヤードツアーなどを行

いました。 

 

 最後に令和７年度の博物館教育普及事業の実施にあたり、ご講演、ご指導いただきまし

た講師の方々をはじめ、ご協力いただきました博物館ボランティアの皆様、ならびに関係

者各位に厚くお礼を申し上げます。 

 

令和８年３月 

                   

沖縄県立博物館・美術館                        

館長 里井 洋一    
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Ⅰ 博物館活動について 

 

１ はじめに 

 

博物館は、資料収集・保存管理、調査、展示、教育普及の四つを活動の車輪としている。それら車

輪を機能させるために下記（１）～（４）に基づいた活動を構築している。 

 

（１）琉球王国時代の文化(王朝文化)を体系化し、現在につなげる視点からの活動。 

（２）人類学をはじめ、沖縄の特性を生かし、沖縄の優位性を発信する調査研究活動。 

（３）沖縄の自然、歴史、文化の独自性を発信する活動。 

（４）博物館が動き、観覧者が動く博物館活動の展開。 

 

２ 博物館活動（四つの車輪) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示は資料を公開することだが、その資料が持っている背景や意味も重要にな

る。学芸員の展示活動は、この資料が持つ意味をできるだけ詳細に分析し、得ら

れた成果を展示等に活かすことである。 

展示の形は、郷土を紹介する基本的な展示の常設展、ある特定のテーマで開催

される特別展・企画展、そして各島々で開催される移動展は、島嶼県である本県

の特徴的な展示活動である。 

博物館が持つ知的財産を一般に提供する手段として普及活動がある。学校等の

教育機関や関連施設と連携協力（ネットワーク化）を推進し、教育的配慮のもと

様々な方法をもって県民共有の財産としていく。また、博物館活動を活性化する

ためには、県民の積極的な参画が必要である。そのため「博物館ボランティア養

成」を行い活動を推進している。 

博物館では、県内の文化講座で草分け的存在である「博物館文化講座」や「学

芸員講座」、「体験学習教室」等を実施、遊びながら学べる「ふれあい体験室」

も普及事業を担っている。 

展示活動 

教育普及

活動 

調査活動 

沖縄に関する資料や関連資料は、本県の海洋性・島嶼性の地理的要因により日

本や中国、東南アジア諸国までその範囲を広げている。そこで本県の豊かな自然

や独自の歴史・文化に関する資料を自然史、考古、歴史、美術工芸、民俗の 5 分

野で探求し、体系的に調査研究し、資料の充実を図る。 

また、各研究機関や大学と共同で調査研究を行い、沖縄が持つ特性や優位性を

発揮できるよう努める。 

博物館資料は、産地、用途、製作年、材質、大きさ等の違いにより、その種類

は多岐に渡っている。これら博物館資料は、材質別・性質別に区分され、適切な

温度・湿度や虫害などの対応ができるような環境で保存・管理され良好な状態で

次世代へ引き継ぐ。また、資料の管理状況が把握できるようなデータベース化を

進めている。 

資料収集 

保存管理 
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３ 博物館の機能 

 

博物館は、様々な資料を収蔵している施設である。資料は収蔵されるだけでなく、できるだけ長く

きれいな状態を維持するために整理・保存していく。しかし、保管しているだけではなく、調査研究

により、いつ・誰が・どこで・何のために作ったかを解明し、来館者へ紹介していく。資料は、展示

や講座、論文、インターネットなど、いろいろな媒体を通して県民の知的財産として蓄積されていく。 

いつでも誰でもが利用できるようにするために、博物館にはいろいろな機能がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

博物館には、自然史・化石・特別（歴史・美工・民俗）・考古陶磁器・民俗・

大型収蔵庫が設置され、それぞれの収蔵庫で、温度や湿度そして害虫などから資料を保護する。 

資料を保存する収蔵庫 

博物館には、総合展示室・部門展示室・屋外展示・ふれあい体験室が配され、

常設の展示を行っており、特別・企画展示室では、期間を限定して沖縄をはじめ、国内外の自然・歴史・

文化に関する展覧会が開催される。 

資料を公開する展示室 

 

総合展示室 
海と島に生きる 豊かさ・美しさ・平和を求めて 

自然史部門 
生物が語る沖縄 2 億年 

美術工芸部門 
琉球の美 

歴史部門 
モノから読む歴史 

考
古
部
門 

沖
縄
考
古
学
の
世
界 

民
俗
部
門 

沖
縄
の
伝
統
と
暮
ら
し 

 

ふれあい 
体験室 

出入口 

展示室 
見取り図 

博物館は、「沖縄」について知り、そして将来の沖縄像を

考える場所である。郷土学習に利用できる資料が分かりやすく展示されている。また講演や体験を通し

て学習を行う講座室等がある。 

学習する場としての展示室・講座室 

博物館資料に関するあらゆる調査・研究は、学芸員研究

室を中心に行われる。8 分野の学芸員が各々または共同で、様々なテーマに取り組む。ここで蓄積され

た研究成果は、研究資料室や情報センターに保管され、展覧会や講演会などで公開される。また、博物

館紀要論文はホームページで公開される。 

資料を研究する学芸員研究室 

博物館の電気、空調施設などを管理するための機械室や、

館を運営している職員が事務を行うための部屋がある。 

博物館施設を管理する諸室 
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４ 博物館の施設 

（１）常設展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「常設展示」のメインテーマは、「海と島に生きる～豊かさ、美しさ、平和を求めて～」である。 

沖縄は、立地・環境的に「海洋性」と「島嶼性」という特性を持ち、そこに住む人々は絶えず「豊かさ」と

「平和」を求め続けてきた歴史がある。その風土、自然のなかで育んできた歴史、文化を人類史・自然史の流

れの中に位置付け、普遍的に海と島に生きていくことをメインテーマとしている。 

その展示構成は、沖縄の歴史を時間で追いながら自由動線で観覧することのできる「総合展示」と、自然

史・考古・美術工芸・歴史・民俗の 5 つの「部門展示」に分かれている。 

＜総合展示＞ 
展示テーマ 

・「ニライカナイの彼方から」 

・「シマの自然とくらし」 

・「海で結ばれた人々」 

・「貝塚のムラから琉球王国へ」 

・「王国の繁栄」 

・「薩摩侵攻と琉球王国」 

・「王国の衰亡」 

・「沖縄の近代」 

・「戦後の沖縄」 

・「沖縄の今、そして未来へ」 

 

「総合展示」は、上記の 10 の

テーマで、琉球列島の生い立ち

から現代までの約2億年にわた

る沖縄の歴史をたどる。中国や

日本の文化を取り入れながら、

独特の文化を創造してきた琉

球王国の時代、王国解体後の近

代化する沖縄、現在の沖縄まで

を紹介する。 

中央に配した「シマの自然と

くらし」のエリアでは、沖縄の

「海洋性」・「島嶼性」を大型地

形模型によって実感すること

ができる。また、情報端末機で

島ごとに異なる表情を持った

自然やくらしなどを調べるこ

とができる。 

＜部門展示＞ 
「部門展示」は、総合展示を取り巻く展示である。自然史・考古・美術

工芸・歴史・民俗の 5 つの部門展示室では、収蔵資料を活用しながら、各

分野のテーマをより深め、展示替えの頻度を高める展示を目指す。 

 

 

 

民俗部門展示 

民俗部門展示のテーマは「沖縄の伝統とくらし」である。民俗の

宝庫といわれる沖縄の様々な生活シーンの中で創造されてきた民

具や信仰などを通して、戦前から伝わる沖縄の民俗世界を追体験す

ることができる。また、現代に息づく民俗の変容した姿を紹介する。 

歴史部門展示 

「モノから読む沖縄の歴史」とし、歴史の中で産出された様々な

「モノ」資料を通して、その資料のもつ時代的な意味を解き明かし

ていく。年数回展示替えをしつつ「那覇港」をテーマにした展示で

は、近世に制作された屏風絵を軸に、そこで暮らした人々の息づか

い、ひいては歴史的、文化的意味を紐解いている。 

美術工芸部門展示 

「琉球の美」をテーマに、1 年に 3 回展示替えを行い、琉球王国

時代の美術工芸品を紹介する。染織品、やきもの、漆芸品、絵画、

彫刻、書跡などの資料をゆっくり鑑賞することができる。 

考古部門展示 

「沖縄考古学の世界」と題し、沖縄考古学のこれまでの成果と課

題を示しながら、「沖縄考古学」を体系的に学び、古代の人々の生

活を追体験することができる。 

自然史部門展示 

「生物が語る沖縄 2 億年」をテーマに島の成り立ちや、島々で独

特の進化をとげた生き物の世界を展示する。自然観察コーナーで

は、顕微鏡で化石や昆虫、岩石の破片、植物標本などを見ることが

できる。 
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（２）屋外展示 

 

高倉 

高倉は、穀物を貯蔵する倉庫である。床を上げて風通しを良くし、湿気やネズミの害を

防ぐ工夫がなされている。構造の違いにより、「沖縄式」と「奄美式」に分かれる。この高

倉は、昭和初期に建てられたものを、昭和 51 年（1976）に奄美から移築した。 

民家 

沖縄の伝統的な民家は、高温多湿の気候風土に適した構造をしている。門扉が無く、母

屋も雨戸を全開にして風を通す。また、母屋の正面にあるヒンプン（屏風）は、外部への

目隠しとなる。この建物は、資料としてのみならず、講座や多種イベントの際にも会場の

一部として活用されており、開館中は靴を脱いでの内覧も可能となっている。 

湧田窯 
湧田窯は 17 世紀頃の窯跡で、平窯の構造が特徴である。主に、屋根瓦を焼いた窯であ

る。琉球・沖縄の焼き物の歴史を考える上で貴重な資料である。 

屋外鐘楼 

（大聖禅寺鐘） 

屋外に設置された梵鐘は、沖縄県内で最も古いものの一つで、景泰七（1456）年に製作

されたものである。本梵鐘は、沖縄戦の混乱の中、アメリカへ渡ったもので、琉米歴史研

究会の活動によって、沖縄へ返還された。古琉球の歴史・文化を考える上で重要な資料で

ある。 

 

 

（３）ふれあい体験室 

博物館常設展示室の手前にある「ふれあい体験室」には、37 種類の体験キットが準備されて

いる。これらは展示と関連しており、展示資料を深く理解できるように工夫されている。キット

は、パズルのように組み立てるものなど、操作することによって、より理解が深まる仕組みと

なっており、体験することで五感を通して沖縄の「自然のしくみ」や「先人の知恵」にふれるこ

とができる。 

                    （詳細については「Ⅸ ふれあい体験室」を参照） 

（４）情報センター 

情報センターは博物館・美術館の共用施設として、閲覧・検索用の座席を 38 席設けた情報提

供のための部屋である。博物館の収蔵資料の検索や、DVD やビデオの視聴ができる。また、沖縄

の自然、歴史、文化、美術等に関する専門図書、地方出版図書も配架され、来館者の調べ学習に

対応できる。 

 

（５）講堂・講座室等 

 

講 堂 
講演会、シンポジウム、映画上演などを行うことができる。 

212 席(車いす 2 人含む)の収容が可能。 

講座室 100 名規模の講演会や会議などを開催できる。 

実習室 
体験学習や実技講習会などを開催できる。 

30 名程度の収容が可能。 

 

 

（６）救護室 

来館中における、軽度の気分不良の際には、休憩をとることが可能である。（ベッド数 1 台） 

 

 

（旧大聖禅寺鐘）



- 5 -

- 4 - 

（２）屋外展示 

 

高倉 

高倉は、穀物を貯蔵する倉庫である。床を上げて風通しを良くし、湿気やネズミの害を

防ぐ工夫がなされている。構造の違いにより、「沖縄式」と「奄美式」に分かれる。この高

倉は、昭和初期に建てられたものを、昭和 51 年（1976）に奄美から移築した。 

民家 

沖縄の伝統的な民家は、高温多湿の気候風土に適した構造をしている。門扉が無く、母

屋も雨戸を全開にして風を通す。また、母屋の正面にあるヒンプン（屏風）は、外部への

目隠しとなる。この建物は、資料としてのみならず、講座や多種イベントの際にも会場の

一部として活用されており、開館中は靴を脱いでの内覧も可能となっている。 

湧田窯 
湧田窯は 17 世紀頃の窯跡で、平窯の構造が特徴である。主に、屋根瓦を焼いた窯であ

る。琉球・沖縄の焼き物の歴史を考える上で貴重な資料である。 

屋外鐘楼 

（大聖禅寺鐘） 

屋外に設置された梵鐘は、沖縄県内で最も古いものの一つで、景泰七（1456）年に製作

されたものである。本梵鐘は、沖縄戦の混乱の中、アメリカへ渡ったもので、琉米歴史研

究会の活動によって、沖縄へ返還された。古琉球の歴史・文化を考える上で重要な資料で

ある。 

 

 

（３）ふれあい体験室 

博物館常設展示室の手前にある「ふれあい体験室」には、37 種類の体験キットが準備されて

いる。これらは展示と関連しており、展示資料を深く理解できるように工夫されている。キット

は、パズルのように組み立てるものなど、操作することによって、より理解が深まる仕組みと

なっており、体験することで五感を通して沖縄の「自然のしくみ」や「先人の知恵」にふれるこ

とができる。 

                    （詳細については「Ⅸ ふれあい体験室」を参照） 

（４）情報センター 

情報センターは博物館・美術館の共用施設として、閲覧・検索用の座席を 38 席設けた情報提

供のための部屋である。博物館の収蔵資料の検索や、DVD やビデオの視聴ができる。また、沖縄

の自然、歴史、文化、美術等に関する専門図書、地方出版図書も配架され、来館者の調べ学習に

対応できる。 

 

（５）講堂・講座室等 

 

講 堂 
講演会、シンポジウム、映画上演などを行うことができる。 

212 席(車いす 2 人含む)の収容が可能。 

講座室 100 名規模の講演会や会議などを開催できる。 

実習室 
体験学習や実技講習会などを開催できる。 

30 名程度の収容が可能。 

 

 

（６）救護室 

来館中における、軽度の気分不良の際には、休憩をとることが可能である。（ベッド数 1 台） 

 

 

- 5 - 

（７）駐車場 

一般車両 158 台（身障者用 4 台含）、バス 10 台が駐車可能である。特別支援学校などの大型車

両を横付けできるように、庇付きの玄関を用意している。また、盲導犬のトイレを駐車場側と公

園側に整備している。 

 

 

（８）コインロッカー 

使用後に 100 円が返金される、無料のコインロッカーを 262 個準備している。大きな荷物を

持参する際は、他の観覧者に迷惑にならないよう、手荷物を預けてからの入館となる。 

 

（９）バリアフリー 

博物館・美術館は、不特定多数の人々が利用するため、誰でも安全に利用しやすい施設にする

必要があることから、以下のような整備を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０）環境への配慮 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■観覧者が利用するトイレには、車イス使用者や乳児連れ、オストメイトに対応した機能を設けている。 

■講堂や講座室に磁気誘導ループを設置して難聴者をサポートしている。 

■館入口に音声誘導装置を設置して視覚障害者をサポートしている。 

■車イスや使用者駐車スペースには、雨天時の乗降に考慮して雨よけを設置している。 

■道路や公園からの主な敷地通路に誘導ブロックを設け、総合案内まで連続して敷設している。 

■高齢者や体の弱い人がゆっくり観賞できるように、展示室内に休憩室や椅子を準備している。 

■案内表示は日本語と英語の 2 ヶ国語表示としている。 

■雨水及び再生水の有効利用 

地下に雨水タンクを設けて、トイレ洗浄水や灌水に利用している。 

■夜間電力を利用した氷蓄熱方式空調設備の導入 

夜間の安価な電力で作った氷を館内の冷房に利用することにより割高な昼間電力の増加を抑えている。 

■総合的有害生物管理（IPM：Integrated Pest Management）施設 

博物館・美術館では、有害生物（虫・菌等）から文化財を保護するために IPM を行っている。IPM は、施設

を取り巻く環境状況や有害生物の繁殖などの動きを考慮して、生物的防除、科学的・物理的防除を組み合わ

せることで、虫菌害を抑える管理方法である。 

博物館の利用に際して、館内への飲み物、食べ物の持ち込みを禁止している。遠足等の行事の際にも、荷物

を車で管理する等の配慮、ご協力をお願いしている。 
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５ 令和７年度博物館教育普及活動について 

 

博物館の教育普及活動は、大きく２つの事業に分けることができる。１つ目は、学校の計画する授

業・行事等で博物館を活用する際に支援する「学校連携事業」である。２つ目は、博物館が企画運営

する「文化講座」等の各種講座、「常設展展示解説」等の各種解説会、「体験学習教室」、「ボランティ

ア養成」等の事業である。 

 

（１）学校連携事業  

学校連携事業では、各学校の計画による団体観覧の支援で、教育課程の一環として博物館を利

用する際に、館として支援することのできる学習内容の調整を行った。学校の規模や授業の進

度、生徒の実態等含めた学校からの要望と博物館の施設・職員・ボランティアの支援体制を考慮

し、学校と博物館が連携し実践する学習プログラムを作成した。また、コロナやインフルエンザ

の流行に気を抜けない現状において、感染症対策を行いながら、学校連携事業に取り組んだ。 

〈今年度の取り組み〉 

令和３年度（2021）から実施している「学校連携事業」において、民具体験、出前授業、来館

学習などの館内学習プログラムの充実を図るほか、離島地域における出前授業を推進した。 

 

（２）文化講座 

文化講座では、博物館の展示内容と関連する各分野（自然史・考古・歴史・美術工芸・民俗）

の講演を行った。県民各層が楽しく有意義に学べる講座を実施した。 

 

（３）学芸員講座 

学芸員講座では、博物館の学芸員が、研究成果や収蔵品の紹介等の講演・展示解説などを通し

て、県民各層が楽しく有意義に学べる講座を実施した。各分野の学芸員の充実した講話は、博物

館をより身近に捉え、観覧者の層を拡大する大切な役割を担った。 

 

（４）展示解説会 

展示解説会では、学芸員が博物館の展示内容に関する資料などの解説を、学芸員の広い視点か

らわかり易く解説した。当館における展示資料がどのようなねらいのもと、それぞれの展示室に

設置されているかを理解し、参加者が総合博物館ならではの資料のつながりを知る機会とした。

また、人数制限を行い実施した。 

 

（５）体験学習教室 

体験学習教室は沖縄の自然や歴史、文化に関わる体験的な活動を通して、郷土について関心を

持ち、先人の知恵などを学ぶ機会である。博物館の各分野（自然史・考古・歴史・美術工芸・民

俗）の展示や企画展等に関連した内容を実施し、総合博物館としての豊かな学びの場を提供し

た。また、募集人数を少なく設定し実施した。 

 

（６）バックヤードツアー 
博物館に備えられている、調査・研究・保存の各機能を担う諸室の見学を実施した。普段は、

入ることのできない収蔵庫やトラックヤードなどの機能を理解し、博物館についてより知って

もらう機会とした。 
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（７）夏休み！子どもフェスタ 2025  

学芸員が、夏休み中の児童生徒を対象に、沖縄の自然、歴史、文化に関する自由研究や調査研

究の導入のとなる内容を検討し、体験型の教室を開催した。可能な限り博物館の情報を提供する

など郷土への興味・関心を高める場を提供した。 

 
（８）ボランティア養成講座 

博物館では、県民の自己啓発や学習発表の場の提供を行うと共に、博物館支援活動を目的とし

た「博物館ボランティア」を導入しており、主に館内催事・学校連携事業全般における来館者

サービスをサポートする人員として、また当施設のふれあい体験室での来館者サービスをサ

ポートする人員として活動している。現在総勢 63 名の博物館ボランティアが登録している。ま

た、資料整理ボランティアは 34 名が登録している。 

令和７年度は総合展示ガイドボランティア養成講座を行い新規に７名の博物館ボランティア

が登録した。 

 
（９）その他 

①移動展 
普段、当館に足を運ぶことができない離島や遠隔地の方々に、移動展の展示を見てもらうこと

によって、沖縄県の自然、歴史、文化の広域普及を図り、博物館資料や美術作品を観賞する機会

を提供した。今年度は、恩納村で開催した。 
 

  ②教育普及資料貸出 

   今年度は、教育機関へ 4 件を貸し出した。 
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Ⅱ 学校連携 
 
１ 学校団体受入要項 

（博物館施設の学校団体見学・体験学習・校内研修等の利用について） 

 
（１）ねらい 

①博物館への学校団体をはじめとする入館者の増加を図る。 
②博物館における団体受入を計画的に準備し、運営を行う。 
③博物館を利用する学校団体に、博物館来館を年間計画の中に位置づけてもらうことにより、計 

画的な学習支援を行う。 
 
（２）博物館施設利用の申請から実施までの流れ【県内（小・中・高・特支）学校向け】 

       

【児童・生徒向け】申請から実施までの流れなど 

 

①館内の自由見学（見学サポート有り）： 申請（様式２）→ 相談・打合せ等 → 実施 

  ※博物館は少人数グループ(20 名以下)対象 

 

②館内の自由見学（見学サポート無し）： 申請（様式２）→ 来館 

 

③民具体験（ボランティアサポート有り）： 申請（様式４-①）→ 下見・打合せ → 実施 

    ※15 校程度受入予定（申請期限６月 30 日、申請多数の場合、抽選後に結果連絡） 

                     受入可能期日については別添資料をご参照ください。 

                                     

④民具体験（ボランティアサポート無し）： 申請（様式４-②）→ 下見・打合せ → 実施 

 

⑤夏季課題学習（主に高校） 

 

⑥キャリア教育プログラム（職場見学、職場体験、インターンシップなど） 

 

⑦出前授業、教育普及資料（民具、体験キット、アートカード等）の貸出 など 

 

【学校職員向け】 

 

⑧校内研修、自主研修、中堅研等教職員研修 

 

⑨教員向け講座（８月第１週に開催） 

 

⑩ボランティアによる展示室解説ガイド 

 

 ※申込み及び詳細については、以下の連絡先にお問い合わせください。 

 ※その他のご要望についてもご相談に応じます。 

 
 
 
 
 
 

①～④：情報センター TEL：098-941-1187 FAX：098-941-3530 

           ※申請書様式は当館 HP よりダウンロード URL:https://okimu.jp 

⑤⑥⑩：(一財)沖縄美ら島財団 教育普及担当 TEL：098-941-8200 FAX：098-941-2392 

⑦～⑨：沖縄県立博物館・美術館 博物館班  TEL：098-851-5401 FAX：098-941-3650 

                美術館班  TEL：098-851-5402 FAX：098-941-3730 



- 9 -

 

- 8 - 

Ⅱ 学校連携 
 
１ 学校団体受入要項 

（博物館施設の学校団体見学・体験学習・校内研修等の利用について） 

 
（１）ねらい 

①博物館への学校団体をはじめとする入館者の増加を図る。 
②博物館における団体受入を計画的に準備し、運営を行う。 
③博物館を利用する学校団体に、博物館来館を年間計画の中に位置づけてもらうことにより、計 

画的な学習支援を行う。 
 
（２）博物館施設利用の申請から実施までの流れ【県内（小・中・高・特支）学校向け】 

       

【児童・生徒向け】申請から実施までの流れなど 

 

①館内の自由見学（見学サポート有り）： 申請（様式２）→ 相談・打合せ等 → 実施 

  ※博物館は少人数グループ(20 名以下)対象 

 

②館内の自由見学（見学サポート無し）： 申請（様式２）→ 来館 

 

③民具体験（ボランティアサポート有り）： 申請（様式４-①）→ 下見・打合せ → 実施 

    ※15 校程度受入予定（申請期限６月 30 日、申請多数の場合、抽選後に結果連絡） 

                     受入可能期日については別添資料をご参照ください。 

                                     

④民具体験（ボランティアサポート無し）： 申請（様式４-②）→ 下見・打合せ → 実施 

 

⑤夏季課題学習（主に高校） 

 

⑥キャリア教育プログラム（職場見学、職場体験、インターンシップなど） 

 

⑦出前授業、教育普及資料（民具、体験キット、アートカード等）の貸出 など 

 

【学校職員向け】 

 

⑧校内研修、自主研修、中堅研等教職員研修 

 

⑨教員向け講座（８月第１週に開催） 

 

⑩ボランティアによる展示室解説ガイド 

 

 ※申込み及び詳細については、以下の連絡先にお問い合わせください。 

 ※その他のご要望についてもご相談に応じます。 

 
 
 
 
 
 

①～④：情報センター TEL：098-941-1187 FAX：098-941-3530 

           ※申請書様式は当館 HP よりダウンロード URL:https://okimu.jp 

⑤⑥⑩：(一財)沖縄美ら島財団 教育普及担当 TEL：098-941-8200 FAX：098-941-2392 

⑦～⑨：沖縄県立博物館・美術館 博物館班  TEL：098-851-5401 FAX：098-941-3650 

                美術館班  TEL：098-851-5402 FAX：098-941-3730 

 

- 9 - 

２ 「民具体験学習」の概要  
 

令和７年度の民具体験学習プログラムの詳細 

 
【民具体験学習プログラム】 ボランティアサポートあり  

小学校第３学年の社会科及び総合的な学習の時間の授業として、ボランティアによる民具体験を

実施した。具体的には、着衣体験など民具の実演や展示室での解説などを行い、ボランティアが児童

の学習をサポートした。その際、事前に教職員との下見を行い、当日の運営が円滑にできるよう努めた。 

  

【自主民具体験学習プログラム】 教師主導による授業活用 

展示解説マニュアルを活用し、教職員が博物館常設展示室における展示資料、民具体験学習におけ

る授業の指導作成・進行についての指導等を事前に行った。当館は教職員の授業における活用を支援

する取り組みを推進した。また下見の際、学校ごとに来館してもらい時間短縮による打合せを実施した。 

 

 

３ 「民具体験学習」の実施状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

001「民具体験学習」の実施状況 
項目 学学校校 期期日日 見見学学数数

那覇市立真嘉比小学校 11月６日(木) ３クラス87人

豊見城市立上田小学校 11月20日(木) ５クラス151人

那覇市立小禄小学校 12月５日(金) ２クラス49人

那覇市立大道小学校 12月11日(木) １クラス45人

那覇市立宇栄原小学校 12月17日(水) ３クラス82人

那覇市立天久小学校 1月28日(水) ３クラス104人

糸満市立高嶺小学校 11月14日(金) ２クラス45人

那覇市立銘苅小学校 11月27日(木) ３クラス86人

糸満市立潮平小学校 12月３日(水) ３クラス87人

南城市立船越小学校 12月19日（金） ２クラス82人

西原町立西原小学校 12月25日(木) ３クラス97人

浦添市立浦城小学校 1月22日(木) ４クラス152人

合計

自主民具体験学習プログラム
（教師主導による授業活用）

全６校

12校

民具体験学習プログラム
（ボランティアによる
実演・解説実施）

全６校
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【民具体験学習プログラム】  ボランティアによる実演・解説実施の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

01-01 真嘉比小学校 真嘉比小学校の着

衣体験の様子。 
01-02真嘉比小学校 真嘉比小学校の運搬

の道具体験の様子。 

01-03真嘉比小学校 真嘉比小学校の運搬

の道具体験の様子。 

01-04真嘉比小学校 真嘉比小学校の洗

濯体験の様子。 

上田小学校の集合

風景。 
02-01上田小学校 上田小学校の運搬

の道具体験の様子。 
 

02-02上田小学校 

上田小学校の運搬

の道具体験の様子。 
02-03上田小学校 上田小学校の運搬

の道具体験の様子。 
02-04上田小学校 

小禄小学校の運搬の

道具体験の様子。 
03-01小禄小学校 03-02小禄小学校 小禄小学校の洗濯

体験の様子。 

小禄小学校の運搬の

道具体験の様子。 
03-03小禄小学校 03-04小禄小学校 小禄小学校の展示

室見学の様子。 
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04-01 大道小学校 大道小学校の運搬

の道具体験の様

子。 

04-02大道小学校 大道小学校の洗濯

体験の様子。 
 

04-03大道小学校 大道小学校の展示

室見学の様子。 
 
 

04-04大道小学校 大道小学校の着衣

体験の様子。 

天久小学校の実演の

様子。 
05-01天久小学校 05-02天久小学校 天久小学校の実演

の様子。 

天久小学校の実演の

様子。 
05-03天久小学校 05-04天久小学校 天久小学校の展示

室見学の様子。 

真嘉比小学校の着

衣体験の様子。

上田小学校の集合

風景。

小禄小学校の運搬

の道具体験の様子。

真嘉比小学校の運搬

の道具体験の様子。

上田小学校の着衣

の様子。

小禄小学校の洗濯

体験の様子。

真嘉比小学校の洗

濯体験の様子。

上田小学校の運搬

の道具体験の様子。

小禄小学校の展示

室見学の様子。

真嘉比小学校の運搬

の道具体験の様子。

上田小学校の運搬

の道具体験の様子。

小禄小学校の展示

室見学の様子。
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04-01 大道小学校 大道小学校の運搬

の道具体験の様

子。 

04-02大道小学校 大道小学校の洗濯

体験の様子。 
 

04-03大道小学校 大道小学校の展示

室見学の様子。 
 
 

04-04大道小学校 大道小学校の着衣

体験の様子。 

天久小学校の実演の

様子。 
05-01天久小学校 05-02天久小学校 天久小学校の実演

の様子。 

天久小学校の実演の

様子。 
05-03天久小学校 05-04天久小学校 天久小学校の展示

室見学の様子。 

大道小学校の運搬

の道具体験の様子。

天久小学校の着衣

体験の様子。

大道小学校の洗濯

体験の様子。

天久小学校の運搬

の道具体験の様子。

大道小学校の着衣

体験の様子。

天久小学校の運搬

の道具体験の様子。

大道小学校の展示

室見学の様子。

天久小学校の展示

室見学の様子。
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【自主民具体験学習プログラム】教職員による授業活用の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

06-01 高嶺小学校 
 

高嶺小学校の着衣

体験の様子。 

06-02高嶺小学校 
 

高嶺小学校の運搬

の道具体験の様

子。 

06-03高嶺小学校 
 

高嶺小学校の運搬

の道具体験の様

子。 
 
 

06-04高嶺「小学校 
 

高嶺小学校の運搬

の道具体験の様

子。 

銘苅小学校の着衣

体験の様子。 

07-01銘苅小学校 
 

銘苅小学校の運搬

の道具体験の様子。 
07-02銘苅小学校 
 

銘苅小学校の運搬

の道具体験。 

07-03銘苅小学校 
 

銘苅小学校の展示

室見学の様子。 
07-04銘苅小学校 
 

潮平小学校の着衣体

験の様子。 
08-01潮平小学校 
 

08-02潮平小学校 
 

潮平小学校の運搬

の道具体験。 

潮平小学校の洗濯体

験の様子。 
08-03潮平小学校 
 

08-04潮平小学校 
 

潮平小学校の運搬

の道具体験。 

高嶺小学校の着衣

体験の様子。

銘苅小学校の着衣

体験の様子。

潮平小学校の着衣

体験の様子。

高嶺小学校の着衣

の道具体験の様子。

銘苅小学校の運搬

の道具体験の様子。

潮平小学校の運搬

の道具体験。

高嶺小学校の運搬

の道具体験の様子。

銘苅小学校の運搬

の道具体験。

潮平小学校の洗濯

体験の様子。

高嶺小学校の運搬

の道具体験の様子。

銘苅小学校の展示

室見学の様子。

潮平小学校の運搬

の道具体験。
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西原小学校の展示

室見学の様子。 
09-01西原小学校 
 

西原小学校の運搬

の道具体験。 

09-02西原小学校 
 

西原小学校の集合

風景。 
09-03西原小学校 
 

西原小学校の運搬

の道具体験。 
09-04西原小学校 
 

浦城小学校の実演の

様子。 
10-01浦城小学校 
 

西原小学校の展示

室見学の様子。

西原小学校の運搬

の道具体験。

西原小学校の集合

風景。

浦城小学校の洗濯

体験の様子。

西原小学校の運搬

の道具体験。
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１１１１時時

担任　1組：○○ ○○ 先生 　2組：○○ ○○先生  3組：○○ ○○先生　　支援クラス：　 　先生

児童数　1組：○○名　 2組：○○名　  3組：○○名

その他：各展示室の観覧の際、誘導が必要。

令令和和77年年度度　　民民具具体体験験　　学学習習ププロロググララムム

○○○○市市立立    ○○○○小小学学校校　　３３学学年年
実施日程：　○○　月　○○　日　（　水　）　9：00　～　11：30

博物館到着時間：　9：00　博物館出発時間：　11　:　45 　移動手段：　○○

　１　名　　保護者：　 　名　　（有料・団体1人あたり420円）児童数：○○○人　引率教師：　４　名　ヘルパー：

99::0000
55 1100 1155 2200 2255

《社会科》
《ねらい》
《ポイント》

確認事項・・・①ワークシート：有り
②持ち物：水筒　③名札の準備：（クラスごとのカラーテープを学校で配布）
※名札について、民具実演見学ローテーションのチームを記載
※鉛筆以外の使用不可
※水筒は持ち込み不可、博物館が保管カートを3つ用意。入館時は鉛筆と探検バッグのみ。

　プログラム　タイムスケジュール

９９時時 １１００時時

00 55 1100 1155 2200 22553300 3355 4400 4455 5500 5555 1155 2200 22553300 3355 4400 4455 5500 5555 00 55 1100

11組組

3300 3355 4400 4455 5500

移移
動動

常常設設22
自自然然史史部部門門

２５分

移移
動動

5555 00 55 1100 11552255 3300 3355 4400 4455 55005555 00 55 1100 1155

3300 3355 4400 4455 5500

22組組

5555 00 55 1100 11552255 3300 3355 4400 4455 55005555 00 55 1100 1155

各クラスの担任

タイムキーパー 博物館職員（博物館ボランテイア）

学習プログラム役割 担当者

３３組組

博博
物物
館館
到到
着着

トト
イイ
レレ
・・
チチ
ケケ
ッッ

トト
受受
けけ
取取
りり

オオ
リリ
エエ
ンン
テテ
ーー

シシ
ョョ

ンン

民民具具
（屋外実演）

※雨天時・雨端
30分

常常設設22
自自然然史史部部門門

30分

民具実演解説 博物館職員（博物館ボランテイア）

常設展示解説・各クラス誘導

まま
とと
めめ

移移
動動

移移
動動

移移
動動

民民具具
（屋外実演）

※雨天時・雨端
30分

常常設設１１
民民俗俗部部門門
２５分

移
動

常設１

民民俗俗部部門門
30分

移移
動動

民民具具
（屋外実演）

※雨天時・雨端
30分

移移
動動

常常設設22
自自然然史史部部門門

２５分

移移
動動

2200

2200

常設１

民民俗俗部部門門
30分

民具体験は各クラス４チーム（約8～9人ずつ）に分けて、ローテーションします。※移動時間各1分

クバガサ・クバンヌー・サバ 6 分 洗濯道具（洗濯板・桶） 6 分

円滑な運営のためにも

下記2点のご協力を

お願いいたします。

～～～～～～～～～～

事前…班分け

当日…ガムテープでクラス・

グループの表記

運搬の道具（バーキ・ティール） 6 分 担ぎ棒（ターグ・水運び・薪運び） 6 分

移移動動：：1分分

移移動動：：1分分

移移動動：：1分分移移動動：：1分分

■ 3 クラスの組み合わせ例
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その他：各展示室の観覧の際、誘導が必要。

令令和和77年年度度　　民民具具体体験験　　学学習習ププロロググララムム
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博物館到着時間：　9：00　博物館出発時間：　11　:　45 　移動手段：　○○

　１　名　　保護者：　 　名　　（有料・団体1人あたり420円）児童数：○○○人　引率教師：　４　名　ヘルパー：

99::0000
55 1100 1155 2200 2255

《社会科》
《ねらい》
《ポイント》

確認事項・・・①ワークシート：有り
②持ち物：水筒　③名札の準備：（クラスごとのカラーテープを学校で配布）
※名札について、民具実演見学ローテーションのチームを記載
※鉛筆以外の使用不可
※水筒は持ち込み不可、博物館が保管カートを3つ用意。入館時は鉛筆と探検バッグのみ。

　プログラム　タイムスケジュール

９９時時 １１００時時

00 55 1100 1155 2200 22553300 3355 4400 4455 5500 5555 1155 2200 22553300 3355 4400 4455 5500 5555 00 55 1100

11組組

3300 3355 4400 4455 5500

移移
動動

常常設設22
自自然然史史部部門門

２５分

移移
動動

5555 00 55 1100 11552255 3300 3355 4400 4455 55005555 00 55 1100 1155

3300 3355 4400 4455 5500

22組組

5555 00 55 1100 11552255 3300 3355 4400 4455 55005555 00 55 1100 1155

各クラスの担任

タイムキーパー 博物館職員（博物館ボランテイア）

学習プログラム役割 担当者

３３組組

博博
物物
館館
到到
着着

トト
イイ
レレ
・・
チチ
ケケ
ッッ

トト
受受
けけ
取取
りり

オオ
リリ
エエ
ンン
テテ
ーー

シシ
ョョ

ンン

民民具具
（屋外実演）

※雨天時・雨端
30分

常常設設22
自自然然史史部部門門

30分

民具実演解説 博物館職員（博物館ボランテイア）

常設展示解説・各クラス誘導

まま
とと
めめ

移移
動動

移移
動動

移移
動動

民民具具
（屋外実演）

※雨天時・雨端
30分

常常設設１１
民民俗俗部部門門
２５分

移
動

常設１

民民俗俗部部門門
30分

移移
動動

民民具具
（屋外実演）

※雨天時・雨端
30分

移移
動動

常常設設22
自自然然史史部部門門

２５分

移移
動動

2200

2200

常設１

民民俗俗部部門門
30分

民具体験は各クラス４チーム（約8～9人ずつ）に分けて、ローテーションします。※移動時間各1分

クバガサ・クバンヌー・サバ 6 分 洗濯道具（洗濯板・桶） 6 分

円滑な運営のためにも

下記2点のご協力を

お願いいたします。

～～～～～～～～～～

事前…班分け

当日…ガムテープでクラス・

グループの表記

運搬の道具（バーキ・ティール） 6 分 担ぎ棒（ターグ・水運び・薪運び） 6 分

移移動動：：1分分

移移動動：：1分分

移移動動：：1分分移移動動：：1分分

民具体験 ・ 配置図

民具体験実施日：◯月�　◯日� （　⚪）
・（⚪ ⚪ ）小学校、（３）クラス、児童（30から32）名
・民具体験（４）種類� ／

・各各ココーーナナーー（（６６））分分＋＋移移動動１１分分�� 合合計計33５５分分

・１グループ（７から８）名

■ 晴れの日

■ 雨の日

移動の合図（電子ホイッスル）

・ スタート・・・ホイッスル1回

・ 2分前・・・・ ホイッスル2回

・ 終了・・・・・ホイッスル3回

※※使使用用後後にに、、ホホイイッッススルルはは使使

必必ずず流流しし台台のの上上にに置置くく

❹運運搬搬  ババーーキキ

❶ 着着衣衣 ククババガガササ ななどど

❷❷洗洗濯濯にに関関すするる道道具具

(洗洗濯濯板板・・タターーレレーー)

❸❸運運搬搬にに関関すするる道道

具具(タターーググ・・担担ぎぎ棒棒)

❶運運搬搬

ババーーキキ

ガガンンシシナナななどど

❷ 着着衣衣 ククババガガササ ななどど

❹❹洗洗濯濯にに関関すするる道道具具

(洗洗濯濯板板・・タターーレレーー)

❸❸運運搬搬にに関関すするる道道

具具(タターーググ・・担担ぎぎ棒棒)

＊ 2026 年３月現在

■民具配置の例

❶

❷

❸

❹

❹

❸
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４ 「来館学習プログラム」の概要 

令和７年度の来館学習プログラムの詳細 

 

本取組については教育課程の一環として、博物館を学校側が利用する際に、館として支援すること

のできる学習内容の調整を行った。生徒の実態等を含めた学校からの要望と博物館の施設、職員、博

物館学芸員の支援体制を考慮して館内で行う来館学習プログラム等を実施した。 

 

５ 「来館学習プログラム」の実施状況 

 001「来館学習プログラム」の実施状況 
期日 担当学芸員 実施校及び施設 人数

1 4月10日(金) 新山 颯大(地質) 琉球大学理学部地学系地質コース 11名

2 8月15日(金)
玉城 早苗(美術館教育普及)
平川 信幸（博物館教育普及）

県民カレッジ 24名

3 9月18日(木)
平川 信幸（教育普及・美術工芸）
森下 愛子（民俗）
渡辺 みどり（人類）

那覇市立天久小学校 24名

4 11月18日（火） 宇佐美 賢（地学） 沖縄県高等学校地学教育研究会 15名

5 11月27日（木） 平川 信幸（教育普及・美術工芸） 沖縄県立泊高等学校 20名

94名合計
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６ 「出前授業等」の実施要項 

＊令和７度学校連携事業 

 

（１）趣旨 

博物館の持つ資源（もの、情報、人）を、出前授業等を通じて学校教育の場で有効に活用する。 
（２）内容 

①学校での授業や教員の研修会などに学芸員を講師として派遣する。 

②授業では、ティーム・ティーチングの手法により、学芸員は教員と共同し、博物館資料を活

用するなどして児童・生徒の学習を支援する。 
（３）対象 

県内公立学校及び私立学校（小学校、中学校、高等学校、特別支援学校） 
※クラス単位もしくは学年単位 

（４）実施時間 

１～２時間程度（調整可） 

（５）実施場所   

当該校 

（６）申し込み方法 

※別紙参照 

（７）その他 

各学校から依頼の「出前授業等」に係る学芸員の派遣旅費（交通費）は、沖縄県立博物館・美

術館で負担する。 

 

（８）出前授業等の申込み方法と連絡先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望日の 2 ヶ月前までに、 

博物館班教育普及担当者へ電話で 

申し込む  

       Tel 098-851-5401 
希望日の１ヶ月前までに、 

出前授業依頼書または講師派遣依頼書を提出（Fax も可） 

 連絡先   沖縄県立博物館・美術館 

〒900-0006 沖縄県那覇市おもろまち 3 丁目 1 番 1 号 

TEL 098-851-5401  FAX 098-941-3650 

電話、メール等で期日や申込み内容の調整 
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別 紙 1 

 

  

 ○○申申込込みみ方方法法 

  

   希希望望日日のの２２ヶヶ月月前前ままででにに、、 

   教教育育普普及及担担当当者者へへ電電話話でで申申しし込込むむ        ℡℡009988--885511--55440011 
 

  

 

 

   電電話話、、メメーールル等等でで期期日日やや申申込込みみ内内容容のの調調整整 

 

 

 

 

 

    希希望望日日のの１１ヶヶ月月前前ままででにに、、 

      出出前前授授業業依依頼頼書書ままたたはは講講師師派派遣遣依依頼頼書書をを提提出出   

                                （（FFaaxx、、EE--mmaaiillもも可可）） 

 

  ○連連絡絡先先 

 

    沖沖縄縄県県立立博博物物館館・・美美術術館館 

      〒〒990000--00000066  沖沖縄縄県県那那覇覇市市おおももろろままちち33丁丁目目11番番11号号 

          TTEELL  009988--885511--55440011    FFAAXX  009988--994411--33665500 

       
                       教教育育普普及及担担当当 

 

 

  ※事業等の関係からご希望の日時に添えない場合があります。あらかじめご了承下さい。 
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（９）学芸員紹介 

 担当分野 氏  名 

博
物
館
班 

自 然 史 

生   物 菊川 章 

地質・地学 
新山 颯大 

宇佐美 賢 

人   類 
山崎 真治 

渡辺 みどり 

美 術 工 芸 
染織・陶器・三線・絵画 

・書跡・彫刻・漆器 

伊禮 拓郎 

景山 千裕（４月～６月） 

國吉 史乃（７月～３月） 

歴     史 
古琉球・近世 大城 直也 

近 現 代 崎原 恭子 

考     古 山本 正昭 

民     俗 森下 愛子 

教 育 普 及 平川 信幸 

 

 

 

 

 

 

７ 「出前授業等」の実施状況 

 期日 担当学芸員 実施校及び施設 

１ ６月 11 日（水） 崎原 恭子（歴史） 沖縄県立前原高等学校 １年生から３年生 

２ ６月 19 日（木） 崎原 恭子（歴史） 名護市立屋部小学校 ３年生から６年生 

３ ６月 28 日（土） 崎原 恭子（歴史） 那覇市立石嶺公民館 

４ ９月 21 日（日） 森下 愛子（民俗） 
嘉手納町東自治会 

区民・在住在勤一般町民 11 名 

５ ９月 24 日（水） 新山 颯大（地質） 
うるま市立中原小学校 ６年生 140 人 

６ ９月 25 日（木） 新山 颯大（地質） 

７ ９月 30 日（火） 山本 正昭（考古） 
浦添市てだこ学院大学学院生 44 名  

理事３～４名  

８ 10 月８日（水） 新山 颯大（地質） 浦添市立宮城小学校 ６年生 104 人 

９ 10 月９日（木） 宇佐美 賢（地学） 那覇市立城北中学校 １年４組 34 名 

10 10 月 24 日（金） 森下 愛子（民俗） 大宜味村大兼久公民館 大兼久婦人会 

○沖縄県の自然、歴史、文化をはじめ、上記内容について、学芸員が博物館の持つ資源（もの、情報）を活用

し、児童・生徒の学習を支援する。 

※校内研修等で博物館活用について、レクチャーする。 

※「講師派遣依頼書」は、ホームページでダウンロードして使用可能。 
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11 10 月 31 日（金） 伊禮 拓郎（美術工芸） 
宜野湾市立宜野湾中学校 ４年生 

４クラス 137 名 

12 11 月 18 日（火） 伊禮 拓郎（美術工芸） 
沖縄県立北中城高等学校 

1 年１組，２組，３組 40 名 

13 11 月 19 日（水） 伊禮 拓郎（美術工芸） 
沖縄県立北中城高等学校 

1 年４組、５組 39 名 

14 11 月 21 日（金） 伊禮 拓郎（美術工芸） 
沖縄県立北中城高等学校 

1 年６組、７組 38 名 

15 11 月 19 日（水） 平川 信幸（教育普及・美術工芸） 
沖縄県立泊高等学校 定時制課程午前部  

世界史探求・地理探求 

16 11 月 19 日（水） 森下 愛子（民俗） 那覇市立城西小学校 ３学年 75 人 

17 11 月 21 日（金） 宇佐美 賢（地学） 
浦添市てだこ学院大学院 49 名  

理事３名 

18 11 月 21 日（金） 森下 愛子（民俗） 
沖縄市立美原小学校 ３年生 127 名 

19 11 月 26 日（水） 森下 愛子（民俗） 

20 11 月 28 日（金） 新山 颯大（地質） 名護市立真喜屋小学校 ６年生 

21 11 月 28 日（金） 山崎 真治（人類） 沖縄県立向陽高等学校 １年生 240 名 

22 11 月 30 日（日） 山本 正昭（考古） ガイドの会所属の会員他  

23 12 月 1 日（月） 山本 正昭（考古） 沖縄県立博物館友の会 40 名 

24 12 月 24 日（水） 森下 愛子（民俗） 南城市立大里北小学校 ３年生 80 名 

25 １月 14 日（水） 宇佐美 賢（地学） 沖縄県立中部農林高等学校定時制４年生 20 名 

26 １月 15 日(木) 菊川 章（生物） 中部農林高等学校 ３年生 15 名 

27 １月 20 日（火） 森下 愛子（民俗） 
南城市立大里南小学校 ３年生 170 名 

28 １月 21 日（水） 森下 愛子（民俗） 

29 １月 29 日（木） 森下 愛子（民俗） 浦添市立内間小学校 ３年生 

30 ２月６日（金） 大城 直也（歴史） 名桜大学 

31 ３月３日（火） 宇佐美 賢（地学） 
沖縄アミークスインターナショナル中学校 

７年生（中学１年生）29 名 
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Ⅲ 博物館体験学習教室  

 

１ 体験学習教室の実施要項  

 

（１）趣旨・目的 

沖縄の歴史や文化および自然と結びついた体験的な活動をすることによって、郷土の文化や

伝統に関心を持たせ、先人の知恵などを学ぶ。 

（２）内容 

博物館の各分野(自然史・考古・歴史・美術工芸・民俗)の展示内容と関連した体験的な活動

を通して、県民が有意義に楽しく学ぶことが出来るよう企画する。 

（３）受講方法 

1 ヶ月前までに広報し、2 週間前までに募集をかける。応募者多数の場合は抽選する。 

※抽選の場合、当選者には、事前に当選の通知連絡を行う。 

（４）体験学習に係る役割 

 

前日まで 当日運営 

①事業起案及び講師依頼 

②マスコミ各社への取材依頼 

③受講生受付 

④講師事前打ち合わせ 

⑤説明資料作成 

⑥材料・道具等の諸準備 

⑦ボランティア事前学習 

・準備作業調整 

 

博教育普及担当 

指定管理者 

〃 

 

①受付及び材料費徴収 

②開講式  司会 

③講師紹介           

④講座の進行 

⑤材料等の準備及び配布 

⑥記念撮影 

⑦報償費支払い事務 

指定管理者 

〃 

 

〃 

 

指定管理者 

 

 

２ 体験学習教室の実施状況 

 

講座日 タイトル 講師名 内容 参加者 

７月 21 日 (日) 
ウチナーの民話 

上映会 

沖縄県立南部 

農林高等学校 

生活デザイン科 

デジタルミュージアム 

推進事業 
60 

８月３日 (土) 

金のかざりを 

つくってみよう！ 

～彫金体験～ 

松田 聖 

松田 浩佑 

（錺屋松田 

８・９代目） 

令和６年度琉球王国 

文化遺産集積・再興事業 
31 

10 月 13 日 (日) 
芭蕉布をはおって

みよう 着衣体験 

篠原 あかね 

（美術工芸担当学芸員） 

大城 沙織 

（民俗担当学芸員） 

「芭蕉布展」関連イベント 10 

11 月 10 日 (日) 

芭蕉から糸を 

つくろう 

うーうみ体験 

喜如嘉の 

芭蕉布保存会 
「芭蕉布展」関連イベント 15 

〇博物館教育普及担当 

 

〇指定管理者 

〇博物館教育普及担当 

〇指定管理者 

〇ボランティア 
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（４）体験学習に係る役割 

 

前日まで 当日運営 

①事業起案及び講師依頼 

②マスコミ各社への取材依頼 

③受講生受付 

④講師事前打ち合わせ 

⑤説明資料作成 

⑥材料・道具等の諸準備 

⑦ボランティア事前学習 

・準備作業調整 

 

博教育普及担当 

指定管理者 

〃 

 

①受付及び材料費徴収 

②開講式  司会 

③講師紹介           

④講座の進行 

⑤材料等の準備及び配布 

⑥記念撮影 

⑦報償費支払い事務 

指定管理者 

〃 

 

〃 

 

指定管理者 

 

 

２ 体験学習教室の実施状況 

講座日 タイトル 講師名 内容 参加者 

７月 26 日(土) 

第１回 

ウチナーの民話 

上映会 

沖縄県立八重山

商工高等学校家

庭クラブ同好会 

デジタルミュージアム 

推進事業 
64 

10 月５日(日) 

第２回 

ウチナーの民話 

上映会 

沖縄県立南部農

林高校生活デザ

イン科 

デジタルミュージアム 

推進事業 
40 

11 月 23 日(日) 

戦 災 文 化 財 展

フィールドワーク 

「首里の戦跡と戦

災文化財の痕跡を

めぐる」 

崎原 恭子 

（歴史担当学芸員） 

大城 直也 

（歴史担当学芸員） 

戦災文化財展関連催事 21 

２月８日(日) 

いのちのカタチ展 

体験教室「昆虫の

標本をつくってみ

よう！」 

菊川 章 

（生物担当学芸員） 

いのちのカタチ展  

体験教室 
16 

〇博物館教育普及担当 

 

〇指定管理者 

〇博物館教育普及担当 

〇指定管理者 

〇ボランティア 
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日時：10 月５日（日）

講師：沖縄県立南部農林高等学校生活デザイン科

内容：

民　　俗 「ウチナーの民話上映会」

第１部

沖縄県立南部農林高等学校生活デザイン科による民話紙芝居

上映民話：①「なかちとキジムナー」

　　　　　②「おにムーチー」

第２部 デジタルミュージアム動画コンテンツの上映

（標準語と話者のバージョンで上映）

上映民話：①「古屋の漏り～漏り加那志～」（多良間村）

　　　　　②「団子どっこいしょ」（大宜味村）

　　　　　③「弁当のお返し」（粟国村）

　　　　　④「ニーウスビの神の話」（竹富町）

日時：７月 26 日（土）

講師：沖縄県立八重山商工高等学校家庭クラブ同好会

内容：

民　　俗 「ウチナーの民話上映会」

第１部

沖縄県立八重山商工高等学校家庭クラブ同好会による民話紙芝居

上映民話：①「人魚と津波」

第２部 

デジタルミュージアム動画コンテンツの上映

（標準語と話者のバージョンで上映）

上映民話：①「天福地福」（東村）

　　　　　②「黒金座主と北谷王子」（那覇市）

　　　　　③「マジゥムヌと火」（多良間村）

　　　　　④「雀孝行」（与那国町）

デジタルミュージアム推進事業 
令和 7年度　第 2回

ウチナーの

日
会 場 博物館講座室

受 付 当日先着

お問合せ 098-941-8200
沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1
〒900-0006

（定員 80名）

※  会場内は、空調の影響で寒くなる場合があります。
※  都合により催事内容は予告なく変更する場合が
　  あります。予めご了承ください。

入
場
無
料

10. 52025.

15:00～16:00
（開場 14:30）

　沖縄県立南部農林高等学校の生徒による
手作り紙しばいと民話のデジタルコンテンツをご紹介します。
ウチナーの民話としまくとぅばの魅力をお楽しみください。

          【主催】沖縄県立博物館・美術館

　　　　　【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

          【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

イ
ラ
ス
ト
も
手
づ
く
り
で

か
わ
い
い
よ
！

し
ま
く
と
ぅ
ば
で

聞
い
て
み
よ
う
！

民話上映会

プログラム

デジタルミュージアムの
民話上映会

聴きくらべ  にチャレンジ！
①お話を楽しむ  共通語バージョン　
②実際の話者による  しまくとぅばバージョン
   どんな違いがあるか感じてみましょう♪

おきみゅー web サイトの「ウチナー民話のへや」では、
当館が収蔵している約 33,000 話の民話のうち、80 話
の動画コンテンツをお楽しみいただけます。
動画の再生パターンは４種類！同じ民話をしまくとぅば
や共通語などの語り口で楽しむことができます。
また、地域別やお話の種類別など民話の情報を自由に
検索できるデータベースシステムもご利用いただけます。

忘れん坊の子どもが、おばさんの家でおい
しい団子を食べた。家でも作ってもらおう
と、団子、団子といいながら帰るが、溝を
渡る時「どっこいしょ」と言ってしまい…。

ニーラン神が作物の種を持って、船を竹富島
につけた。竹富島の神様は種を預かるが、
島に多くの種を配りたいと、ゴマの種を草
の根っこに隠してしまう…。

畑仕事をしている子供が何度も神様に弁当を
盗まれる。占いをするから訪ねてこいといわ
れたので出かけるが、途中、自分たちのこと
も占ってもらってきてくれと頼まれて…。

大雨の日、老夫婦が狼よりも怖いのは漏り加
那志（古屋の雨漏り）だと話すのを隠れてい
た狼が聞く。狼が馬小屋に逃げると、子馬と
間違えた馬泥棒がその上に飛び乗り…。

令和元年度 制作 令和元年度 制作

令和 2年度 制作令和 2年度 制作

「団子どっこいしょ」（約 3分）
　宮城マツ　1905 年生まれ（1983 年収録）　大宜味村塩屋

「弁当のお返し」（約 7分）
  与那嶺ヒロ　1907 年生まれ（1976 年収録）粟国村西

「古屋の漏り～漏り加那志～」（約5分）
   饒平名泰仁　1900 年生まれ（1979 年収録）多良間村仲筋

アクセスしてみてね！

「ニーウスビの神の話」（約 3分）
    大山功　1892 年生まれ（1976 年収録）　竹富町字竹富

高校生による
オリジナル紙しばいの発表！

　沖縄県立南部農林高校生活デザイン科では、課題研究授業の一
環で様々なテーマを設定し、グループ研究を行っています。その
一つが、「沖縄の民話を、学び伝えよう」という取り組みです。　
　生徒たちは、先輩が調査・研究を重ねて制作した手づくり紙芝居
を用い、近隣保育園での読み聞かせなどの普及活動を今も継承し
ています。
　今回は、「なかちとキジムナー」、「おにムーチー」をしまくとぅば
を交えて披露することにも挑戦します！

ここが
ポイント！

第　 部１

第　 部2
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日時：11 月 23 日（日）

講師：崎原 恭子（歴史担当学芸員）

　　　大城 直也（歴史担当学芸員）

内容：

日時：２月８日（日）

講師：菊川 章（生物担当学芸員）

内容：

歴　　史 戦災文化財展フィールドワーク「首里の戦跡と戦災文化財の痕跡をめぐる」

生　　物 いのちのカタチ展 「昆虫の標本をつくってみよう！」

今から 80 年前、沖縄の住民を巻き込んだ激しい地上戦の中で、多

くの尊い命とともに数々の貴重な文化財も失われた。首里城や円

覚寺等、琉球王国時代から引き継がれてきた多くの文化財が被災

した首里で、戦跡と戦災文化財の痕跡をめぐった。

外来種のヤエヤママドボタルを使って、標本の作り方を学んだ。

外来種問題について考えながら、針の刺し方や肢の広げ方など基

本技術を体験した。標本が生物多様性の記録としてどのように役

立つのかも知ることができた。

首里の戦跡と戦災文化財の痕跡をめぐる

沖縄戦後 80年博物館特別展「戦災文化財」関連催事 

Make Your Own Insect Specimen!
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Ⅳ 博物館文化講座                                            

 

１ 文化講座の実施要項  

 

（１）趣旨・目的 

博物館の展示内容に関する沖縄の自然・歴史・文化等について、広い視点から分かりやす

く楽しく、有意義な学習ができるよう、文化講座を開催する。これを開催することにより、

沖縄の自然・歴史・文化に対する県民の意識の向上を図ることを目的とする。 

（２）内容 

当博物館の展示内容と関連する自然史・人類・考古・歴史・美術工芸・民俗の各分野につ

いての講演、展示品の解説、実技指導、現地研修などを通して、県民各層が分かりやすく有

意義に学習できるよう企画されている。 
（３）実施日と場所 

実施日：毎月１回、土曜日 午後２時～４時までの２時間 

場  所：特に指定がない場合は、当館講堂（３F） 

 

（４）受講方法：当日先着 200 名 
 

２ 文化講座の実施状況 

回数 期日 演題 講師名 定員 参加者 

573 ４月 19 日（土） ゲノムから見た沖縄の人類史 木村 亮介 200 140 

574 ５月 17 日（土） 
近世琉球における抜荷-17 世紀末か

ら 18 世紀初めの時期を中心にして- 
上原 兼善 200 145 

575 ６月 21 日（土） 
島嶼で調べる生物進化と生物多様性

の保全：陸産貝類の例 
平野 尚浩 200 60 

576 ７月 19 日（土） 

グスク発掘調査最前線-これまでの

グスクのイメージが一新された調査

成果- 

横手 伸太郎 

太田 美緒 

菅原 広史 

宮城 良真  

200 154 

577 ８月 16 日（土） 
首里復興基金(寄附金) を活用した

令和の首里城復元について 
城間 太基 200 72 

578 ９月 20 日（土） 
マグマが語る琉球列島の形成史-大

陸と海の地質をつなぐもの 
谷 健一郎 200 115 

579 10 月 18 日（土） 
沖縄戦における首里周辺の部隊配置

-日本軍の戦略の背景- 
仲程 勝哉 200 130 

580 11 月 15 日（土） 
文化財返還の取り組みと帰ってきた

御後絵 

萩尾 俊章  

濵地 龍磨 
200 139 

581 12 月 20 日（土） 
南太平洋の人々と自然の関わりから

見る海洋文化 
木下 靖子 200 60 

582 １月 17 日（土） 
中国絵画の歴史と福建、そして孫億 

－琉球絵師たちの留学先－ 
植松 瑞希 200 75 

583 ２月 21 日（土） 
花に隠された仕掛け 身近な植物の

送粉作戦 
傳田 哲郎 200 90 

584 ３月 21 日（土） 
沖縄における門中の歴史民俗学的研

究 
小熊 誠 200 170 
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琉球列島は海によって周辺地域から隔絶されており、独自の歴史・

文化を有します。現在、ゲノムデータの蓄積によって、琉球列島の各島々

におけるヒトの集団形成史の詳細が明らかにされつつあります。しかし、

過去から現在にかけての集団の遺伝的繋がりについては未解明のところも

多く、さらなる古人骨ゲノムの解析が待たれます。

本講座では、 ゲノム解析から読み解く沖縄の人類史と、 ヒトの移動と文化

の伝達の詳細な解明によってもたらされる、 考古学研究の新たな視座に

ついてお話します。

※席数に限りがありますので、ご入場いただけない 
    場合があります。予めご了承ください。

（左）貝塚人頭骨　（右）現代人頭骨

【講師】木村 亮介（きむら りょうすけ）

　琉球大学大学院医学研究科 教授。東京大学大学院理学系研究科

修了。2009年より琉球大学赴任、2022年より現職。専門は自然人類学。

遺伝子と表現型の両面から、琉球列島の人類史解明に取り組んで

いる。

4.19
2025.

14:00～16:00
（開場 13:30）

講 師

会 場

木村 亮介 氏
（琉球大学大学院 医学研究科 教授）

沖縄県立博物館・美術館

３階 講堂

受 付 当日先着 （定員 200 名、無料）

098-941-8200

沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ

入
場
無
料

〒900-0006

琉球大学大学院
医学研究科 教授

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

ゲノムからみた
沖縄の人類史

抜荷とは江戸時代の密貿易のことです。徳川幕府は周知のように

対外政策として鎖国（海禁）体制を打ちたて、キリスト教の波及阻止

と貿易の統制、人民の自由な通交の抑圧をはかりました。しかし、人民は

抜荷というかたちをもってこれに抵抗を示しました。

従来、江戸時代の抜荷の舞台といえば長崎口が注目されてきました

が、本講座では、琉球口、薩摩口の抜荷を追跡し、近世琉球の民衆像の

一端に触れてみます。

※席数に限りがありますので、ご入場いただけない 
    場合があります。予めご了承ください。

【講師】上原 兼善（うえはら けんぜん）

 1944 年、沖縄県那覇市生まれ。博士（文学）。専門は琉球史、

日本近世史。九州大学文学部助手、宮崎大学助教授、岡山大学

教育学部教授を経て、現在は岡山大学名誉教授。主な著書に『近世

琉球貿易史の研究』（岩田書院、2016 年、徳川賞）、『黒船来航と

琉球王国』（名古屋大学出版会、2020 年）、『境域の近世 慶長戦

役後の琉球と薩摩』（榕樹書林、2023 年）がある。この他、2019 年に東恩納寛惇賞を受賞。

5.17
2025.

14:00～16:00
（開場 13:30）

講 師

会 場

上原 兼善 氏
（岡山大学 名誉教授）

沖縄県立博物館・美術館

３階 講堂

受 付 当日先着 （定員 200 名、無料）

098-941-8200

沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ

入
場
無
料

〒900-0006

岡山大学 名誉教授

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

-17世紀末から18世紀初めの時期を中心にして-
近世琉球における抜荷抜荷

ぬけ

ぬけに

『首里那覇港図屏風』

に

国際博物館の日 2025 記念事業沖縄県立博物館・美術館　第 574 回 博物館文化講座

島嶼で調べる

生物進化と生物多様性の保全

第 573 回 文化講座第 573 回 文化講座

第 574 回 文化講座第 574 回 文化講座

第 575 回 文化講座第 575 回 文化講座

演題：「ゲノムから見た沖縄の人類史」

講師：木村 亮介（琉球大学大学院 医学研究科 教授）

内容：

演題：「近世琉球における抜荷 -17 世紀末から 18 世紀初めの時期を中心にして -」

講師：上原 兼善（岡山大学 名誉教授）

内容：

演題：「島嶼で調べる生物進化と生物多様性の保全：陸産貝類の例」

講師：平野 尚浩（琉球大学 理学部 海洋自然科学科 助教）

内容：

　本講座では、琉球列島における人類集団の形成史を、最新のゲノム

解析を通じて紹介した。地理的に隔絶された琉球列島は、独自の文化

を育んできた地域であり、近年のゲノム研究により、各島の人類集団

の構成や変遷が明らかになりつつある。

　講演では、古人骨の解析によって人の移動や文化の伝播に関する新

たな知見が示され、考古学に新たな視座をもたらす可能性が語られた。

今後の研究の進展が期待される。

　抜荷とは江戸時代の密貿易のことである。従来、江戸時代の抜荷の

舞台といえば長崎口が注目されてきたが、本講座では、琉球口、薩摩

口の抜荷を追跡し、近世琉球の民衆像の一端に触れた。冒頭 15 分、

大城直也学芸員から趣旨説明があった。難しい題材ではあったが、先

生の資料や年表、また絵画から読み取れる情報の話などで分かりやす

く説明をいただけた。

　内容に興味を惹かれて今まで文化講座に来たことのなかった参加者

や生物研究に関して興味を持つ若手の参加が多かった。内容としても

陸生貝類について最前線の話や種の保全のための実践例などの話も出

たため、参加者一同興味深く聞いていた。
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毎年、グスクの発掘調査が沖縄県内各地の市町村教育委員会を

中心に行われており、これまでに分からなかったグスクの姿が

明らかになってきています。そこには様々な、調査方法で発掘が

行われていることに加えて、調査担当者ならではの調査視点が見て

取ることができます。

近年におけるグスクのイメージを変えた４題の発掘調査と、

そこから見えてくるグスクの実態について、発掘調査担当者の

視点で詳しくお話ししていきます。

■プログラム　　　司会：山本 正昭（考古担当学芸員）

13:30　開会のあいさつ 

 　　　

13:45　「浦添グスクの発掘調査最前線」　菅原広史 氏（浦添市教育委員会）

　　　                     
14:25　「大湾アガリヌウガン遺跡発掘調査成果について」　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  太田美緒 氏（読谷村教育委員会）

　　　 

15:15　「やんばるの土よりなるグスク最前線」　横手伸太郎（名護市教育委員会）

　　　 

15:55　「発掘現場から見た豊見城グスク」 　宮城良真（豊見城市教育委員会）

16:30　閉会

※途中 10 分程度の休憩があります。

2025.

7.19
13:30～16:30
（開場 13:00）

会 場 沖縄県立博物館・美術館

３Ｆ講堂

受 付 当日先着 (定員 200 名 )

098-941-8200

沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ

入
場
無
料

〒900-0006

講 師 横手 伸太郎 氏（名護市教育委員会）

太田 美緒 氏   （読谷村教育委員会）

菅原 広史 氏   （浦添市教育委員会）

宮城 良真 氏   （豊見城市教育委員会）

講 師

土

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

※メンテナンス休館：7/2（水）～ 7/10（木）

発　調査最前線
（右上）大湾アガリヌウガン遺跡鍛冶炉跡 北より　（左下）浦添グスク発掘調査　

—これまでのグスクのイメージが一新された調査成果—

沖縄県立博物館・美術館　第 577 回 博物館文化講座

令和元年 10 月 31 日未明に発生した火災により焼失した首里城の

復興を願い、火災直後から県内外より寄せられた寄附金は、令和

６年度末時点で 60 億円を超え、多くの方々の厚意とともに復興は

進められています。

沖縄県では、寄せられた寄附金 ( 首里城復興基金 ) を活用し、

焼失した城郭内施設等の復元として、様々な人々の想いや技術な

どを積み重ね、正殿復元の歩みを進めているところで、その進捗

の概況を説明をします。

【講師】城間 太基（しろま たもと）

　昭和 52 年南風原町生まれ。平成 3 年に開園前の学生向けの

「首里城建設現場見学会」に参加。その後首里高等学校に進学し、

野球部員として活動日は守礼門横を日々通過。

　筑波大学では都市計画を専攻し、東京で就職。30 歳で沖縄県庁に

転職。龍潭線・浦添大公園・中城公園・名護城公園などの事業担当後、

首里城復興に従事して６年目。

沖縄県 首里城復興課担当

2025.

8.16
14:00～16:00
（開場 13:30）

会 場 沖縄県立博物館・美術館

３Ｆ講堂

受 付 当日先着 (定員 200 名 )

098-941-8200

沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ

入
場
無
料

〒900-0006

講 師 城間 太基 氏（沖縄県 首里城復興課担当）講 師

土

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

首里復興基金 (寄附金 )

を活用した

令和の

について

第 576 回　文化講座 第 576 回　文化講座 

第 577 回　文化講座第 577 回　文化講座

演題：「グスク発掘調査最前線 -これまでのグスクのイメージが一新された調査成果 -」

講師：横手 伸太郎（名護市教育委員会）

　　　太田 美緒（読谷村教育委員会）

　　　菅原 広史（浦添市教育委員会）

　　　宮城 良真（豊見城市教育委員会）

内容：

演題：「首里復興基金 (寄附金 ) を活用した令和の首里城復元について」

講師：城間 太基（沖縄県 首里城復興課担当）

内容：

　毎年、グスクの発掘調査が沖縄県内各地の市町村教育委員会を中心

に行われており、これまでに分からなかったグスクの姿が明らかに

なっている。

　本講座では、４人の報告者により近年におけるグスクのイメージを

変えた４カ所の発掘調査の成果報告と、そこから見えてくるグスクの

実態について、発掘調査担当者の視点で詳しく解説した。

　令和元年 10 月 31 日未明に発生した火災により焼失した首里城の復

興を願い、火災直後から県内外より寄せられた寄附金は、令和６年度

末時点で 60 億円を超え、多くの方々の厚意とともに復興は進められ

ている。沖縄県では、寄せられた寄附金 ( 首里城復興基金 ) を活用、

焼失した城郭内施設等の復元として、様々な人々の想いや技術などを

積み重ね、正殿復元の歩みを進めており、その進捗の概況を説明した。
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琉球列島の島々や周辺海域には、マグマが固まってできた火成岩や

海底火山が点在しています。私たちは陸上だけでなく、有人潜水船

「しんかい 6500」などで深海調査を行い、琉球列島が大陸の縁で

形成され、現在の形に至るまでのマグマ活動の歴史を調査してき

ました。

本講演では、これまでの調査成果をもとに、琉球列島の成り立

ちと現在も活動している海底火山活動について、深海の映像などを

交えながらわかりやすくご紹介します。

【キーワード】# 琉球列島　# 地質　# 海底火山

【講師】谷 健一郎（たに けんいちろう）

　1977年生まれ。専門は海洋地質学、岩石学、地球年代学。

大陸地殻、特に花崗岩質地殻がどのように形成・成長してきた

のかを解明することが研究テーマ。高校時代からの登山好きが

高じて地質学を志すも、なぜか主なフィールドは深海に。山に

登りたくて選んだ道が海底に続いていたことが、人生最大の

ジレンマ。

国立科学博物館・理学研究部

2025.

9.20
14:00～16:00
（開場 13:30）

会 場 沖縄県立博物館・美術館

３Ｆ講堂

受 付 当日先着 (定員 200 名 )

098-941-8200

沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ

入
場
無
料

〒900-0006

講 師 谷 健一郎 氏講 師

土

（国立科学博物館・理学研究部）

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

が語る琉球列島の形成史
大陸と海の地質をつなぐもの

海底火山噴火によって深海に積もった巨大軽石（水深約 620 m、奄美大島北西沖） 中新世に活動した閃緑岩の露頭（沖縄県渡名喜村）

©JAMSTEC

沖縄県立博物館・美術館　第 579 回 博物館文化講座

ー日本軍の戦略の背景ー

沖縄県立博物館・美術館　第 580 回 博物館文化講座

文化財返還の取り組みと帰ってきた御後絵

①流出文化財返還呼びかけのパンフレット（1995 年）表紙　②IVLP 訪問時における厨子甕（蓋）返還式〔米国海兵隊博物館〕　③FBI 訪問後の記念撮影（左端が真栄平房敬氏）②,③2000 年撮影
④四代国王尚清王御後絵　⑤国王名不明御後絵   ⑥十三代国王尚敬王御後絵　⑦十八代国王尚育王御後絵　④～⑦すべて部分（東京文化財研究所 城野誠治撮影、沖縄県教育庁文化財課提供）

【講師】萩尾 俊章（はぎお としあき）

　1957 年長崎県生まれ。沖縄県立高等学校の教諭を経て、沖縄県立

博物館学芸員、沖縄県教育庁文化財課長等を務めた。2000 年に真栄平

房敬氏らとともに、沖縄の流出文化財に関する調査研修プログラムに

参加。FBI 等への盗難美術品ファイル登録に取り組む。

沖縄民俗学会会長

※駐車場の混雑が予想されますので、公共交通機関のご利用をお願いいたします。
※席数に限りがありますので、ご入場いただけない場合があります。
※会場内は空調の影響で寒くなる場合があります。

濵地 龍磨（はまじ たつま）

　1992年大阪府高槻市生まれ。大学から沖縄で琉球史を学ぶ。沖縄県

教育庁文化財課史料編集班史料編集業務員を経て、2023 年 12 月より

文化財班主任に着任。2024 年３月の返還文化財受け入れ、分析事業・

修理事業を担当。

沖縄県教育庁文化財課主任【講師】

住民を巻き込んだ激しい地上戦の中で、多くの尊い命とともに町並み

や風景だけでなく、数々の貴重な文化財も失われました。沖縄戦の

混乱の中、琉球王家ゆかりの美術工芸品等の文化財が米国へ持ち出され

ました。これらの流出した沖縄の文化財返還の取り組みと、2024 年に

米国から帰ってきた国王の肖像画「御後絵（おごえ）」について

講演します。

【キーワード】# 文化財返還  # 御後絵　# 流出文化財　# 沖縄戦

2025.

11.15
14:00～16:00
（開場 13:30）

会 場 沖縄県立博物館・美術館

３Ｆ講堂

受 付 当日先着 (定員 200 名 )

098-941-8200

沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ

入
場
無
料

〒900-0006

講 師 萩尾 俊章 氏講 師

土

（沖縄民俗学会会長）

主 催 沖縄県立博物館・美術館

濵地 龍磨 氏（沖縄県教育庁文化財課主任）

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

① ② ③

④ ⑤ ⑥ ⑦

第 578 回　文化講座第 578 回　文化講座

第 579 回　文化講座第 579 回　文化講座

第 580 回　文化講座第 580 回　文化講座

演題：「マグマが語る琉球列島の形成史 -大陸と海の地質をつなぐもの」

講師：谷 健一郎（国立科学博物館・理学研究部）

内容：

演題：「沖縄戦における首里周辺の部隊配置 -日本軍の戦略の背景 -」

講師 :仲程 勝哉（沖縄県平和祈念資料館 学芸員）

内容：

演題：「文化財返還の取り組みと帰ってきた御後絵」

講師：萩尾 俊章（沖縄民俗学会 会長）

　　　濵地 龍磨（沖縄県教育庁文化財課 主任）

内容：

　琉球列島の島々や周辺海域には、マグマが固まってできた火成岩や

海底火山が点在している。本講演では、これまでの調査成果をもとに、

琉球列島の成り立ちと現在も活動している海底火山活動について、深

海の映像などを交えながらわかりやすく紹介した。

　住民を巻き込んだ国内最大の戦闘である沖縄戦。第 32 軍はその準

備段階で首里に司令部を設置し、周辺に多くの部隊配置を行った。結

果、首里周辺で日米間の激戦が繰り広げられ、尊い人命や文化財が失

われた。当時の資料を交えながら第 32 軍の部隊配置の背景について

解説した。

　住民を巻き込んだ激しい地上戦の中で、多くの尊い命とともに町並

みや風景だけでなく、数々の貴重な文化財も失われた。沖縄戦の混乱

の中、琉球王家ゆかりの美術工芸品等の文化財が米国へ持ち出される。

これらの流出した沖縄の文化財返還の取り組みと、2024 年に米国か

ら帰ってきた国王の肖像画「御後絵」について紹介した。
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※駐車場の混雑が予想されますので、公共交通機関のご利用をお願いいたします。
※席数に限りがありますので、ご入場いただけない場合があります。
※会場内は空調の影響で寒くなる場合があります。

木下 靖子（きのした やすこ）

　専門は生態人類学。アジア・オセアニアの海洋文化研究を行う。

宇宙船地球号の縮小版ともいえる島嶼環境に暮らす人たちが実践して

きた自然利用、資源管理、人間関係のつくりかたに関心がある。

主著に『分ける・ためる』（生態人類学は挑む SESSION, 2021 年 ,

分担執筆）など。

（一財）沖縄美ら島財団総合研究所

普及開発課 主任研究員【講師】

南太平洋には大小さまざまな島が点在しています。人が渡って来た

年代、島に持ち込んだ動植物、漁撈や耕作の方法は、島の位置や環

境によって違いがあり、その島特有の文化がつくられています。

本講座では、バヌアツ共和国にある人口約 500 名の離島の暮らしを

事例に、島の人たちが実践してきた自然利用の方法、資源管理の考え方、

また現在直面している環境問題についてお話しします。

【キーワード】# 生態人類学 # アジア # オセアニア # 南太平洋 

　　　　　　 # バヌアツ # 漁撈

ぎょろう

2025.

12.20
14:00～16:00
（開場 13:30）

会 場 沖縄県立博物館・美術館

３Ｆ講堂

受 付 当日先着 (定員 200 名 )

098-941-8200

沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ

入
場
無
料

〒900-0006

講 師 木下 靖子 氏講 師

土

（（一財）沖縄美ら島財団総合研究所 
  普及開発課 主任研究員）

主 催 沖縄県立博物館・美術館

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

沖縄県立博物館・美術館　第 581 回 博物館文化講座

Futuna Island, Vanuatu, 2007

　自然の関わりから見る海洋文化
南太平洋の人びとと

※駐車場の混雑が予想されますので、公共交通機関のご利用をお願いいたします。
※席数に限りがありますので、ご入場いただけない場合があります。
※会場内は空調の影響で寒くなる場合があります。

植松 瑞希（うえまつ みずき）

　1982年東京都生まれ。2 0 1 1 年東京大学博士課程単位取得退学。

大学で中国絵画史を学ぶ。大和文華館（奈良県）学芸員を経て、

2016 年より現職。中国、朝鮮絵画作品担当として、所蔵品の展示

活用・蒐集保存・調査研究に従事。専門は、明・清時代の文人絵画。

東京国立博物館研究員【講師】

近世琉球の絵師たちは、中国の福建地方へ留学し、そこでの学びを

活かして、個性豊かな琉球絵画様式を作り上げました。17～ 18 世紀に

福建で活躍した孫億は、彼らの師としてよく知られた人物です。では、

そもそも中国絵画の歴史全体において、福建はどのような地域と理解

され、孫億の画業はどのように位置づけられるのでしょうか。中国

絵画史の世界への案内とともに、琉球絵師たちの留学先の魅力にも

迫ります。

【キーワード】# 琉球絵画 # 中国絵画 # 孫億 # 福建省

　　　　　

そんおく

そんおく

2026.

1.17
14:00～16:00
（開場 13:30）

会 場 沖縄県立博物館・美術館

３Ｆ講堂

受 付 当日先着 (定員 200 名 )

098-941-8200

沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ

入
場
無
料

〒900-0006

講 師 植松 瑞希 氏講 師

土

（東京国立博物館研究員）

主 催 沖縄県立博物館・美術館

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

沖縄県立博物館・美術館　第 582 回 博物館文化講座
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中国絵画の歴史と福建、
そして

孫億
―琉球絵師たちの留学先―

※駐車場の混雑が予想されますので、公共交通機関のご利用をお願いいたします。
※席数に限りがありますので、ご入場いただけない場合があります。
※会場内は空調の影響で寒くなる場合があります。

傳田 哲郎（でんだ てつろう）

　琉球大学 理学部 海洋自然科学科 生物系 教授。神戸大学大学院 

自然科学研究科 修了。専門は植物系統分類学。琉球列島に見られる

植物の多様性や、亜熱帯島嶼域における植物と送粉者相互作用の

解明に取り組んでいる。

琉球大学 理学部 教授【講師】

植物の花は我々の眼を楽しませるための飾りではなく、確実に種子を

残すための戦略に満ちた生殖器官です。身近な植物の花にも、動物に

効率良く花粉を運んでもらうための巧妙で驚くべき仕掛けが隠れてい

ます。

本講座では、送粉者を巧みに利用して受粉を成功させる仕組みを

紹介し、花の機能的な魅力に迫ります。

【キーワード】# 送粉 # 生物 # 植物 　　　

2026.

2.21
14:00～16:00
（開場 13:30）

会 場 沖縄県立博物館・美術館

３Ｆ講堂

受 付 当日先着 (定員 200 名 )

098-941-8200

沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ

入
場
無
料

〒900-0006

講 師 傳田 哲郎 氏講 師

土

（琉球大学 理学部 教授）

主 催 沖縄県立博物館・美術館

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

沖縄県立博物館・美術館　第 583 回 博物館文化講座

花に隠された仕掛け

身近な植物の Pollinator ｰ送粉者ｰ

送粉作

第 581 回　文化講座第 581 回　文化講座

第 582 回　文化講座第 582 回　文化講座

第 583 回　文化講座第 583 回　文化講座

演題：「南太平洋の人びとと自然の関わりから見る海洋文化」

講師：木下 靖子（沖縄美ら島財団総合研究所 主任研究員）

内容：

演題：「中国絵画の歴史と福建、そして孫億－琉球絵師たちの留学先－」

講師：植松 瑞希（東京国立博物館 研究員）

内容： 

演題：「花に隠された仕掛け 身近な植物の送粉作戦」

講師：傳田 哲郎（琉球大学 理学部 教授）

内容：

　南太平洋には大小さまざまな島が点在している。人が渡って来た年

代、島に持ち込んだ動植物、漁撈や耕作の方法は、島の位置や環境に

よって違いがあり、その島特有の文化がつくられている。

　本講座では、バヌアツ共和国にある人口約 500 名の離島の暮らしを

事例に、島の人たちが実践してきた自然利用の方法、資源管理の考え

方、また現在直面している環境問題について講話が行われた。

　近世琉球の絵師たちは、中国の福建地方で学び、個性豊かな琉球

絵画の様式を作り上げた。琉球の絵師たちが学んだ画家孫億は、17

～ 18 世紀に福建で活躍した人物である。では、中国絵画史において、

福建はどのような地域で、そこで活動していた孫億の作品はどのよう

に位置づけられるのか。中国絵画史を紐解きながら、琉球絵師たちが

学んだ福建絵画の魅力にも迫った。

　植物の花は我々の眼を楽しませるための飾りではなく、確実に種子

を残すための戦略に満ちた生殖器官である。身近な植物の花にも、動

物に効率良く花粉を運んでもらうための巧妙で驚くべき仕掛けが隠れ

ている。本講座では、送粉者を巧みに利用して受粉を成功させる仕組

みを紹介し、花の機能的な魅力に迫った。
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沖
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け
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門
中
の
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第 584 回　文化講座第 584 回　文化講座
演題：「沖縄における門中の民俗学的研究」

講師：小熊 誠（神奈川大学 前学長）

内容： 　沖縄の門中は、集団ごとに多様な祖先祭祀を行ってきた。清明の時

期には多くの一族が墓前に集まり、百人を超える門中もみられた。ま

た、やんばるや離島から首里の遠い祖先を祭る門中も存在した。士族

系・屋取系・百姓系といった系統によって、現代の門中はそれぞれ異

なる方法で祖先祭祀を実施している。本報告では、こうした門中の実

態を整理し、その歴史や民俗的背景を踏まえて「沖縄の門中とは何か」

を検討した。
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Ⅴ 博物館学芸員講座 

 

１ 学芸員講座の実施要項   

（１）趣旨・目的 

博物館の展示内容に関する沖縄の自然・歴史・文化等について、学芸員が広い視点から分かり

やすく講義・展示解説し、楽しく有意義な学習を通して、県民の意識の向上を図ることを目的と

する。 

（２）内容 

当博物館の自然史・人類・考古・歴史・美術工芸・民俗の各分野の担当学芸員が行う講義・ 

   展示解説、実技指導などを通して、県民各層が楽しく、より深く沖縄について学べるよう企画さ

れている。 

（３）実施日と場所 

実施日：毎月１回、土曜日 午後２時～４時までの２時間 （講座により変更あり） 

場  所：当館講堂（3F）を基本とする 

 

（４）受講方法 

当日先着（200 名） 

 

２ 学芸員講座の実施状況 

回数 期日 演題 講師名 定員 参加者 

１ ４月 12 日（土） 
御後絵（琉球国王の肖像画）と東アジア

の帝王像 
平川 信幸 200 152 

２ ５月 10 日（土） 
国際博物館の日 2025 記念事業 博物館学

芸員講座「柳田國男生誕 150 年－海上の

道を考える-」 

山崎 真治 200 138 

３ ６月 14 日（土） 
資料からさぐる沖縄の製藍技術の変遷

史 
大湾 ゆかり 200 80 

４ ７月 12 日（土） 
琉球王国尚王統成立 600 年記念事業 博

物館学芸員講座「第一尚氏王統期のグス

ク-縄張りの完成形を見る-」 

山本 正昭 200 160 

５ ８月９日（土） 
「あるく みる きく」そして対話する-

宮本常一流フィールドワークで地域の

未来をつくる!? 

森下 愛子 200 63 

６ ９月 13 日（土） 
琉球王国尚王成立王権の痕跡-第

一尚氏ゆかりの遺跡を辿る- 
山本 正昭 200 215 

７ 10 月 11 日（土） 
沖縄戦後 80 年博物館特別展 『戦災文化

財』の展示紹介 
崎原 恭子 200 85 

８ 11 月８日（土） 
琉球ルネサンス-近代化、そして沖縄戦

で失った文化を 今この手に- 
伊禮 拓郎 200 96 

９ 1 月 10 日（土） 
『いのちのカタチ展-好奇心の標本箱-』

見どころ紹介 
菊川 章 200 97 

10 １月 31 日（土） 
重要文化財指定記念 琉球家譜研究の最

前線 

大城 直也  

他 5 名 
200  

11 ２月 14 日（土） 
みんなの知らないカイケイチュウの世

界 
新山 颯大 200  

12 ３月 1日（土）  宇佐美 賢 200  

回数 期日 演題 講師名 定員 参加者

１ ４月12日（土）
御後絵（琉球国王の肖像画）と東アジア
の帝王像-国王の正面向きの意味を考える
-

平川 信幸 200 152

２ ５月10日（土）
国際博物館の日2025記念事業「柳田國男
生誕150年-海上の道を考える-」

山崎 真治 200 138

３ ６月14日（土） 資料からさぐる沖縄の製藍技術の変遷史 大湾 ゆかり 200 80

４ ７月12日（土）
琉球王国尚王統成立600年記念事業 博物
館学芸員講座「第一尚氏王統期のグスク-
縄張りの完成形を見る-」

山本 正昭 200 160

５ ８月９日（土）
「あるく みる きく」そして対話する-宮
本常一流フィールドワークで地域の未来
をつくる!?

森下 愛子 200 63

６ ９月13日（土）
琉球王国尚王統成立600年記念事業「琉球
王国尚王成立王権の痕跡-第一尚氏ゆかり
の遺跡を辿る-」

山本 正昭 200 215

７ 10月11日（土）
沖縄戦後80年博物館特別展「戦災文化
財」の展示紹介

崎原 恭子 200 85

８ 11月８日（土）
琉球ルネサンス-近代化、そして沖縄戦で
失った文化を 今この手に-

伊禮 拓郎 200 96

９ 1月10日（土）
「いのちのカタチ展-好奇心の標本箱-」
見どころ紹介

菊川 章 200 97

10 １月31日（土）
重要文化財指定記念「琉球家譜研究の最
前線」

大城 直也
ほか５名

200 140

11 ２月14日（土） みんなの知らないカイケイチュウの世界 新山 颯大 200 30

12 ３月1日（土） ジオツアー　名護市嘉陽層の褶曲
宇佐美 賢
新山 颯大

20 18
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－国王の正面向きの意味を考える－
御後絵（琉球国王の肖像画）と東アジアの帝王像

（左）『尚敬王御後絵』　　（中）『尚真王御後絵』　　（右）『尚貞王御後絵』　全て鎌倉芳太郎撮影、沖縄県立芸術大学付属図書・芸術資料館蔵

2024 年３月、沖縄戦で消失した歴代国王の肖像画「御後絵」４点が

アメリカで奇跡的に発見され、沖縄に戻ってきたというニュースがあり

ました。

本講座では、戦前に撮影された 10 枚の御後絵と、中国・朝鮮・日本の

帝王や天皇の肖像画を比較することで、その特徴を明らかにし正面向き

の構図について深堀りします。

4.12
2025.

14:00～16:00
（開場 13:30）

講 師

会 場

平川 信幸（教育普及担当学芸員）

沖縄県立博物館・美術館

３階 講堂

受 付 当日先着 (定員 200 名 )

098-941-8200

沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ

入
場
無
料

〒900-0006

土

※駐車場の混雑が予想されますので、公共交通機関のご利用をお願いいたします。
※席数に限りがありますので、ご入場いただけない場合があります。予めご了承ください。
※会場内は空調の影響で寒くなる場合があります。

次
回
予
告

講 師 山崎 真治（人類学担当）

2025. 14:00 ～ 16:00（13:30 開場）5.10

「海上の道」を考える

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

博物館学芸員講座

伊良湖岬（愛知県田原市）の風景

柳田國男 生誕 150 年

2025 年は日本民俗学の創始者・柳田國男（1875 ～ 1962）の生誕 150 年

にあたります。柳田は、その生涯に一度だけ琉球・沖縄を訪れ、1925 年

にその見聞を『海南小記』として発表しました。琉球・沖縄の文化に

日本の原像を見出した柳田の構想は、戦後にまとめられた『海上の道』

（1952 年）に展開していきます。

本講座では、戦後米軍統治下に置かれた沖縄と、日本文化のルーツ

としての『海上の道』をめぐる研究者・知識人の動向、そして『海上の道』

の現在についてわかりやすく紹介します。

5.10
2025.

14:00～16:00
（開場 13:30）

講 師

会 場

山崎 真治（人類学担当学芸員）

沖縄県立博物館・美術館

３階 講堂

受 付 当日先着 (定員 200 名 )

098-941-8200

沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ

入
場
無
料

〒900-0006

土

※駐車場の混雑が予想されますので、公共交通機関のご利用をお願いいたします。
※席数に限りがありますので、ご入場いただけない場合があります。予めご了承ください。
※会場内は空調の影響で寒くなる場合があります。

次
回
予
告

講 師 大湾 ゆかり（民俗担当）

2025. 14:00 ～ 16:00（13:30 開場）6.14

調整中（民俗分野）

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

博物館学芸員講座

国際博物館の日 2025 記念事業

 

資
料
か
ら
さ
ぐ
る

  

沖
縄
の
製
藍
技
術

の
変
遷
史

やんばるの山中にのこる玉壺の遺構 西常央文書「沖縄の染織工程」の中の絵図

藍壺の遺構

玉壺にみられる排水孔

沖縄の染織文化を彩る藍染料には、リュウキュウアイやナンバンコマツ

ナギ等の植物を加工した沈殿藍が用いられています。その始まりはいまだ

定かではありませんが、少なくとも 15世紀末から現在に至るまで、沖縄

ではこれらの植物を育てて沈殿藍を作り出す技法が伝わってきました。

本講座では、主として歴史資料に記述されてきた内容をもとにリュウ

キュウアイの栽培と製藍技法を比較し、沖縄の製藍技術の変遷について

考察します。

6.14
2025.

14:00～16:00
（開場 13:30）

講 師

会 場

大湾 ゆかり（民俗担当学芸員）

沖縄県立博物館・美術館

３階 講堂

受 付 当日先着 (定員 200 名 )

098-941-8200

沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ

入
場
無
料

〒900-0006

土

※駐車場の混雑が予想されますので、公共交通機関のご利用をお願いいたします。
※席数に限りがありますので、ご入場いただけない場合があります。予めご了承ください。
※会場内は空調の影響で寒くなる場合があります。

次
回
予
告

講 師 山本 正昭（考古担当）

2025. 14:00 ～ 16:00（13:30 開場）7.12
「 第一尚氏王統期のグスク
―縄張りの完成形を見る― 」

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

博物館学芸員講座

第１回 学芸員講座第１回 学芸員講座

第２回 学芸員講座第２回 学芸員講座

第３回 学芸員講座第３回 学芸員講座

演題：「御後絵（琉球国王の肖像画）と東アジアの帝王像　－国王の正面向きの意味を考える－」

講師：平川 信幸（教育普及・美術工芸）

内容：

演題：国際博物館の日 2025 記念事業　「柳田國男生誕 150 年－海上の道を考える -」

講師：山崎 真治（人類学担当）

内容：

演題：「資料からさぐる沖縄の製藍技術の変遷史」

講師：大湾 ゆかり（民俗）

内容：　

　2024 年３月、沖縄戦により消失した歴代国王の肖像画「御後絵」

４点が、アメリカで奇跡的に発見され、沖縄へ返還されたという報

道があった。本講座では、戦前に撮影された 10 枚の御後絵と、中国・

朝鮮・日本における帝王や天皇の肖像画を比較し、それぞれの特徴

を明らかにするとともに、正面向きの構図について考察を深めた。

　2025 年は、日本民俗学の創始者・柳田國男（1875 ～ 1962）の生

誕 150 年にあたる。柳田は生涯で一度だけ琉球・沖縄を訪れ、1925

年の見聞を『海南小記』として発表した。琉球・沖縄に日本文化の

原像を見いだした柳田の構想は、戦後の著作『海上の道』（1952 年）

へと発展する。本講座では、米軍統治下の沖縄の状況、『海上の道』

をめぐる研究者・知識人の議論、そしてその現在的意義についてわ

かりやすく紹介した。

　参加者の中には琉球藍の製造・利用関係者などもおり、琉球藍に

ついてより深く知りたいという参加者が多く集まった。内容につい

ても、いままであまり知られていない資料について紹介があり、参

加者は関心を寄せていた。

回数 期日 演題 講師名 定員 参加者

１ ４月12日（土）
御後絵（琉球国王の肖像画）と東アジア
の帝王像-国王の正面向きの意味を考える
-

平川 信幸 200 152

２ ５月10日（土）
国際博物館の日2025記念事業「柳田國男
生誕150年-海上の道を考える-」

山崎 真治 200 138

３ ６月14日（土） 資料からさぐる沖縄の製藍技術の変遷史 大湾 ゆかり 200 80

４ ７月12日（土）
琉球王国尚王統成立600年記念事業 博物
館学芸員講座「第一尚氏王統期のグスク-
縄張りの完成形を見る-」

山本 正昭 200 160

５ ８月９日（土）
「あるく みる きく」そして対話する-宮
本常一流フィールドワークで地域の未来
をつくる!?

森下 愛子 200 63

６ ９月13日（土）
琉球王国尚王統成立600年記念事業「琉球
王国尚王成立王権の痕跡-第一尚氏ゆかり
の遺跡を辿る-」

山本 正昭 200 215

７ 10月11日（土）
沖縄戦後80年博物館特別展「戦災文化
財」の展示紹介

崎原 恭子 200 85

８ 11月８日（土）
琉球ルネサンス-近代化、そして沖縄戦で
失った文化を 今この手に-

伊禮 拓郎 200 96

９ 1月10日（土）
「いのちのカタチ展-好奇心の標本箱-」
見どころ紹介

菊川 章 200 97

10 １月31日（土）
重要文化財指定記念「琉球家譜研究の最
前線」

大城 直也
ほか５名

200 140

11 ２月14日（土） みんなの知らないカイケイチュウの世界 新山 颯大 200 30

12 ３月1日（土） ジオツアー　名護市嘉陽層の褶曲
宇佐美 賢
新山 颯大

20 18
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第一尚氏王統期の

グスク
―縄張りの完成形を見る―

（上）首里城 歓会門・久慶門　　（中）中城グスク　　（下）座喜味グスクジオラマ模型

琉球列島各地域にはグスクと呼ばれる遺跡がありますが、その起源は

13 世紀頃まで遡ることができます。14 世紀後半から15世紀前半にかけて

グスクは城郭として深化し、尚巴志が王権を確立した時期には城郭として

完成した形へと発展していきます。

本講座では沖縄本島及びその周辺離島に分布しているグスクの縄張りを

中心にグスクの完成形について、深掘りしていきます。

7.12
2025.

14:00～16:00
（開場 13:30）

講 師

会 場

山本 正昭（考古担当学芸員）

沖縄県立博物館・美術館

３階 講堂

受 付 当日先着 (定員 200 名 )

098-941-8200

沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ

入
場
無
料

〒900-0006

土

※駐車場の混雑が予想されますので、公共交通機関のご利用をお願いいたします。
※席数に限りがありますので、ご入場いただけない場合があります。予めご了承ください。
※会場内は空調の影響で寒くなる場合があります。

共 催 沖縄県立博物館友の会

※「琉球王国尚王統成立 600 年記念事業」は沖縄県地域振興協会の令和 7年度地域活性化事業からの
　助成を受けています。

次
回
予
告

講 師 森下 愛子（民俗担当学芸員）

2025. 14:00 ～ 16:00（13:30 開場）8.9
「 『あるくみるきく』そして対話する

～民俗学者・宮本常一流フィールドワークで地域の未来をつくる！？～ 」

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

※メンテナンス休館：7/2（水）～ 7/10（木）

琉球王国尚王統成立 600 年記念事業　沖縄県立博物館・美術館学芸員講座

（左）塩屋湾　　（右）竹富島

 宮本常一 流

　  フィールドワークで

  地域の未来をつくる !?

そして対話する

「あるく  みる  きく」

“フィールドワーク”は学校の「探究学習」や地域づくりで注目される

手法です。民俗学者・宮本常一（1907-1981）は全国の離島や農山漁村な

どをフィールドワークで調査し、地域の人々と語らい、その詳細を記録し

ました。復帰前後の沖縄にも訪れ、特に 1969 年に沖縄本島や周辺離島を

歩いた記録は一冊の本にまとめられています。

本講座では、宮本常一とその調査手法について紹介し、そこから身近な

地域の捉え方、地域での活かし方を一緒に考えていきます。

キーワード　#宮本常一　#フィールドワーク　#民俗学　#地域づくり

8.9
2025.

14:00～16:00
（開場 13:30）

講 師

会 場

森下 愛子（民俗担当学芸員）

沖縄県立博物館・美術館

３階 講堂

受 付 当日先着 (定員 200 名 )

098-941-8200

沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ

入
場
無
料

〒900-0006

土

※駐車場の混雑が予想されますので、公共交通機関のご利用をお願いいたします。

※席数に限りがありますので、ご入場いただけない場合があります。

※会場内は空調の影響で寒くなる場合があります。

次
回
予
告

講 師 山本 正昭（考古担当学芸員）

2025. 14:00 ～ 16:00（13:30 開場）9.13
「 王権の痕跡―第一尚氏ゆかりの遺跡を辿る― 」

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

　沖縄県立博物館・美術館学芸員講座

（左）喜界島の尚徳王之墓　　（右）旧首里城正殿鐘（万国津梁の鐘）

第一尚氏ゆかりの
　　　　遺跡を辿る

1406 年に誕生した第一尚氏王統は、滅亡までに７人の国王が並び立ち

ました。約 60 年という決して長くはない王権でしたが、それに纏わる

遺跡は首里、那覇を中心に多く存在しています。今回はそれらの中でも

第一尚氏王統の実態を示す遺跡についてスライド写真を通して解説

していきます。

【キーワード】　#第一尚氏　#琉球　#考古学　#遺跡

9.13
2025.

14:00～16:00
（開場 13:30）

入
場
無
料

土

※駐車場の混雑が予想されますので、公共交通機関のご利用をお願いいたします。
※席数に限りがありますので、ご入場いただけない場合があります。
※会場内は空調の影響で寒くなる場合があります。

※「琉球王国尚王統成立 600 年記念事業」は（公社）沖縄県地域振興協会の令和 7年度地域活性化
　事業から助成を受けています。

講 師

会 場

山本 正昭（考古担当学芸員）

沖縄県立博物館・美術館

３階 講堂

受 付 当日先着 (定員 200 名 )

098-941-8200

沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ

〒900-0006

共 催 沖縄県立博物館友の会
次
回
予
告

講 師 崎原 恭子（歴史担当学芸員）

2025. 14:00 ～ 16:00（13:30 開場）10.11
沖縄戦後 80年博物館特別展「戦災文化財」の展示紹介

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

琉球王国尚王統成立 600 年記念事業　沖縄県立博物館・美術館学芸員講座

第４回 学芸員講座第４回 学芸員講座

第５回 学芸員講座第５回 学芸員講座

第６回 学芸員講座第６回 学芸員講座

演題：琉球王国尚王統成立 600 年記念事業「第一尚氏王統期のグスク -縄張りの完成形を見る -」

講師：山本 正昭（考古）

内容：

演題：「『あるく みる きく』そして対話する -宮本常一流フィールドワークで地域の未来をつくる !? 」

講師：森下 愛子（民俗）

内容 : 

演題：琉球王国尚王統成立 600 年記念事業　「王権の痕跡 -第一尚氏ゆかりの遺跡を辿る -」 

講師：山本 正昭（考古）

内容：

　1406 年に誕生した第一尚氏王統は、滅亡までに７人の国王が並び

立たった。約 60 年という決して長くはない王権だったが、それに纏

わる遺跡は首里、那覇を中心に多く存在している。今回はそれらの

中でも第一尚氏王統の実態を示す遺跡についてスライド写真を通し

て解説していった。

　

　「フィールドワーク」は学校の探究学習や地域づくりで注目される

手法である。民俗学者・宮本常一（1907–1981）は全国の離島や農山

漁村を歩き、人々との対話を通して地域の姿を詳細に記録した。復

帰前後の沖縄にも訪れ、特に 1969 年の沖縄本島や周辺離島での調査

は一冊の本としてまとめられている。本講座では、宮本の人物像と

調査手法を紹介し、そこから地域をどのように捉え、活かすかを考

えた。また、森下学芸員が当時の撮影場所を特定し、現在との変化

を示す場面もあった。

　1406 年に誕生した第一尚氏王統は、滅亡までに７人の国王が並び

立たった。約 60 年という決して長くはない王権だったが、それに纏

わる遺跡は首里、那覇を中心に多く存在している。今回はそれらの

中でも第一尚氏王統の実態を示す遺跡についてスライド写真を通し

て解説していった。

会場である講堂が満員になったため、講堂横でもモニターを活用し、

小規模の第２会場として展開するなど、非常に多くの方が足を運ん

だ回となった。
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［左］間切図（まぎりず）（町方・島尻西）　　［右上］国王頌徳碑（こくおうしょうとくひ）　［右下］首里城正殿模型　 ※すべて部分、沖縄県立博物館・美術館所蔵

沖
縄
戦
後

　年
博
物
館
特
別
展の

展
示
紹
介

80

沖縄戦では住民を巻き込んだ激しい戦闘が繰り広げられ、多くの

尊い命とともに町並みや風景だけでなく、先人たちが生み出した数々の

文化財も失われました。

本講座では、沖縄戦で被害を受けた文化財を通じて戦争の傷ましさを

知り、平和の重要性を考えるとともに、先人が築いた沖縄独自の文化財を

取り戻してきた軌跡を、「戦災文化財」展の見どころとともにお話します。

【キーワード】　#沖縄戦後 80年　#戦災文化財　#破壊・流出

　　　　　　　#収集・復元・返還　#1953 年　#平和を求めて

とうと

いた

き せき

10.11
2025.

14:00～16:00
（開場 13:30）

入
場
無
料

土

※駐車場の混雑が予想されますので、公共交通機関のご利用をお願いいたします。
※席数に限りがありますので、ご入場いただけない場合があります。
※会場内は空調の影響で寒くなる場合があります。

講 師

会 場

崎原 恭子（歴史担当学芸員）

沖縄県立博物館・美術館

３階 講堂

受 付 当日先着 (定員 200 名 )

098-941-8200

沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ

〒900-0006

主 催 沖縄県立博物館・美術館

次
回
予
告

講 師 伊禮 拓郎（美術工芸担当学芸員）

2025. 14:00 ～ 16:00（13:30 開場）11.8
「 琉球ルネサンス
     －近代化、そして沖縄戦で失った文化を今この手に－ 」

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

沖縄県立博物館・美術館学芸員講座

せ
ん

さ
い

ぶ
ん

か

ざ
い

［左］沖縄戦で破壊された玉陵石獅子　［右］模造復元した円覚寺の仁王像（阿形）

Ryukyu

Renaissance

琉球
　ネサンス

近代化、
そして沖縄戦で失った文化を

今この手に

私たちは近代化や沖縄戦で実に多くのものを失いました。しかし、

官民問わず多くの方の尽力により戦後文化再興がなされてきました。

現在、当館で実施する琉球王国文化遺産集積・再興事業（復元事業）は、

それらの活動の延長上にあります。

本講座では、戦前戦後の文化喪失の主な要因を整理するとともに、

当館が取り組んでいる文化財復元事業について紹介します。

【キーワード】　

#沖縄戦後 80年　#戦災文化財　

#破壊と流出　#集積再興

#琉球ルネサンス

#琉球王国文化遺産集積再興事業

染織品の調査風景

11.8
2025.

14:00～16:00
（開場 13:30）

入
場
無
料

土

※駐車場の混雑が予想されますので、公共交通機関のご利用をお願いいたします。
※席数に限りがありますので、ご入場いただけない場合があります。
※会場内は空調の影響で寒くなる場合があります。

講 師

会 場

伊禮 拓郎（美術工芸担当学芸員）

沖縄県立博物館・美術館

３階 講堂

受 付 当日先着 (定員 200 名 )

098-941-8200

沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ

〒900-0006

主 催 沖縄県立博物館・美術館

次
回
予
告

講 師 菊川 章（生物担当学芸員）

2026. 14:00 ～ 16:00（13:30 開場）1.10
「 『いのちのカタチ』展　見どころ紹介 」

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

※12 月の学芸員講座「琉球家譜について」は、参加人数拡大のため会場を変更した
都合上、　 1 月 31 日（土）に変更になりました。

令和 7年度 沖縄戦後 80年 博物館特別展「戦災文化財」展関連講座

第７回 学芸員講座第７回 学芸員講座

第８回 学芸員講座第８回 学芸員講座

演題：「沖縄戦後 80 年博物館特別展 『戦災文化財』の展示紹介」

講師：崎原 恭子（歴史）

内容：

演題：「琉球ルネサンス　-近代化、そして沖縄戦で失った文化を 今この手に -」

講師：伊禮 拓郎（美術工芸）

内容：

　沖縄戦では、住民を巻き込んだ激しい戦闘が繰り広げられ、多く

の尊い命とともに、町並みや風景だけでなく、先人たちが生み出し

た数々の文化財も失われた。本講座では、沖縄戦により被害を受け

た文化財を通して戦争の悲惨さを知り、平和の重要性について考え

るとともに、先人が築いた沖縄独自の文化財を取り戻してきた歩み

を、「戦災文化財」展の見どころとあわせて紹介した。

　近代化や沖縄戦の影響により、沖縄は多くの文化的財産を失うこ

ととなった。戦後は、官民を問わず多くの人々の尽力によって文化

の再興が着実に進められてきた。当館が実施した「琉球王国文化遺

産集積・再興事業（復元事業）」も、そうした取り組みの延長線上に

位置づけられる。本講座では、戦前および戦後における文化喪失の

主な要因を整理し、当館が行っている文化財の復元事業について紹

介した。
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企画展「いのちのカタチ展」の見どころを担当学芸員が紹介します。

貝殻の渦、鳥のくちばし、昆虫の色…生きものの多様な「カタチ」

には、進化の歴史と生きざまが刻まれています。そして標本は、時を

超えた自然の記録。

なぜ博物館は標本を集め、未来へ伝えるのか。当館所蔵の貴重

な標本を例に、その魅力と意義を解説します。

【キーワード】　

#いのちのカタチ展　#標本　#生物

1.10
2026.

14:00～16:00
（開場 13:30）

入
場
無
料

土

※駐車場の混雑が予想されますので、公共交通機関のご利用をお願いいたします。
※席数に限りがありますので、ご入場いただけない場合があります。
※会場内は空調の影響で寒くなる場合があります。

講 師

会 場

菊川 章（生物担当学芸員）

沖縄県立博物館・美術館

３階 講堂

受 付 当日先着 (定員 200 名 )

098-941-8200

沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ

〒900-0006

主 催 沖縄県立博物館・美術館

次
回
予
告

講 師 大城 直也（歴史担当学芸員）　他

2026. 13:30 ～ 17:00（13:00 開場）1.31

「 重要文化財指定記念　琉球家譜研究の最前線 」

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

【年末年始休館】12/29（月）～ 1/3（土）

シンポジウム

ノ
ブ
オ
オ
オ
ア
オ
コ
メ
ツ
キ
ム
シ

沖縄県立博物館・美術館 学芸員講座

沖縄県立博物館・美術館 学芸員講座

令和７年、沖縄県と那覇市が所有する琉球家譜・琉球家譜関係

文書が国の重要文化財へ指定されました。

本講座では、それを記念して琉球家譜と家譜関係文書について、

その特徴を紹介しつつ、最新の研究動向について報告します。

※この講座は、後日アーカイブ配信（Youtube）も予定しており

　ます。

■プログラム　　　

13:30　「系図座と琉球家譜」　　　大城 直也（当館歴史担当学芸員）

　　　                     
14:00　「琉球家譜関係文書について―成立背景とその特徴―」　

　　　　　　　　　　　　　　　　  濵地 龍磨 氏（沖縄県教育庁文化財課）

　　　 

14:40　「琉球家譜と身分制」　山田 浩世 氏（沖縄県立芸術大学）

　　　 

15:10　「『小宗向姓家譜（仲村家）』・仕次等から探る三司官伊江朝睦の生涯」 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊見山 和行 氏（琉球大学名誉教授）

15:50　シンポジウム「琉球家譜研究の意義と展望」

 　　　　コメンテーター：田名 真之 氏（沖縄県立博物館・美術館 前館長）

　          　　　 コーディネーター：高良 倉吉 氏（琉球大学名誉教授）

17:00　閉会

※途中 10 分程度の休憩があります。

2026.

1.31
13:30～17:00
（開場 13:00）

会 場 沖縄県立博物館・美術館

３Ｆ講堂

受 付 当日先着 (定員 200 名 )

098-941-8200

沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ

入
場
無
料

〒900-0006

講 師 大城 直也 （当館歴史担当学芸員）

濵地 龍磨 氏 （沖縄県教育庁文化財課）

山田 浩世 氏 （沖縄県立芸術大学）

豊見山 和行 氏（琉球大学名誉教授）

高良 倉吉 氏（琉球大学名誉教授）

田名 真之 氏（沖縄県立博物館・美術館 前館長）

講 師

土

主 催 沖縄県立博物館・美術館

協 力 琉球沖縄歴史学会

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

※年末年始休館：1/29（月）～ 1/3（土）

写真提供：文化庁 　撮影者：東京国立博物館（藤瀬雄輔氏） 

琉球
家譜
研究の

重
要
文
化
財
指
定
記
念最

前
線

第９回 学芸員講座第９回 学芸員講座

第 10 回 学芸員講座第 10 回 学芸員講座

演題：「『いのちのカタチ展 -好奇心の標本箱 -』見どころ紹介」

講師：菊川 章（生物）

内容： 

演題：重要文化財指定記念 「琉球家譜研究の最前線」

講師：大城 直也（当館歴史担当学芸員）

　　　濵地 龍磨（沖縄県教育庁文化財課主任）

　　　山田 浩世（沖縄県立芸術大学准教授）

　　　豊見山 和行（琉球大学名誉教授）

　　　田名 真之（沖縄県立博物館・美術館 前館長）

　　　高良 倉吉（琉球大学名誉教授）

内容：

　企画展「いのちのカタチ展」の見どころについて、担当学芸員が

解説を行った。貝殻の渦、鳥のくちばし、昆虫の色など、生きもの

の多様な「カタチ」には、進化の歴史と生きざまが刻まれている。また、

標本は時を超えて自然を記録する存在である。博物館がなぜ標本を

収集し、未来へ伝えようとするのかについて、当館所蔵の貴重な標

本を例に挙げながら、その魅力と意義を紹介した。講座の後半では

展示室がら中継を行い、展示解説を行った。

　令和７年、沖縄県および那覇市が所蔵する琉球家譜および家譜関

係文書が、国の重要文化財に指定されたことを受け、本講座を開催

した。

講座では、琉球家譜の歴史的背景や構造的特徴、文書の成立過程、

身分制度との関係、家譜に記された人物像の分析など、多角的な視

点から最新の研究成果が紹介された。後半には、専門家によるシン

ポジウムが行われ、琉球家譜研究の意義と今後の展望について活発

な議論が交わされた。
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次
回
予
告

必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い

・現地集合、解散の出来る方に限ります。

・各見学場所へは、各自お車でのご移動となります。

・当選者以外の方の参加はご遠慮ください。

・足場の悪い海岸や砂浜、岩場を 3時間ほど歩き

ますので、  健脚の方のみご参加をお願いいたします。

　（ツアーの様子は web ページでご覧いただけます）

・ケガを防ぐため、トレッキング用の靴を着用くだ

　さい。水没するので替えの靴もご用意ください。

険しいコースなので、必ず web ページの注意事項を

確認の上、お申込みください。

国指定天然記念物の褶曲と生痕化石を見に行こう！

沖縄島中北部東海岸に分布する嘉陽層。砂岩と泥岩が激しく褶曲した

ダイナミックな地層を見ることができます。

悠久の時の中で自然が造り出した大地の造形を観察しながら、地球の

偉大な力を実感し、島の成り立ちや、自然と人との関わりについて一緒

に考えてみませんか？

申込期間：２/13（金）～２/22（日）

申込方法：web 申込　抽選の上、当選者へのみ
　　　　　2月 28日（土）までにメールにて
　　　　　ご連絡いたします。

098-941-8200

沖縄県那覇市おもろまち 3-1-1

お問合せ

〒900-0006

受 付 ジオツアー
web ページ

3.7
2026.

10:30 ～16:00
（集合 10:15 ～、途中、昼休憩有り）

講 師

会 場

宇佐美 賢（博物館班班長）

新山 颯大（地質担当学芸員）

名護市底仁屋、天仁屋　
※詳細は後日、メールでご案内します

対 象 小学４年生以上　※小学生は保護者同伴

時

　間

土

定 員 20 名（事前申込、抽選）

参加費 100 円（保険代、資料代）

沖縄県立博物館・美術館主　催

【開館時間】9:00-18:00 (金・土は 20:00まで）

【 休 館 日】月曜日 (月曜祝日の場合は翌平日休館 )

国指定天然記念物の

褶曲と生痕化石
を見に行こう！

し
ゅ
う

き
ょ
く

ジ
オ
ツ
ア
ー

国
指
定
天
然
記
念
物

第 11 回 学芸員講座第 11 回 学芸員講座

第 12 回 学芸員講座第 12 回 学芸員講座

演題：「みんなの知らないカイケイチュウの世界」

講師： 新山 颯大 (地質 )

内容：

演題： ジオツアー　名護市嘉陽層の褶曲

講師： 宇佐美 賢 (博物館班班長 )、新山 颯大 (地質 )

内容： 

　本講座では、「介形虫（かいけいちゅう）」と呼ばれる小型甲殻類

について紹介した。介形虫は、二枚貝のような左右二枚の殻の中に

ミジンコのような体が収まった形をしており、身近な水域でも観察

できる生物である。しかし、肉眼では確認が難しく、一般にはあま

り知られていない。

講座では、顕微鏡を通して初めて見える介形虫の特徴や多様性、そ

の生態について解説し、普段目にすることのない「知られざる介形

虫の世界」を参加者に紹介した。

　国指定天然記念物である褶曲および生痕化石が確認される嘉陽層

は、沖縄島中北部の東海岸に分布し、砂岩と泥岩が大きく褶曲した

特徴的な地層を観察することができる。今回のジオツアーでは、こ

うした地質景観を現地で確認し、自然が長い時間をかけて形成した

大地の構造を理解するとともに、地球の営みや島の成り立ち、さら

には自然と人との関わりについて考察する機会とした。
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Ⅵ 博物館常設展展示解説会 
 

１ 展示解説会の実施要項 
 

（１）趣旨・目的 

博物館の展示内容に関する沖縄の自然・歴史・文化等について、学芸員が広い視点から分か

りやすく講義・展示解説し、楽しく有意義な学習を通して、県民の意識の向上を図ることを目

的とする。 
（２）内容 

当博物館の自然史・人類・考古・歴史・美術工芸・民俗の各分野の担当学芸員が行う講義・

展示解説を通して、県民が楽しく、より深く沖縄について学ぶことができる。 
（３）実施日と場所 

実施日：毎月１回、基本木曜日  14：00～15：00 までの１時間  

場  所：博物館常設展示室 
（４）受講方法 

定員 15 名（13：30～ふれあい体験室前にて受付） 
 

２ 展示解説会の実施状況 
 

常設展の展示解説会は、展示資料を前に解説パネルだけでは補いきれない「博物館ならではの

最新の調査報告や情報」を踏まえた内容を紹介。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ⅵ_博物館常設展展示解説会_02_一覧 xlsx 

回数 期日 分野 講師名 定員 参加者

１ ４月10日（木） 歴　　史 大城 直也 15 15

２ ５月８日（木） 人　　類 山崎 真治 15 15

３ ６月12日（木） 地　　学 宇佐美 賢 15 15

４ ７月17日（木） 生　　物 菊川 章 15 11

５ ８月７日（木） 考　　古 山本 正昭 15 13

６ ９月11日（木） 教育普及 平川 信幸 15 15

７ 10月９日（木） 地　　質 新山 颯大 15 14

８ 11月13日（木） 美術工芸 伊禮 拓郎 15 15

９ 12月11日（木） 人　　類 渡辺 みどり 15 15

10 １月８日（木） 民　　俗 森下 愛子 15 15

11 ２月12日（木） 美術工芸 伊禮 拓郎 15 15

12 ３月12日（木） 歴　　史 崎原 恭子 15 15
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回数 期日 分野 講師名 定員 参加者

１ ４月10日（木） 歴　　史 大城 直也 15 15

２ ５月８日（木） 人　　類 山崎 真治 15 15

３ ６月12日（木） 地　　学 宇佐美 賢 15 15
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Ⅶ バックヤードツアー 

 

１ バックヤードツアーの実施要項 

 

（１）趣旨・目的 
博物館が持つ、調査・研究・保存の機能を担う収蔵庫や各部屋を学芸員が分かりやすく解説

し、普段見る事のできない博物館の機能の見学を通して、文化財への県民の意識向上を図る

事を目的とする。 

（２）内容 

普段見ることができない博物館内の各部屋を見学する。 

（３）実施日と場所 

実施日：毎月１回、今年度は基本第４土曜日 14:00～15:00までの1時間 
場  所：博物館バックヤード 

（４）参加方法・定員 

参加方法：開催１週間前より電話・総合案内で受付 

定    員：12名（事前申込） 

  

２ バックヤードツアーの実施状況 

 

バックヤードツアーは学芸員が講師を務め、より専門性を活かした内容とリピーターづくりを目指

している。安全性を考慮し、学芸員と指定管理者スタッフの２名体制で臨んだ。学芸員研究室、研究

資料室（書庫）、自然史実験室、トラックヤード、写真撮影室、冷凍室、工作室を基本コースとし、収

蔵庫は専門分野を中心に案内した。また、建物の構造や IPM（Integrated Pest Management：：総合的

有害生物管理）の取り組み、資料の修復等について解説するなど、博物館の役割や使命を理解しやす

くする工夫をしながら実施した。 

 

 

 Ⅶ_02_01xis. 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※１月 22 日（木）現在の情報のため、1 月、2 月、3 月は空欄とする 

回数 期日 分野 講師名 定員 参加者

１ ４月26日（土） 歴　　史 大城 直也 12 12

２ ５月24日（土） 人　　類 山崎 真治 12 12

３ ６月28日（土） 考　　古 山本 正昭 12 11

４ ７月26日（土） 地　　質 新山 颯大 12 13

５ ８月23日（土） 生　　物 菊川 章 12 13

６ ９月27日（土） 地　　学 宇佐美 賢 12 12

７ 10月25日（土） 美術工芸 國吉 史乃 12 12

８ 11月22日（土） 人　　類 渡辺 みどり 12 12

９ 12月27日（土） 歴　　史 大城 直也 12 12

10 １月24日（土） 歴　　史 大城 直也 12 12

11 ２月28日（土） 民　　俗 森下 愛子 12 12

12 ３月28日（土） 歴　　史 崎原 恭子 12 -
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Ⅷ  夏休み！こどもフェスタ 2025 

 

１ 夏休み！こどもフェスタの実施要項 

（１）趣旨・目的 

 学芸員が、夏季休暇中の児童生徒を対象に、沖縄の自然、歴史、文化に関する自由研究や調

査研究等について、可能な限り博物館の情報を提供し、郷土への興味・関心を高める。 
 

（２）内容 

総合・部門展示、ふれあい体験室、情報センターなどの博物館の機能を紹介し、 博物館を通

した沖縄の自然、歴史、文化について子ども向けの教室を行う。 
 

（３）実施方法 

①対 象  県内の小学生・中学生 

②実施日  令和７年７月 29日（火）から７月 31 日（木）まで 

③時 間  10：00～16：30 ＊１教室およそ 90分程度 

④定 員  各分野８～16 名程度（事前申込制）  ＊教室によって変更あり 

⑤参加料  無料 ※材料費は実費・・・講座により異なる。 

⑥材料費  受講分野により参加者負担あり。  

⑦場 所  実習室を中心に行う。 

７月 29 日（火）9：30～11：30 ①地学 常設展示室・屋外展示場 

               ④民俗 両端・新都心公園 

 

（４）受講方法 

①各分野の担当学芸員の日程表をチラシ等で表示し、参加者を募る。 
②事前申込制  ※応募者多数の場合抽選 
③各担当学芸員の指示のもと、諸注意を守り受講する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① チラシ表                        ②チラシ裏 

 

フェスタチラシ表 
 

フェスタチラシ裏 
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２ 夏休み！こどもフェスタ 2025 

期日・教室内容・講師 参加 

【７月 29日（火）】 

① 「石、石、石！ 博物館をめぐる探検ツアー」   宇佐美 賢 【地学】 

② 「洞窟遺跡の堆積物を調査せよ！」        山崎 真治【人類】 

                        渡辺 みどり【人類】 

③ 「カタツムリの不思議をしらべよう！」       菊川 章 【生物】 

 

【７月 30日（水）】 

④ 「ソテツの虫かごづくりと芭蕉葉でセミを捕まえよう！」          

森下 愛子【民俗】  

⑤ 「琉球銭【金圓世寶】をつくろう！」（日程 A）   山本 正昭【考古】 

 

【７月 31日（木）】 

⑥ 「香りを聞こう！香り袋と聞香体験」        伊禮 拓郎【美工】 

⑦ 「琉球銭【金圓世寶】をつくろう！」（日程 B）  山本 正昭【考古】 

⑧ 「ズームイン！砂粒のミクロの世界を見てみよう」 新山 颯大【地質】 

 

11 名 

８名 

 

15 名 

 

 

15 名 

 

11 名 

 

 

11 名 

８名 

10 名 

 

 

 

① 宇佐美 賢 「石、石、石！ 博物館をめぐる探検ツアー」 

地球と琉球・沖縄の歴史をたどりながら、博物館常設展示室・屋外展示場で石の観察をした。                   

 

 

 

 

 

 

 

② 山崎 真治、渡辺 みどり「洞窟遺跡の堆積物を調査せよ！」 

洞窟遺跡の堆積物から生き物や人類の生活の痕跡を探した。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 菊川 章「カタツムリの不思議をしらべよう！」 

沖縄島のカタツムリたちを紹介し、貝殻を使って立体図鑑をつくった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１日日目目                                                      ７月 29 日（火） 

1-1 1-2 1-3 

2-1 2-2 2-3 

3-1 3-2 3-3 
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④ 森下 愛子「ソテツの虫かごづくりと芭蕉葉でセミを捕まえよう！」 

ソテツの葉の虫かごと芭蕉葉でセミ取り器をつくり、実際にセミや虫を捕まえた。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 山本 正昭「琉球銭【金圓世寶】をつくろう！」日程 A 

合金を使って 1470 年につくられたとされる琉球のお金・金圓世寶を鋳造で製作した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 伊禮 拓郎「香りを聞こう！香り袋と聞香体験」 

工芸品を実際に使用しながら香文化について学んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 山本 正昭「琉球銭【金圓世寶】をつくろう！」日程 B 

合金を使って 1470 年につくられたとされる琉球のお金・金圓世寶を鋳造で製作した。 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 新山 颯大「ズームイン！“すなつぶ” のミクロの世界を見てみよう」 

電子顕微鏡を使用して、いろいろな砂粒を観察した。 

 

 

 

 

 

 

 

２２日日目目                                                      ７月 30 日（水）  

３３日日目目                                                      ７月 31 日（木）  

4-1 4-2 4-3 

5-1 5-2 5-3 

6-1 6-2 6-3 

7-1 7-2 7-3 

8-1 8-2 8-3 
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Ⅸ  ふれあい体験室 
 

１ ふれあい体験室の概要 
 

（１）ふれあい体験室の位置づけと目的 
「ふれあい体験室」は、ハンズ・オン展示の資料を通して来館者同士、来館者とスタッフ、

また、ここで展示されている“おきなわ”との「ふれあい空間」創りをめざしている部屋であ

る。この部屋は、常設展示として、総合展示・部門展示と補完しあい、また、実習室や野外

体験プログラムと連携し、効果的に運用できる機能を併せ持っている。 
さらに、この部屋は館内における教育普及活動の拠点施設となり、来館者に発見や感動の喜

びを提供する場として、教育のさらなる向上に寄与する展示・プログラムの開発を行う場と

もなる。 
 

（２）体験キットの位置づけ 
展示物（体験キット）は、沖縄の「自然のしくみ」と「先人の知恵」を触れる・見る・聞く

などの五感で体感できる操作や組立てなどの遊びを通じて、展示資料を深く学ぶことができ

る。 
体験キットは、教育普及資料として位置づけられるもので、沖縄の自然、考古、歴史、美術

工芸及び民俗などの内容に基づき、すべてが触れることのできるものとする。 
体験キットは、来館者が資料に触れあうことで目的が達成するものとして準備されている。

来館者が自主的に触れることができるようにするために、職員や親子、一般の方々といった

様々な人が参加する雰囲気作りを心がけていく。ふれあい体験室では、能動的に“沖縄の「自

然のしくみ」や「先人の知恵」”を発見・再発見することができる展示を行う。 
 

（３）ふれあい体験室・体験キットの対象者 
基本的に小学校中学年（３年生以上）を対象とする。しかし、テーマに沿った展示手法の工

夫により、幼児から就学年齢の子ども、または大人にとっても楽しめる空間創りを目指す。 
 

（４）体験キットの分類 
ふれあい体験室は、自由に体験キットを利用することを基本とし、一部の体験キットによっ

ては安全性や耐久性の面で使用時の注意や制限がかかるものもある。ふれあい体験室では、

体験キットを分類し、配置されているゾーンによって、使用制限のランクを分けている。 
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Ⅸ  ふれあい体験室 
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２ 体験キットの種類 
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No.14「ヌチグスイ」 No.31「化石組み立て体験」 

No. タイトル 分野 小テーマ　 中テーマ 大テーマ 備考
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33 三線のかたち①・②
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３ ふれあい体験室の運営状況 
 
（１）今年度の運営状況 

今年度の来場者数は、54,429 名（１日平均 181 名/３月８日時点）。観光客も戻り、外国人観光

客も増え、混雑時の安全管理を見直した。入口にデジタルサイネージを配置し、注意事項を見や

すくすることで、お客様への利用案内が分かりやすくなった。また破損しやすい展示物のキット

の使用方法もふれあい体験室の黒板に大きく掲示し、ふれあい体験室の利用の理解を周知するこ

とができた。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
（２）スタッフの配置状況 

ふれあい体験室は常駐の職員１名（沖縄美ら島財団）と博物館ボランティアスタッフで運営を

行っている。職員は常勤スタッフ１名とアルバイトスタッフ８名を配置している。ゴールデンウ

イークや夏期中の混雑時期にはアルバイトスタッフを２名体制で配置し、来場者と展示物の安全

管理を徹底した。 
 

４ ふれあい体験室の取組み 
 
 （１）ふれあい体験室ワークショップ 

ふれあい体験室の体験キットや展覧会の充実および関心を高めることを目的として、毎週土曜

日にワークショップを実施している。今年度は３つのプログラムを開催した。１プログラムが４ヶ

月になるため、２ヶ月毎に制作物を変え、新規のワークショップも開発し、リピートして参加で

きるよう工夫した。 

各プログラムに参加するごとにスタンプを集めることができる「スタンプラリーカード」も、

参加回数でスタンプがたまるように変更。新たな景品も追加し、リピーターにも集める楽しさを

提供することができた。 

また、ワークショップの材料セットを商品化した「ふれあい体験室てづくりおもちゃ」をミュー

ジアムショップゆいむいにて販売。人気のキットの英語版も制作し、日本語版と共に好評であっ

た。 

 

場 所：ふれあい体験室前エントランスホール 

講 師：藤田 早苗、金城 絵舞、照屋 りずむ、金澤 野乃 

 対 象：５歳から大人まで（小学生以下は保護者同伴） 

 開催日数：45 日 

 参加者数：682 名（一日平均 15.1 名）  

 主  催：一般財団法人 沖縄美ら島財団 
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①①４４・・５５・・６６・・７７月月「「沖沖縄縄のの染染めめ織織りりももよよううののデデザザイインン」」   

内  容：体験キット No.21「衣からわかること」、No.32「絣のし

くみ」、常設展の美術工芸部門展示に関連して、紅型と

絣模様のスタンプを使用し、トートバッグとサコッ

シュバッグを制作した。 

日  時：2025 年４月～８月９日の毎週土曜日（全 32 回） 

①10:00～11:00／②11:00～12:00 

定  員：事前申込 18 名（各回９名） 

参 加 費：600 円 

参加者数：286 名（１日平均 17.9 名） 

 

Ⅸ_4_写真 01.jpg 

Ⅸ_4_写真 02.jpg Ⅸ_4_写真 03.jpg 

内  容：体験キット No.９「見える星座・見えない星座」に関連

して、星座の形や星の色、沖縄に伝わる星などを学びな

がら、レジンを使ったオリジナルの星座キーホルダー

を制作した。 

日  時：2025 年８月 16 日～11 月の毎週土曜日（全 30 回） 

          ①10:00～11:00／②11:00～12:00 

定  員：事前申込 18 名（各回９名） 

参 加 費：600 円 

参加者数：261 名（１日平均 17.4 名） 

 

②②８８・・９９・・1100・・1111 月月「「キキララキキララ光光るる★★星星座座ののキキーーホホルルダダーーづづくくりり」」  

Ⅸ_4_写真 04.jpg 

Ⅸ_5_写真 05.jpg 

Ⅸ_5_写真 06.jpg Ⅸ_5_写真 07.jpg Ⅸ_5_写真 08.jpg 

内　　容：

日　　時：

定　　員：

参 加 費：

参加者数： 

内　　容：

日　　時：

定　　員：

参 加 費：

参加者数： 

体験キット No.21「衣からわかること」、No.32「絣の

しくみ」、常設展の美術工芸部門展示に関連して、紅型

と絣模様のスタンプを使用し、トートバッグとサコッ

シュバッグを制作した。

2025 年４月～７月の毎週土曜日（全 32 回）

※８月２日、９日（追加開催）

① 10:00 ～ 11:00 ／② 11:00 ～ 12:00

事前申込 18 名（各回９名）

600 円

286 名（１日平均 17.9 名） 

体験キット No. ９「見える星座・見えない星座」に関連

して、星座の形や星の色、沖縄に伝わる星などを学び

ながら、レジンを使ったオリジナルの星座キーホルダー

を制作した。

2025 年８月 16 日（土）～ 11 月の毎週土曜日（全 30 回）

① 10:00 ～ 11:00 ／② 11:00 ～ 12:00

事前申込 18 名（各回９名）

600 円

261 名（１日平均 17.4 名）
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（２）ふれあい体験室ワークショップ特別編  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

内   容：GW にあわせて、過去に人気のあったプログラムを

実施した。 

プログラム：沖縄のおまもりサンストラップづくり 

日   時：2025 年５月３日（土）14:00～15:00 

講   師：藤田 早苗（沖縄美ら島財団） 

定   員：事前申込 10 名 

参 加 費 ：500 円 

参 加 者 数：10 名  

 

①①「「おおききみみゅゅーーののゴゴーールルデデンンウウィィーークク 22002255」」関関連連催催事事 

③③1122・・１１・・２２・・３３月月「「ペペーーパパーービビーーズズででアアククセセササリリーーづづくくりり」」 

内  容：常設展の総合展示貝塚時代の暮らしに関連して、不要

になったポスター等の古紙からペーパービーズのアク

セサリーを制作した。 

日  時：2025 年 12 月～2026 年３月の毎週土曜日（全 28 回） 

①10:00～11:00／②11:00～12:00 

定  員：事前申込 18 名（各回９名） 

参 加 費：500 円 

参加者数：33 名（１日平均 6.6 名）※１月 21 日現在 
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内　　容：

日　　時：

定　　員：

参 加 費：

参加者数： 

内　　容：

プログラム：

日　　時：

講　　師：

定　　員：

参 加 費：

参加者数： 

常設展の総合展示貝塚時代の暮らしに関連して、不要

になったポスター等の古紙からペーパービーズのアク

セサリーを制作した。

2025 年 12 月～ 2026 年３月の毎週土曜日（全 28 回）

① 10:00 ～ 11:00 ／② 11:00 ～ 12:00

事前申込 18 名（各回９名）

500 円

135 名（１日平均 9.6 名）

GW にあわせて、過去に人気のあったプログラムを実施

した。

「沖縄のおまもりサンストラップづくり」

2025 年５月３日（土）14:00 ～ 15:00

藤田 早苗（沖縄美ら島財団）

事前申込 10 名

500 円

10 名　
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（２）ふれあい体験室ワークショップ特別編  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

内   容：GW にあわせて、過去に人気のあったプログラムを

実施した。 

プログラム：沖縄のおまもりサンストラップづくり 

日   時：2025 年５月３日（土）14:00～15:00 

講   師：藤田 早苗（沖縄美ら島財団） 

定   員：事前申込 10 名 

参 加 費 ：500 円 

参 加 者 数：10 名  

 

①①「「おおききみみゅゅーーののゴゴーールルデデンンウウィィーークク 22002255」」関関連連催催事事 

③③1122・・１１・・２２・・３３月月「「ペペーーパパーービビーーズズででアアククセセササリリーーづづくくりり」」 

内  容：常設展の総合展示貝塚時代の暮らしに関連して、不要

になったポスター等の古紙からペーパービーズのアク

セサリーを制作した。 

日  時：2025 年 12 月～2026 年３月の毎週土曜日（全 28 回） 

①10:00～11:00／②11:00～12:00 

定  員：事前申込 18 名（各回９名） 

参 加 費：500 円 

参加者数：33 名（１日平均 6.6 名）※１月 21 日現在 

Ⅸ_6_写真 09.jpg 

Ⅸ_6_写真 10.jpg Ⅸ_6_写真 11.jpg Ⅸ_6_写真 12.jpg 

Ⅸ_7_写真 13.jpg 

Ⅸ_7_写真 14.jpg Ⅸ_7_写真 15.jpg Ⅸ_7_写真 16.jpg 
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内   容：上記催事の一環として、過去に人気のあったプログラム 

を特別に実施した。 

プログラム：a「キラキラ光る★星座のキーホルダーづくり」 

 b「沖縄のおまもりサンストラップづくり」 

日   時：2026 年１月 18 日（日） 

a 10:00～11:00 / b 13:30～14:30 

講 師：藤田 早苗、森 萌子 

定   員：a15 名 / b 10 名 

参  加  費：a 600 円 / b 500 円 

参 加 者 数：a 13 名 / b 9 名 計 21 名 

 

②②第第 1166 回回  移移動動展展 iinn 恩恩納納村村 

Ⅸ_8_写真 17.jpg 

Ⅸ_8_写真 18.jpg Ⅸ_8_写真 19.jpg Ⅸ_8_写真 20.jpg 

内   容：上記催事の一環として、過去に人気のあったプログラム

を実施した。 

プログラム：沖縄の紅型・かすりデザイン  

日   時：2026 年２月 15 日（日）①10:00～11:00／②13:00～14:00 

講   師：藤田 早苗（沖縄美ら島財団） 

定   員：事前申込●名（各回９名） 

参  加  費：600 円 

参 加 者 数：●名  

 

③③「「おおききみみゅゅーーのの迎迎春春祭祭 22002266」」関関連連催催事事 

Ⅸ_9_写真 21.jpg 

Ⅸ_9_写真 22.jpg Ⅸ_9_写真 23.jpg Ⅸ_9_写真 24.jpg 

内　　容：

プログラム：

日　　時：

講　　師：

定　　員：

参 加 費：

参加者数： 

内　　容：

プログラム：

日　　時：

講　　師：

定　　員：

参 加 費：

参加者数： 

上記催事の一環として、過去に人気のあったプログラム

を特別に実施した。

a「キラキラ光る★星座のキーホルダーづくり」

b「沖縄のおまもりサンストラップづくり」

2026 年１月 18 日（日）

a 10:00 ～ 11:00 / b 13:30 ～ 14:30

藤田 早苗、森 萌子（沖縄美ら島財団）

a 15 名 / b 10 名

a 600 円 / b 500 円

a 13 名 / b 9 名　計 22 名

上記催事の一環として、過去に人気のあったプログラム

を実施した。

「沖縄の紅型・かすりデザイン」 

2026 年２月 15 日（日）

① 10:00 ～ 11:00 紅型トートバック

② 13:00 ～ 14:00 かすりサコッシュ

藤田 早苗（沖縄美ら島財団）

事前申込 19 名（各回９名）

600 円

21 名　
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Ⅹ  ボランティア養成事業 

 

１ 目的 

 

沖縄県立博物館・美術館は県民の自己啓発や学習の場の提供、また、博物館支援活動を目的とし

て「ボランティア」を導入している。この活動は、多様化する来館者のニーズに対して、よりきめ

細かく適切なサービスへの寄与を目的としている。 

 

２ ボランティアの活動内容 

 

 （１）ボランティアの種類 

    博物館ボランティア 

 

 （２）活動の種類・活動内容 

博物館ボランティア 

 □博物館ボランティア 

①展示解説ガイド 
・学校、一般団体向け常設展示解説補助 

（主に学習プログラム対応） 
・総合展示部門、各部門展示解説補助 

②体験学習サポート 

・学校団体、教職員向け講座対応：誘導、民具体験学習の支援 
・ふれあい体験室支援：ふれあい体験室における活動支援 
・体験学習教室支援：体験学習・各種講座 
・移動展等における補助 
・各種行事の際の補助 

③資料整理活動 ・新聞スクラップ等 

④その他 

・ボランティア間の連絡 
・各種刊行物の発送業務 
・沖縄美ら島財団（指定管理者）主催催事支援、ふれあい体験 

室ワークショップ支援 
・ふれあい体験室ＩＰＭ清掃 

※原則：毎月第４月曜日 13：20～ 

■総合展示ガイドボランティア 
※博物館ボランティアのうち、ガイドライセンス保持者 

①案内型ガイド 

・総合展示部門解説ガイド（学校団体/一般来館者） 
対象：県外高校（修学旅行）、大学、専門、一般【指定管理対
応】 
   県内少人数校（離島、へき地、特別支援学級）【県対応】 
※県内小・中・高校へのガイドは行わず自由見学とする 

②待機型ガイド 
（ジンブン BOX） 

・総合展示部門における展示解説 
※曜日の縛りなし（開館日 9：00 から 16：00） 

③10 分ガイド ・一般団体、県外修学旅行生等へのガイド 

    ※ふれあい体験室専属ボランティアは、令和２年度より博物館ボランティアへ統合。 
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令和７年度博物館 総合展示部門解説ガイドボランティア養成講座 

 

１ 目 的 

来館者へのサービス向上や多様化するニーズに対応するため、一般来館者（修学旅行生含む）向

けの総合展示及び 5 つの部門展示解説ガイドボランティア養成を行う。 
 
２ 方 針 

（１）展示解説ガイド実施に向けて  

① 博物館ボランティアの分野別勉強会協力のもと、ボランティアによる総合展示及び部門展

示解説ガイドを実施する。 

②  活動においては、指定管理者（沖縄美ら島財団）教育普及担当がコーディネートの役割を

担う。 

③ 解説場所や内容については、「展示解説マニュアル」を基本とする。 

 

（２）展示解説ガイドボランティア養成について  

   ① 博物館教育普及担当は令和７年度総合展示及び部門展示解説ガイドボランティア養成の企

画・立案を行う。 

② 分野別担当学芸員は、解説ガイドの項目及び内容等について監修をおこなう。 

 

３  組織体制 

（１）学校団体対象（県内）《実施中》 ・・・ 現現行行通通りりのの体体制制で実施。 

 

    情報センター受付 → 学学習習ププロロググララムム（（学学校校下下見見必必修修）） ＊県教育普及コーディネート 

 

（２）一般来館者（修学旅行生）対象   

    ☆総合展示部門 

    情報センター受付 → ＊沖縄美ら島財団教育普及コーディネート⇔友の会連携 

               

４ 内 容 

 （１）開催方法 

   本養成講座は、 

① ガイド基礎・・・・・展示室における、学芸員の資料解説（主に概要・見どころ）受講を実

施。 

募集定員を 30 名以内にする。 

② 先輩ガイド観察期間・・・③の訓練の前に最低 3 回以上、７月・８月に先輩展示ガイドの後

ろについて学習を深める期間。 

③ ガイド解説訓練・・・下記 Ｂ（待機型：ジンブンＢＯＸ）ガイド解説訓練を中心にして実

施の講座を開催する。 

 

 

 （２）展示室における、ガイド内容について（通常のガイドボランティアの活動） 

A（案内型） ３０分コース⇒ 総合展示室のみを 30 分でまわる 
（１）総合展示室５か所ほどの展示項目について、来館者を解説案内する。   

 

（２）「展示解説マニュアル」に基づき解説をおこなう。 

B（待機型） ジンブンボックス⇒総合展示室への配置（時間設定を行う） 

本講座は、B を中心に開催する 
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（１）総合展示室の５カ所に配置。一か所５分程度を目安に来館者に解説する。 

（２）「展示解説マニュアル」に基づき解説をおこなう。 

 

５ 講座受講対象 

 （１）①ガイド基礎・・・・学芸員によるガイドを受けるため、全ボランティアを受講対象とする。 

 

 （２）②先輩ガイド観察期間・・・新規の展示ガイド養成講座受講生を対象とする。 

 

（３）③ガイド実習・・・・新規の展示ガイド養成講座受講生を対象とする。 

※すでに総合展示ガイドの交付を受けている方は、受講申請書の提出は必要ありません。 

 そのほかの全ての方々については、受講申請書を提出して下さい。 

※本講座は『ガイドを育成する』ことを目的としております。つきましては、受講を希望される

際には、その趣旨をご理解いただきますようお願い申し上げます。 

 

 

６ 講座修了までの流れ 

 

 

 

 

 

☆☆講講座座修修了了要要件件ととししてて、、ボボラランンテティィアア養養成成のの専専門門講講座座はは第第１１回回～～第第 8 回回全全部部をを受受講講すす

るるこことと。。 

☆☆原原則則ととししてて講講座座のの補補講講はは設設けけなないい。。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆☆最最低低 33 回回以以上上参参加加すするるこことと。。 

☆☆各各位位ののススケケジジュューールルにに合合わわせせてて計計画画をを行行っっててよよいい。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ボランティア養成講座における専門講座 

第 1 回～第８回終了後、新規の養成講座受講者は②へ 
①①ガガイイドド基基礎礎  

(1)全 5 回中 2 回以上の出席。 

(2)実習では、1 日あたり各自２度のガイド実習（実践研修）を

行う。 

＊１人＝1 度に２～３カ所（約 10 分～15 分） 

③③ガガイイドド実実習習  

②②先先輩輩ガガイイドド  

観観察察期期間間  
(1)先輩展示ガイドの後ろについて学習 

 ※ガイドの活動日程・曜日は後日情報提供を行う。 

(2)この参加を経て③ガイド訓練へ 

(3)7 月～8 月は、先輩ボランティアのガイドの様子を、実際に

隣について学習を深めること。（最低 2 回） 
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ガイド基礎 「第６回博物館 総合展示部門解説ガイドボランティア養成講座（①ガイド

基礎）」 

   
 回 

 

開催日・場所 

 

時 間 

 

内 容 

 

担当者 

① ５月14日（水） 

13:40～14:00 

14:00～14:45 

14:45～15:00 

〇開講 〇ガイドの心得についてほか  
〇美術工芸分野の展示解説について  
●学芸員への質問等  

教育普及 

美工 

② ５月23日（金） 
14:00～14:45 

14:45～15:00 

〇考古分野の展示解説について  
●学芸員への質問等 

考古  
 

③  ５月29日（木） 

14:00～14:45 

14:45～15:00 

〇歴史分野の展示解説について（王国時

代） 
●学芸員への質問等  

歴史 

④  ６月４日（水） 

14:00～14:45 

14:45～15:00 

〇歴史分野の展示解説について（近現

代）  
●学芸員への質問等 

歴史 

⑤ ６月６日（金） 
14:00～14:45 

14:45～15:00 

〇民俗分野の展示解説について 
●学芸員への質問等 

民俗  

⑥ ６月18日（水） 
14:00～15:00 

14:45～15:00 

〇人類分野の展示解説について 
●学芸員への質問等 

人類  

⑦ ６月20日（金） 
14:00～14:45 

14:45～15:00 

〇地学分野の展示解説について 
●学芸員への質問等 

地学 

⑧ ６月26日（木） 

14:00～14:45 

14:45～15:00 

15:00～15:15 

〇生物分野の展示解説について 
●学芸員への質問等 
〇今後の取組みについて、打合せ  

自然 

※学芸員による総合展示室での展示解説（８分野）及び担当分野について、主に総合展示、また

必要に応じて各部門展示に重点を置いた解説を実施。  

    ボランティアが学校団体の支援に入った時や一般来館者（修学旅行生含む）への解説ガイドを

想定し展示室の見どころを紹介、解説してもらう。 
※諸事情により内容を変更する場合があります。 
※春の全体会とメールで配布した資料から民俗と美術工芸の開催日が入れ替わりました。 

 

ガイド実習「第６回博物館 総合展示及び部門展示解説ガイドボランティア養成講座」(③ガイ

ド訓練)」 

 ９月５日(金)、９月 10 日(水)、９月 17 日(水)、９月 19 日(金)、９月 27 日(土)に、計５回の研

修を行った。 

 

 

 

 

 



- 51 -

- 51 - 

沖縄県立博物館・美術館 博物館ボランティア活動実施要項 

  平成 20 年 2 月 13 日 

館長決裁 
(趣旨) 

第１条  沖縄県立博物館・美術館は、博物館が行う教育普及活動または研究資料の収集・整理・

充実を図るため、その活動の補助員としてボランティア（以下｢博物館ボランティア」

という。）を置くことができる。 

 

(博物館ボランティアの活動) 

第２条  博物館ボランティアは、次の各号に掲げる活動を行う。 

⑴ 展示解説、文化講座、体験学習教室、ふれあい体験室、相談室における対応等の教

育普及活動全般にわたる補助的活動。 

⑵ 調査研究等を推進するために必要な資料の収集に関し、専門知識を生かした補助的

な活動。 

(登録等) 

第３条  博物館ボランティアの登録は、博物館ボランティア講座の修了者、沖縄博物館友の会

の会員、博物館ボランティア活動を希望する者で、登録票(第１号様式)により申請の

あった者の中から、沖縄県立博物館・美術館館長(以下「館長」という。)が審査のうえ

適当と認められる者について、登録簿(第２様式)へ登載を行う。 

 

2 館長は登録を受けた博物館ボランティアに対し、博物館ボランティア登録証(第３号様

式)を交付する。 

3 登録期間は、登録した日の属する年度の末日までとする。但し、当該博物館ボランティ

アが希望する場合は審査のうえ登録を更新することができる。 

4 館長は博物館ボランティア登録者に博物館の名誉を傷つける等の行為があった場合は、

登録を取消すことができる。 

(研修) 

第４条  館長は博物館ボランティアの活動が効果的にすすめられるよう、随時研修会を開催す

る。 

(ボランティア室の設置) 

第５条  館長は博物館ボランティア活動の連絡及び相互交流の場として、ボランティア室を設

置する。 

(庶務等) 

第６条  博物館ボランティアの登録は、博物館教育普及担当において処理する。 

2 博物館ボランティア活動の連絡調整は、博物館教育普及担当と沖縄博物館友の会にお

いて処理する。 

(雑則) 

第７条 この要項に定めるもののほか博物館ボランティア活動の実施に必要な事項は、館長が別

に定める。 

付則 

この要項は、平成 5 年 7 月 1 日から実施する。 

この要項は、平成 12 年 8 月 1 日から実施する。 

この要項は、平成 20 年 2 月 13 日から実施する。 
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ボランティア活動一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア活動一覧表.pdf（1 枚の画像を見開きで掲載したいです） 

RR
77

年年
44

月月
99

日日
((水水

))作作
成成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
　
～
R
7
年
度
の
例
～

※
あ

く
ま

で
参

考
で

す
。

実
際

の
状

況
は

変
更

に
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
　

　
●

＝
教

育
普

及
活

動
の

サ
ポ

ー
ト

　
〇

＝
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
実

施
日

の
一

か
月

前
に

は
募

集
を

開
始

し
て

い
る

場
合

が
多

い
で

す
。

▼▼
以以

下下
のの

活活
動動

はは
「「

ボボ
ララ

ンン
テテ

ィィ
アア

活活
動動

記記
録録

簿簿
」」

にに
記記

入入
可可

能能
でで

すす
！！

！！

区
分

説
明

参
加

方
法

お
よ

そ
の

実
施

予
定

回
数

実
施

時
期

、
お

よ
そ

の
日

程
所

要
時

間
一

回
の

募
集

人
数

備
考

②② 学学 校校 団団 体体

対対 応応

県
内

小
学

校
（

3
年

生
）

に
向

け
た

民 民
具具

体体
験験

の
サ

ポ
ー

ト
を

行
い

ま
す

。
晴

天
時

は
屋

外
で

行
い

ま
す

。

県
普

及
担

当
が

事
前

に
募

集
し

ま
す

の
で

、
参

加
可

能
な

方
は

ご
応

募
お

願
い

し
ま

す
。

8 8
回回

程程
度度

1
1

月
頃

～
2

月
頃

、
平

日
（

火
～

金
）

2
～

3
時

間
程

度
1

5
名

程
度

学
芸

員
か

ら
の

要
請

が
あ

る
場

合
、

夏
休

み
こ

ど
も

フ
ェ

ス
タ

の
サ

ポ
ー

ト
を

行
い

ま
す

。

県
普

及
担

当
が

事
前

に
募

集
し

ま
す

の
で

、
参

加
可

能
な

方
は

ご
応

募
お

願
い

し
ま

す
。

※
応

募
者

多
数

の
場

合
は

抽
選

し
ま

す
。

6
回

程
度

※
年

度
に

よ
る

変
動

あ
り

7
月

下
旬

頃
、

平
日

（
火

～
金

）
2

時
間

程
度

2
～

5
名

程
度

※
年

度
に

よ
る

変
動

あ
り

※
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

っ
て

は
事

前
勉

強
会

が
必

要
な

も
の

も
あ

り
ま

す
。

※
事

前
勉

強
会

の
際

、
材

料
費

を
頂

く
こ

と
が

ご
ざ

い
ま

す
の

で
、

ご
協

力
を

お
願

い
し

ま
す

。

学
芸

員
か

ら
の

要
請

が
あ

る
場

合
、

体
験

学
習

教
室

の
サ

ポ
ー

ト
を

行
い

ま
す

。

県
普

及
担

当
が

事
前

に
募

集
し

ま
す

の
で

、
参

加
可

能
な

方
は

ご
応

募
お

願
い

し
ま

す
。

5
回

程
度

※
年

度
に

よ
る

変
動

あ
り

年
間

を
通

し
て

実
施

。
平

日
（

火
～

金
）

土
日

、
祝

日

2
時

間
程

度

2
名

～
5

名
程

度
※

学
芸

員
か

ら
の

要
請

に
よ

る
た

め
変

動
あ

り

④④ 資資 料料

　　 整整 理理

沖
縄

の
自

然
や

文
化

・
歴

史
に

つ
い

て
の

新
聞

記
事

の
切

り
抜

き
を

行
い

ま
す

。
ス

ク
ラ

ッ
プ

ブ
ッ

ク
は

情
報

セ
ン

タ
ー

で
資

料
と

し
て

活
用

さ
れ

ま
す

。

指
定

の
日

時
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

室
に

集
合

を
お

願
い

し
ま

す
。

毎
週

1
回

程
度

原
則

：
毎

週
水

曜
日

の
午

後

5
名

～
1

0
名

程
度

毎
月

1
回

、
ふ

れ
あ

い
体

験
室

に
展

示
さ

れ
て

い
る

体
験

キ
ッ

ト
の

拭
き

掃
除

を
行

い
ま

す
。

県
普

及
担

当
が

事
前

に
募

集
し

ま
す

の
で

、
参

加
可

能
な

方
は

ご
応

募
お

願
い

し
ま

す
。

1
2

回
程

度
（

毎
月

1
回

）
原

則
：

第
4

月
曜

日
1

3
:2

0
～

1
時

間
程

度
1

0
名

程
度

ふ
れ

あ
い

体
験

室
に

て
来

館
者

の
体

験
サ

ポ
ー

ト
を

行
い

ま
す

。

ふ
れ

あ
い

体
験

室
が

開
室

中
で

あ
れ

ば
、

随 随
時時

参参
加加

可可
能能

で
す

。
（

事
前

募
集

等
は

あ
り

ま
せ

ん
）

全
開

館
日

全
開

館
日

平
日

（
火

～
金

）
土

日
、

祝
日

随 随
時時

参参
加加

OO
KK

でで
すす

！！

ふ
れ

あ
い

体
験

室
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

サ
ポ

—
ト

に
入

り
ま

す
。

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
開

催
前

に
指

定
管

理
者

が
ご

協
力

を
呼

び
か

け
ま

す
。

（
応

募
手

続
き

等
は

あ
り

ま
せ

ん
）

原
則

：
毎

週
土

曜
日

〇〇
曜曜

日日
班班

定定
例例

会会
毎

月
一

回
、

各
曜

日
班

ご
と

に
集

ま
り

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

関
す

る
情

報
共

有
を

行
い

ま
す

。

各
曜

日
班

で
決

ま
っ

た
日

時
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

室
に

集
合

を
お

願
い

し
ま

す
。

1
2

回
程

度
（

毎
月

1
回

）
※

各
曜

日
班

で
調

整

各
曜

日
班

ご
と

の
開

催
日

時
1

時
間

程
度

【
参

加
対

象
者

】
　

各
曜

日
班

メ
ン

バ
ー

全
員

毎
月

1
回

、
各

曜
日

班
と

各
分

野
別

勉
強

会
の

世
話

係
が

集
ま

り
、

県
普

及
担

当
・

指
定

管
理

者
と

情
報

共
有

を
行

い
ま

す
。

県
普

及
担

当
が

指
定

す
る

日
時

に
会

場
に

集
合

を
お

願
い

し
ま

す
。

1
0

回
程

度
（

毎
月

1
回

）

原
則

：
第

3
火

曜
日

1
5

:0
0

～

1
時

間
程

度

【
参

加
対

象
者

】
　

原
則

：
　

各
曜

日
班

の
世

話
係

、
　

分
野

別
勉

強
会

の
世

話
係

年
2

回
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

全
員

が
集

ま
り

、
県

普
及

担
当

・
指

定
管

理
者

と
、

1
年

間
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
方

針
等

を
確

認
し

ま
す

。

県
普

及
担

当
が

指
定

す
る

日
時

に
会

場
に

集
合

を
お

願
い

し
ま

す
。

2
回

（
春

・
秋

）
4

月
頃

、
1

0
月

頃
平

日
（

火
～

金
）

1
時

間
程

度
【

参
加

対
象

者
】

博
物

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
全

員

博
物

館
か

ら
学

校
団

体
向

け
に

発
送

し
て

い
る

、
教

育
普

及
プ

ロ
グ

ラ
ム

案
内

の
封

入
作

業
等

を
お

願
い

し
ま

す
。

県
普

及
担

当
が

事
前

に
募

集
し

ま
す

の
で

、
参

加
可

能
な

方
は

ご
応

募
お

願
い

し
ま

す
。

2
回

程
度

5
月

頃
、

平
日

（
火

～
金

）
3

時
間

程
度

1
0

名
程

度

全
館

燻
蒸

の
際

に
、

ふ
れ

あ
い

体
験

室
、

博
物

館
実

習
準

備
室

の
物

品
の

養
生

作
業

・
回

復
作

業
を

お
願

い
し

ま
す

。

県
普

及
担

当
が

事
前

に
募

集
し

ま
す

の
で

、
参

加
可

能
な

方
は

ご
応

募
お

願
い

し
ま

す
。

2
回

程
度

7
月

上
旬

頃
、

平
日

（
月

～
金

）
3

時
間

程
度

1
0

名
程

度

県
内

の
教

職
員

（
1

5
名

程
度

）
に

向
け

て
、

民民
具具

体体
験験

を
行

い
ま

す
。

県
普

及
担

当
が

事
前

に
募

集
し

ま
す

の
で

、
参

加
可

能
な

方
は

ご
応

募
お

願
い

し
ま

す
。

1
回

程
度

8
月

頃
、

平
日

（
火

～
金

）
1

～
2

時
間

程
度

1
0

名
程

度

新
規

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

養
成

講
座

の
受

講
者

に
向

け
て

、
民民

具具
体体

験験
の

実
施

研
修

を
行

い
ま

す
。

県
普

及
担

当
が

事
前

に
募

集
し

ま
す

の
で

、
参

加
可

能
な

方
は

ご
応

募
お

願
い

し
ま

す
。

1
回

程
度

6
月

頃
、

平
日

（
火

～
金

）
1

～
2

時
間

程
度

1
0

名
程

度

※
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
経

験
の

豊
富

な
方

の
ご

協
力

を
お

願
い

し
ま

す
。

※
民

具
体

験
の

復
習

と
し

て
の

ご
参

加
も

大
歓

迎
で

す
！

1
1

月
ご

ろ
か

ら
始

ま
る

小
学

3
年

生
対

象
の

民民
具具

体体
験験

に
向

け
て

、
事

前
練

習
会

を
行

い
ま

す
。

県
普

及
担

当
が

事
前

に
募

集
し

ま
す

の
で

、
参

加
可

能
な

方
は

ご
応

募
お

願
い

し
ま

す
。

3
回

程
度

※※
状状

況況
にに

応応
じじ

てて
適適

宜宜
実実

施施
いい

たた
しし

まま
すす

。。

9
月

～
1

0
月

頃
、

平
日

（
火

～
金

）
2

時
間

程
度

1
0

名
程

度
※

初
心

者
だ

け
で

な
く

、
民

具
体

験
の

経
験

が
豊

富
な

方
に

も
ご

参
加

い
た

だ
け

る
と

大
変

助
か

り
ま

す
。

離
島

な
ど

小
規

模
（

2
0

名
以

下
）

の
県

内
学

校
団

体
（

小
中

高
）

に
向

け
て

、
解

説
ガ

イ
ド

を
行

い
ま

す
。

県
普

及
担

当
が

事
前

に
募

集
し

ま
す

の
で

、
参

加
可

能
な

方
は

ご
応

募
お

願
い

し
ま

す
。

1
0

回
程

度
※

年
度

に
よ

る
変

動
あ

り

年
間

を
通

し
て

実
施

。
平

日
（

火
～

日
）

1
～

2
時

間
程

度
2

名
～

5
名

程
度

団
体

客
（

県
内

外
の

一
般

団
体

、
修

学
旅

行
生

等
/
1

0
～

1
0

0
名

以
内

）
に

向
け

て
総

合
展

示
室

の
解

説
を

行
い

ま
す

。

指
定

管
理

者
が

事
前

に
募

集
し

ま
す

の
で

、
参

加
可

能
な

方
は

ご
応

募
お

願
い

し
ま

す
。

【
解

説
】

3
0

分
程

度

●●
BB

ココ
ーー

スス
（（

団団
体体

客客
向向

けけ
　　

待待
機機

型型
ガガ

イイ
ドド

））

総
合

展
示

室
内

の
指

定
の

場
所

に
待

機
し

、
解

説
ガ

イ
ド

を
希

望
す

る
団

体
客

（
県

内
外

の
一

般
団

体
、

修
学

旅
行

生
等

/
1

0
0

名
以

上
）

に
向

け
て

展
示

解
説

を
行

い
ま

す
。

指
定

管
理

者
が

事
前

に
募

集
し

ま
す

の
で

、
参

加
可

能
な

方
は

ご
応

募
お

願
い

し
ま

す
。

【
解

説
】

3
0

分
程

度

●●
個個

人人
客客

向向
けけ

　　
待待

機機
型型

ガガ
イイ

ドド

総
合

展
示

室
内

の
指

定
の

場
所

に
待

機
し

、
解

説
ガ

イ
ド

を
希

望
す

る
個

人
客

に
向

け
て

展
示

解
説

を
行

い
ま

す
。

開
館

時
間

で
あ

れ
ば

随
時

参
加

可
能

で
す

。
参

加
さ

れ
る

方
は

、
指

定
管

理
者

が
掲

示
す

る
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
表

（
ジ

ン
ブ

ン
ボ

ッ
ク

ス
用

）
に

ご
記

入
お

願
い

し
ま

す
。

開
館

日
毎

日
全

開
館

日
  

 ９
：

０
０

か
ら

１
６

：
０

０

⑦⑦
そそ のの 他他

年
2

回
、

ガ
イ

ド
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

県
普

及
担

当
・

指
定

管
理

者
で

集
ま

り
、

ガ
イ

ド
活

動
の

ふ
り

か
え

り
や

周
知

事
項

の
確

認
を

行
い

ま
す

。

県
普

及
担

当
が

指
定

す
る

日
時

に
、

会
場

に
集

合
を

お
願

い
し

ま
す

。
年

2
回

程
度

平
日

（
火

～
金

）
1

時
間

程
度

【
参

加
対

象
者

】
　

ガ
イ

ド
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
全

員

⑦⑦ そそ のの 他他

通通 常常 ボボ ララ ンン テテ ィィ アア （（ 進進 貢貢 船船 なな しし ））

●●
小小

規規
模模

校校
向向

けけ
ガガ

イイ
ドド

●●
民民

具具
体体

験験
（（

小小
学学

33
年年

生生
向向

けけ
））

●●
夏夏

休休
みみ

ここ
どど

もも
フフ

ェェ
スス

タタ
　　

のの
ササ

ポポ
ーー

トト

●●
体体

験験
学学

習習
教教

室室
ササ

ポポ
ーー

トト

●●
ふふ

れれ
ああ

いい
体体

験験
室室

のの
　　

IIPP
MM

清清
掃掃

●●
新新

規規
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
　　

養養
成成

講講
座座

のの
ササ

ポポ
ーー

トト
（（

隔隔
年年

））

●●
民民

具具
体体

験験
練練

習習
会会

●●
ふふ

れれ
ああ

いい
体体

験験
室室

のの
　　

ササ
ポポ

ーー
トト

●●
ふふ

れれ
ああ

いい
体体

験験
室室

　　
ワワ

ーー
クク

シシ
ョョ

ッッ
ププ

〇〇
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
連連

絡絡
会会

使
用

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
『『

博博
物物

館館
総総

合合
展展

示示
室室

　　
ガガ

イイ
ドド

ママ
ニニ

ュュ
アア

ルル
』』

　
　

作
成

：
各

分
野

別
勉

強
会

　
　

監
修

：
県

普
及

担
当

　
　

　
　

　
各

分
野

学
芸

員

ジジ ンン ブブ ンン ボボ ッッ クク スス

●●
AA

ココ
ーー

スス
（（

団団
体体

客客
向向

けけ
　　

案案
内内

型型
ガガ

イイ
ドド

））

活
動

範
囲

ガガ イイ ドド ボボ ララ ンン テテ ィィ アア

（（ 進進 貢貢 船船 ああ りり ））

〇〇
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
全全

体体
会会

⑥⑥ 会会 議議

〇〇
総総

合合
ガガ

イイ
ドド

ボボ
ララ

ンン
テテ

ィィ
アア

　　
ミミ

ーー
テテ

ィィ
ンン

ググ活
動

名

③③ 体体 験験 学学 習習

　　 ササ ポポ ーー トト

⑤⑤ ふふ れれ ああ いい

　　 　　 体体 験験 室室 支支 援援

●●
資資

料料
整整

理理
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア

①① ガガ イイ ドド

●●
封封

入入
作作

業業
のの

ササ
ポポ

ーー
トト

●●
燻燻

蒸蒸
ササ

ポポ
ーー

トト

●●
夏夏

休休
みみ

教教
員員

向向
けけ

研研
修修

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

つつ
まま

りり
……

ガガ
イイ

ドド
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
にに

なな
るる

とと
、、

活活
動動

のの
幅幅

がが
圧圧

倒倒
的的

にに
広広

がが
りり

まま
すす

！！
！！
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RR
77

年年
44

月月
99

日日
((水水

))作作
成成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
　
～
R
7
年
度
の
例
～

※
あ

く
ま

で
参

考
で

す
。

実
際

の
状

況
は

変
更

に
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
　

　
●

＝
教

育
普

及
活

動
の

サ
ポ

ー
ト

　
〇

＝
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
実

施
日

の
一

か
月

前
に

は
募

集
を

開
始

し
て

い
る

場
合

が
多

い
で

す
。

▼▼
以以

下下
のの

活活
動動

はは
「「

ボボ
ララ

ンン
テテ

ィィ
アア

活活
動動

記記
録録

簿簿
」」

にに
記記

入入
可可

能能
でで

すす
！！

！！

区
分

説
明

参
加

方
法

お
よ

そ
の

実
施

予
定

回
数

実
施

時
期

、
お

よ
そ

の
日

程
所

要
時

間
一

回
の

募
集

人
数

備
考

②② 学学 校校 団団 体体

対対 応応

県
内

小
学

校
（

3
年

生
）

に
向

け
た

民民
具具

体体
験験

の
サ

ポ
ー

ト
を

行
い

ま
す

。
晴

天
時

は
屋

外
で

行
い

ま
す

。

県
普

及
担

当
が

事
前

に
募

集
し

ま
す

の
で

、
参

加
可

能
な

方
は

ご
応

募
お

願
い

し
ま

す
。

88
回回

程程
度度

1
1

月
頃

～
2

月
頃

、
平

日
（

火
～

金
）

2
～

3
時

間
程

度
1

5
名

程
度

学
芸

員
か

ら
の

要
請

が
あ

る
場

合
、

夏
休

み
こ

ど
も

フ
ェ

ス
タ

の
サ

ポ
ー

ト
を

行
い

ま
す

。

県
普

及
担

当
が

事
前

に
募

集
し

ま
す

の
で

、
参

加
可

能
な

方
は

ご
応

募
お

願
い

し
ま

す
。

※
応

募
者

多
数

の
場

合
は

抽
選

し
ま

す
。

6
回

程
度

※
年

度
に

よ
る

変
動

あ
り

7
月

下
旬

頃
、

平
日

（
火

～
金

）
2

時
間

程
度

2
～

5
名

程
度

※
年

度
に

よ
る

変
動

あ
り

※
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

っ
て

は
事

前
勉

強
会

が
必

要
な

も
の

も
あ

り
ま

す
。

※
事

前
勉

強
会

の
際

、
材

料
費

を
頂

く
こ

と
が

ご
ざ

い
ま

す
の

で
、

ご
協

力
を

お
願

い
し

ま
す

。

学
芸

員
か

ら
の

要
請

が
あ

る
場

合
、

体
験

学
習

教
室

の
サ

ポ
ー

ト
を

行
い

ま
す

。

県
普

及
担

当
が

事
前

に
募

集
し

ま
す

の
で

、
参

加
可

能
な

方
は

ご
応

募
お

願
い

し
ま

す
。

5
回

程
度

※
年

度
に

よ
る

変
動

あ
り

年
間

を
通

し
て

実
施

。
平

日
（

火
～

金
）

土
日

、
祝

日

2
時

間
程

度

2
名

～
5

名
程

度
※

学
芸

員
か

ら
の

要
請

に
よ

る
た

め
変

動
あ

り

④④ 資資 料料

　　 整整 理理

沖
縄

の
自

然
や

文
化

・
歴

史
に

つ
い

て
の

新
聞

記
事

の
切

り
抜

き
を

行
い

ま
す

。
ス

ク
ラ

ッ
プ

ブ
ッ

ク
は

情
報

セ
ン

タ
ー

で
資

料
と

し
て

活
用

さ
れ

ま
す

。

指
定

の
日

時
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

室
に

集
合

を
お

願
い

し
ま

す
。

毎
週

1
回

程
度

原
則

：
毎

週
水

曜
日

の
午

後

5
名

～
1

0
名

程
度

毎
月

1
回

、
ふ

れ
あ

い
体

験
室

に
展

示
さ

れ
て

い
る

体
験

キ
ッ

ト
の

拭
き

掃
除

を
行

い
ま

す
。

県
普

及
担

当
が

事
前

に
募

集
し

ま
す

の
で

、
参

加
可

能
な

方
は

ご
応

募
お

願
い

し
ま

す
。

1
2

回
程

度
（

毎
月

1
回

）
原

則
：

第
4

月
曜

日
1

3
:2

0
～

1
時

間
程

度
1

0
名

程
度

ふ
れ

あ
い

体
験

室
に

て
来

館
者

の
体

験
サ

ポ
ー

ト
を

行
い

ま
す

。

ふ
れ

あ
い

体
験

室
が

開
室

中
で

あ
れ

ば
、

随随
時時

参参
加加

可可
能能

で
す

。
（

事
前

募
集

等
は

あ
り

ま
せ

ん
）

全
開

館
日

全
開

館
日

平
日

（
火

～
金

）
土

日
、

祝
日

随随
時時

参参
加加

OO
KK

でで
すす

！！

ふ
れ

あ
い

体
験

室
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

サ
ポ

—
ト

に
入

り
ま

す
。

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
開

催
前

に
指

定
管

理
者

が
ご

協
力

を
呼

び
か

け
ま

す
。

（
応

募
手

続
き

等
は

あ
り

ま
せ

ん
）

原
則

：
毎

週
土

曜
日

〇〇
曜曜

日日
班班

定定
例例

会会
毎

月
一

回
、

各
曜

日
班

ご
と

に
集

ま
り

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

関
す

る
情

報
共

有
を

行
い

ま
す

。

各
曜

日
班

で
決

ま
っ

た
日

時
に

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

室
に

集
合

を
お

願
い

し
ま

す
。

1
2

回
程

度
（

毎
月

1
回

）
※

各
曜

日
班

で
調

整

各
曜

日
班

ご
と

の
開

催
日

時
1

時
間

程
度

【
参

加
対

象
者

】
　

各
曜

日
班

メ
ン

バ
ー

全
員

毎
月

1
回

、
各

曜
日

班
と

各
分

野
別

勉
強

会
の

世
話

係
が

集
ま

り
、

県
普

及
担

当
・

指
定

管
理

者
と

情
報

共
有

を
行

い
ま

す
。

県
普

及
担

当
が

指
定

す
る

日
時

に
会

場
に

集
合

を
お

願
い

し
ま

す
。

1
0

回
程

度
（

毎
月

1
回

）

原
則

：
第

3
火

曜
日

1
5

:0
0

～

1
時

間
程

度

【
参

加
対

象
者

】
　

原
則

：
　

各
曜

日
班

の
世

話
係

、
　

分
野

別
勉

強
会

の
世

話
係

年
2

回
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

全
員

が
集

ま
り

、
県

普
及

担
当

・
指

定
管

理
者

と
、

1
年

間
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

の
方

針
等

を
確

認
し

ま
す

。

県
普

及
担

当
が

指
定

す
る

日
時

に
会

場
に

集
合

を
お

願
い

し
ま

す
。

2
回

（
春

・
秋

）
4

月
頃

、
1

0
月

頃
平

日
（

火
～

金
）

1
時

間
程

度
【

参
加

対
象

者
】

博
物

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
全

員

博
物

館
か

ら
学

校
団

体
向

け
に

発
送

し
て

い
る

、
教

育
普

及
プ

ロ
グ

ラ
ム

案
内

の
封

入
作

業
等

を
お

願
い

し
ま

す
。

県
普

及
担

当
が

事
前

に
募

集
し

ま
す

の
で

、
参

加
可

能
な

方
は

ご
応

募
お

願
い

し
ま

す
。

2
回

程
度

5
月

頃
、

平
日

（
火

～
金

）
3

時
間

程
度

1
0

名
程

度

全
館

燻
蒸

の
際

に
、

ふ
れ

あ
い

体
験

室
、

博
物

館
実

習
準

備
室

の
物

品
の

養
生

作
業

・
回

復
作

業
を

お
願

い
し

ま
す

。

県
普

及
担

当
が

事
前

に
募

集
し

ま
す

の
で

、
参

加
可

能
な

方
は

ご
応

募
お

願
い

し
ま

す
。

2
回

程
度

7
月

上
旬

頃
、

平
日

（
月

～
金

）
3

時
間

程
度

1
0

名
程

度

県
内

の
教

職
員

（
1

5
名

程
度

）
に

向
け

て
、

民 民
具具

体体
験験

を
行

い
ま

す
。

県
普

及
担

当
が

事
前

に
募

集
し

ま
す

の
で

、
参

加
可

能
な

方
は

ご
応

募
お

願
い

し
ま

す
。

1
回

程
度

8
月

頃
、

平
日

（
火

～
金

）
1

～
2

時
間

程
度

1
0

名
程

度

新
規

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

養
成

講
座

の
受

講
者

に
向

け
て

、
民 民

具具
体体

験験
の

実
施

研
修

を
行

い
ま

す
。

県
普

及
担

当
が

事
前

に
募

集
し

ま
す

の
で

、
参

加
可

能
な

方
は

ご
応

募
お

願
い

し
ま

す
。

1
回

程
度

6
月

頃
、

平
日

（
火

～
金

）
1

～
2

時
間

程
度

1
0

名
程

度

※
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
経

験
の

豊
富

な
方

の
ご

協
力

を
お

願
い

し
ま

す
。

※
民

具
体

験
の

復
習

と
し

て
の

ご
参

加
も

大
歓

迎
で

す
！

1
1

月
ご

ろ
か

ら
始

ま
る

小
学

3
年

生
対

象
の

民 民
具具

体体
験験

に
向

け
て

、
事

前
練

習
会

を
行

い
ま

す
。

県
普

及
担

当
が

事
前

に
募

集
し

ま
す

の
で

、
参

加
可

能
な

方
は

ご
応

募
お

願
い

し
ま

す
。

3
回

程
度

※※
状状

況況
にに

応応
じじ

てて
適適

宜宜
実実

施施
いい

たた
しし

まま
すす

。。

9
月

～
1

0
月

頃
、

平
日

（
火

～
金

）
2

時
間

程
度

1
0

名
程

度
※

初
心

者
だ

け
で

な
く

、
民

具
体

験
の

経
験

が
豊

富
な

方
に

も
ご

参
加

い
た

だ
け

る
と

大
変

助
か

り
ま

す
。

離
島

な
ど

小
規

模
（

2
0

名
以

下
）

の
県

内
学

校
団

体
（

小
中

高
）

に
向

け
て

、
解

説
ガ

イ
ド

を
行

い
ま

す
。

県
普

及
担

当
が

事
前

に
募

集
し

ま
す

の
で

、
参

加
可

能
な

方
は

ご
応

募
お

願
い

し
ま

す
。

1
0

回
程

度
※

年
度

に
よ

る
変

動
あ

り

年
間

を
通

し
て

実
施

。
平

日
（

火
～

日
）

1
～

2
時

間
程

度
2

名
～

5
名

程
度

団
体

客
（

県
内

外
の

一
般

団
体

、
修

学
旅

行
生

等
/
1

0
～

1
0

0
名

以
内

）
に

向
け

て
総

合
展

示
室

の
解

説
を

行
い

ま
す

。

指
定

管
理

者
が

事
前

に
募

集
し

ま
す

の
で

、
参

加
可

能
な

方
は

ご
応

募
お

願
い

し
ま

す
。

【
解

説
】

3
0

分
程

度

●●
BB

ココ
ーー

スス
（（

団団
体体

客客
向向

けけ
　　

待待
機機

型型
ガガ

イイ
ドド

））

総
合

展
示

室
内

の
指

定
の

場
所

に
待

機
し

、
解

説
ガ

イ
ド

を
希

望
す

る
団

体
客

（
県

内
外

の
一

般
団

体
、

修
学

旅
行

生
等

/
1

0
0

名
以

上
）

に
向

け
て

展
示

解
説

を
行

い
ま

す
。

指
定

管
理

者
が

事
前

に
募

集
し

ま
す

の
で

、
参

加
可

能
な

方
は

ご
応

募
お

願
い

し
ま

す
。

【
解

説
】

3
0

分
程

度

●●
個個

人人
客客

向向
けけ

　　
待待

機機
型型

ガガ
イイ

ドド

総
合

展
示

室
内

の
指

定
の

場
所

に
待

機
し

、
解

説
ガ

イ
ド

を
希

望
す

る
個

人
客

に
向

け
て

展
示

解
説

を
行

い
ま

す
。

開
館

時
間

で
あ

れ
ば

随
時

参
加

可
能

で
す

。
参

加
さ

れ
る

方
は

、
指

定
管

理
者

が
掲

示
す

る
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
表

（
ジ

ン
ブ

ン
ボ

ッ
ク

ス
用

）
に

ご
記

入
お

願
い

し
ま

す
。

開
館

日
毎

日
全

開
館

日
  

 ９
：

０
０

か
ら

１
６

：
０

０

⑦⑦
そそ のの 他他

年
2

回
、

ガ
イ

ド
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

県
普

及
担

当
・

指
定

管
理

者
で

集
ま

り
、

ガ
イ

ド
活

動
の

ふ
り

か
え

り
や

周
知

事
項

の
確

認
を

行
い

ま
す

。

県
普

及
担

当
が

指
定

す
る

日
時

に
、

会
場

に
集

合
を

お
願

い
し

ま
す

。
年

2
回

程
度

平
日

（
火

～
金

）
1

時
間

程
度

【
参

加
対

象
者

】
　

ガ
イ

ド
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
全

員

⑦⑦ そそ のの 他他

通通 常常 ボボ ララ ンン テテ ィィ アア （（ 進進 貢貢 船船 なな しし ））

●●
小小

規規
模模

校校
向向

けけ
ガガ

イイ
ドド

●●
民民

具具
体体

験験
（（

小小
学学

33
年年

生生
向向

けけ
））

●●
夏夏

休休
みみ

ここ
どど

もも
フフ

ェェ
スス

タタ
　　

のの
ササ

ポポ
ーー

トト

●●
体体

験験
学学

習習
教教

室室
ササ

ポポ
ーー

トト

●●
ふふ

れれ
ああ

いい
体体

験験
室室

のの
　　

IIPP
MM

清清
掃掃

●●
新新

規規
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
　　

養養
成成

講講
座座

のの
ササ

ポポ
ーー

トト
（（

隔隔
年年

））

●●
民民

具具
体体

験験
練練

習習
会会

●●
ふふ

れれ
ああ

いい
体体

験験
室室

のの
　　

ササ
ポポ

ーー
トト

●●
ふふ

れれ
ああ

いい
体体

験験
室室

　　
ワワ

ーー
クク

シシ
ョョ

ッッ
ププ

〇〇
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
連連

絡絡
会会

使
用

す
る

マ
ニ

ュ
ア

ル
『 『

博博
物物

館館
総総

合合
展展

示示
室室

　　
ガガ

イイ
ドド

ママ
ニニ

ュュ
アア

ルル
』』

　
　

作
成

：
各

分
野

別
勉

強
会

　
　

監
修

：
県

普
及

担
当

　
　

　
　

　
各

分
野

学
芸

員

ジジ ンン ブブ ンン ボボ ッッ クク スス

●●
AA

ココ
ーー

スス
（（

団団
体体

客客
向向

けけ
　　

案案
内内

型型
ガガ

イイ
ドド

））

活
動

範
囲

ガガ イイ ドド ボボ ララ ンン テテ ィィ アア

（（ 進進 貢貢 船船 ああ りり ））

〇〇
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
全全

体体
会会

⑥⑥ 会会 議議

〇〇
総総

合合
ガガ

イイ
ドド

ボボ
ララ

ンン
テテ

ィィ
アア

　　
ミミ

ーー
テテ

ィィ
ンン

ググ活
動

名

③③ 体体 験験 学学 習習

　　 ササ ポポ ーー トト

⑤⑤ ふふ れれ ああ いい

　　 　　 体体 験験 室室 支支 援援

●●
資資

料料
整整

理理
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア

①① ガガ イイ ドド

●●
封封

入入
作作

業業
のの

ササ
ポポ

ーー
トト

●●
燻燻

蒸蒸
ササ

ポポ
ーー

トト

●●
夏夏

休休
みみ

教教
員員

向向
けけ

研研
修修

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

つつ
まま

りり
……

ガガ
イイ

ドド
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
にに

なな
るる

とと
、、

活活
動動

のの
幅幅

がが
圧圧

倒倒
的的

にに
広広

がが
りり

まま
すす

！！
！！
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館
長

 
里
井

さ
と
い

 
洋
一

よ
う
い
ち

 

副
館
長

 
親お
や

富ふ

祖そ

 
ち
か

 

班
長

 
宇
佐
美

う
さ

み

 
賢け
ん

 

歴
史

 
崎
原

さ
き
は
ら

 
恭
子

き
ょ
う
こ

 
人
類

 
山
崎

や
ま
さ
き

 
真
治

し
ん
じ

 
考
古

 
山
本

や
ま
も
と

 
正
昭

ま
さ
あ
き

 

歴
史

 
大
城

お
お
し
ろ

 
直
也

な
お
や

 
人
類

 
臨
時
職
員
 

（
未
定
）
 

民
俗

 
臨
時
職
員

 

（
未
定
）

 

美
術
工
芸

 
景
山

か
げ
や
ま

 
千ち

裕ひ
ろ

 
地
学

 
新
山

に
い
や
ま

 
颯そ
う

大た

 
学
芸
員
業
務

補
佐

 
大
湾

お
お
わ
ん

 
ゆ
か
り

 

美
術
工
芸

 
伊
禮

い
れ
い

 
拓
郎

た
く
ろ
う

 
生
物

 
菊
川

き
く
か
わ

 
章あ
き
ら

 
教
育
普
及

 
平
川

ひ
ら
か
わ

 
信の
ぶ

幸ゆ
き

 

学
芸
補
助

 
勝
連

か
つ
れ
ん

 
涼
子

り
ょ
う
こ

 
事
務
補
助

 
大
底

お
お
そ
こ

 
ひ
ろ
み

 
普
及
補
助

 
城
間

し
ろ
ま

 
智
子

と
も
こ

 

博博
物物
館館
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア

  
55
44
名名

  

資
料
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（学

芸
専
属
） 

3
3
名

 

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
 

博
物
館
班
（
直
通
）
 

T
E
L
:
 
09
8
‐
8
5
1‐

5
4
01
 
 
 

F
A
X
：
09
8
‐
9
4
1‐

3
6
50
 

44
月月
１１
日日
発発
行行

  
第第

22
00
99
号号
（（
RR
７７
年年

44
月月
））
  

ボ
 ラ

 ン
 テ

 ィ
 ア

 
博
物
館

 
通 信  

裏裏
面面
にに
つつ
づづ
きき
まま
すす
→→

  

令
和
７
年
度

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者

 

令
和
7
年
度

 
博
物
館
班
メ
ン
バ
ー
紹
介

 

今
年
度
は

5
4
名
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動

を
継

続
し

て
登

録
し

て
く

だ
さ

い

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
1
0
期
生
 

(
令
和
６
年
度
新
規
加
入
生
)は

1
2
名
 

で
す
。
今
年
度
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
 

お
願
い
い
た
し
ま
す
！
 

        

日
程

 
 

 内
容

 
場

所
 

４
月

1
0

日
(木

) 

1
4
:0

0
～

1
5
:0

0
 

常常
設設

展展
展展

示示
解解

説説
会会

（（
歴歴

史史
））
  

定
員

：
1
5

名
 

※
当

日
先

着
順

(1
3
:3

0
よ

り
受

付
開

始
) 

解解
説説

：：
大大

城城
  直直

也也
（（
歴歴

史史
担担

当当
学学

芸芸
員員

））
  

１
３

 : 
３

０
 

ふ
れ

あ
い

体
験

室
前

 

集
合

 

４
月

1
2

日
(土

) 

1
4
:0

0
～

1
6
:0

0
 

学学
芸芸

員員
講講

座座
  

「「
御御

後後
絵絵

（（
琉琉

球球
国国

王王
のの

肖肖
像像

画画
））
とと

東東
アア

ジジ
アア

のの
帝帝

王王
像像

  

  
――

国国
王王

のの
正正

面面
向向

きき
のの

意意
味味

をを
考考

ええ
るる

――
」」
  

定
員

：
2
0
0

名
 

※
当

日
先

着
順

（
開

場
13

:3
0
） 

講講
師師

：：
平平

川川
  信信

幸幸
（（
教教

育育
普普

及及
担担

当当
学学

芸芸
員員

））
  

３
F
 

講
堂

 

４
月

1
9

日
（
土

） 

1
4
:0

0
～

1
6
:0

0
 

文文
化化

講講
座座

 
「「
ゲゲ

ノノ
ムム

かか
らら

見見
たた

沖沖
縄縄

のの
人人

類類
史史

」」
 

定
員

：
2
0
0

名
 

※
当

日
先

着
順

（
開

場
13

:3
0
） 

講講
師師

：：
木木

村村
  亮亮

介介
氏氏

（（
琉琉

球球
大大

学学
大大

学学
院院

   
医医

学学
研研

究究
科科

   
教教

授授
））
 

３
F
 

講
堂

 

４
月

2
6

日
(土

) 

1
4
:0

0
～

１
5:

0
0
 

博博
物物

館館
ババ

ッッ
クク

ヤヤ
ーー

ドド
ツツ

アア
ーー

（（
考考

古古
））

 
定

員
：
1
2

名
 

 
 

※
事

前
申

込
 

（
4
/
1
9
(土

)か
ら

受
付

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

解解
説説

：：
山山

本本
  正正

昭昭
（（
考考

古古
担担

当当
学学

芸芸
員員

））
  

１
３

 : 
５

０
 

ふ
れ

あ
い

体
験

室
前

 

集
合

 

日
程

 
募

集
内

容
 

募
集

人
数

 

４
月

2
8

日
(月

) 

1
3
:2

0
～

1
4
:2

0
頃

迄
 

ふふ
れれ

ああ
いい

体体
験験

室室
  

IIPP
MM

清清
掃掃

  
ふ

れ
あ

い
体

験
室

の
体

験
キ

ッ
ト

の
 

拭
き

掃
除

な
ど

を
行

い
ま

す
。

 

１
０

名
程

度
 

お
知
ら
せ
③

 
3
月
の
教
育
普
及
関
連
催
事

 

お
知
ら
せ
②

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

 

下
記

に
つ

い
て

、
ご

参
加

い
た

だ
け

る
内

容
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
の
掲
示
板
へ
 

ご
記

名
を

お
願

い
し

ま
す

。
募

集
の

詳
細

に
つ

き
ま

し
て

は
、

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
室
に
掲
示
し
て
あ
る
 

募
集

用
紙

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
 

【【
日日

程程
】】

令
和

７
年

４
月

1
5
日

(
火

)
  

【【
時時

間間
】】

1
5
:
0
0
～

1
6
:
3
0 

【【
場場

所所
】】

３
階

 
講

堂
 

【【
対対

象象
】】

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
全

員
 

※
R
６

年
度

の
「

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

証
」
「

駐
車

許
可

証
」
 

を
お

持
ち

く
だ

さ
い

。
会

場
に

て
R
7
年

度
の

証
と
 

交
換

い
た

し
ま

す
。

 

※
催

事
問

合
せ

・
申

込
：
T
E
L
 

0
9
8
‐
9
4
1‐

8
2
0
0
 （

県
立

博
物

館
・
美

術
館

 
代

表
） 

お
知
ら
せ
①

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
体
会
の
日
程
に
つ
い
て

 

44
月月
１１
日日
発発
行行

  
第第

22
00
99
号号
（（
RR
７７
年年

44
月月
））
  

4 月号①

4月号②

- 54 - 

＜別紙資料＞令和７年度ボランティア通信 

４月号① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月号② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

209-1 

209-2 
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ボ
 ラ

 ン
 テ

 ィ
 ア

 
博
物
館

 

沖
縄

県
立

博
物

館
・

美
術

館
 

博
物

館
班

（
直

通
）
 

T
E
L
:
 
09
8
‐
8
5
1‐

5
4
01
 
 
 

F
A
X
：

09
8
‐
9
4
1‐

3
6
50
 

55
月月
１１
日日
発発
行行

  
第第

22
11
00
号号
（（
RR
７７
年年

55
月月
））
  

通 信  

裏裏
面面
にに
つつ
づづ
きき
まま
すす
→→

  

春
の
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

全
体

会
で

ご
案

内
し

た
通

り
、

今
年

度
の

５５
月月

11
44
日日

（（
水水

））
か

ら
 

「
博
物
館

ガ
イ

ド
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
養

成
講

座
」

が
開

講
さ

れ
ま

す
。

こ
の

講
座

は
、

博
物

館
で

 

ガ
イ

ド
す

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

養
成

を
目

的
と

し
て

お
り

ま
す

。
本

講
座

修
了

後
に

は
「

ガ
イ

ド
資

格
」
を
取

得
す

る
こ

と
が

で
き

、
「

博
物

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

」
と

し
て

活
動

す
る

こ
と

が
可

能

に
な

り
ま

す
。

博
物

館
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ガ

イ
ド

は
、

観
光

客
や

修
学

旅
行

生
等

に
博

物
館

の
魅

力
を

伝
え
る
重
要

な
役

割
を

担
い

ま
す

。
 

講
座

を
通

じ
て

、
博

物
館

の
見

ど
こ

ろ
を

短
時

間
で

分
か

り
や

す
く

解
説

す
る

技
術

を
磨

く
こ

と

が
で

き
ま

す
。

こ
れ

か
ら

ガ
イ

ド
資

格
の

取
得

を
ご

希
望

さ
れ

る
方

は
、

申
請

書
の

提
出

が
必

要
と

な
り

ま
す

。
おお

申申
しし

込込
みみ

のの
締締

切切
はは

５５
月月

９９
日日

((
金金

))
まま

でで
で

す
の

で
、

ど
う

ぞ
お

早
め

に
お

申
し

込

み
く
だ
さ
い

。
な

お
、

既
に

ガ
イ

ド
資

格
を

お
持

ち
の

方
は

申
請

書
の

提
出

は
不

要
で

す
。

 

詳
し
い
内

容
は

同
封

の
資

料
を

ご
確

認
の

う
え

、
お

申
し

込
み

く
だ

さ
い

。
 

皆
さ
ま
の

ご
応

募
・

ご
参

加
を

心
よ

り
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。
 

博
物

館
班

 
教

育
普

及
担

当
 

【
重
要
】
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座
に
つ
い
て

 

おお
申申

しし
込込

みみ
方方

法法
  

申
請

用
紙

に
記

入
し

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
室

の
B
O
X
に

投
函

し
て

く
だ

さ
い

。
 

申
し

込
み

締
切

：
５５

月月
９９

日日
((
金金

))
まま

でで
 

対
象

：
新

た
に

ガ
イ

ド
資

格
取

得
を

希
望

さ
れ

る
方
  

詳
細

は
添

付
資

料
「

令
和

７
年

度
博

物
館

 
総

合
展

示
部

門
解

説
ガ

イ
ド

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

養
成

講
座

実
施

要
項

」
を

ご
確

認
く

だ
さ

い
。
 

※※
既既

にに
ガガ

イイ
ドド

資資
格格

をを
おお

持持
ちち

のの
方方

でで
、、

講講
座座

にに
参参

加加
をを

ごご
希希

望望
のの

方方
はは

、、
申申

請請
書書

のの
ごご

提提

出出
はは

不不
要要

でで
すす

。。
  

  

【【
注注

意意
事事

項項
  
】】

日
時

の
変

更
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
講講

座座
内内

容容
はは

諸諸
事事

情情
にに

よよ
りり

急急
遽遽

変変
更更

とと
なな

るる
  

場場
合合

がが
ああ

りり
まま

すす
。

そ
の

際
、

変
更

し
た

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
室

に

掲
示

い
た

し
ま

す
。

予
め

ご
了

承
く

だ
さ

い
。
 
  

        
 

日
程

 
募
集
内
容

 
募
集
人
数

 

①①
 ５５
月月

22
22
日日

((木木
))  

②②
 ５５
月月

22
77
日日

((火火
))  

  

99
：：
33
00
～～

11
22
：：
00
00
  

※
②
は
予
備
日

 

封封
入入
作作
業業
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア

  
博
物
館
か
ら
県
内
学
校
(約

55
0
校
)向
け
に
発
行
す
る

 

文
書
の
封
入
作
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

１
０
名
程
度

 

５５
月月

22
66
日日

((月月
))  

11
33
：：
22
00
～～

11
44
：：
22
00
    

ふふ
れれ
ああ
いい
体体
験験
室室

  
IIPP

MM
清清
掃掃

  
ふ
れ
あ
い
体
験
室
の
体
験
キ
ッ
ト
の

 

拭
き
掃
除
等
を
行
い
ま
す
。

 

１
０
名
程
度

 

５５
月月

33
00
日日

((金金
))  

99
：：
00
00
～～

11
00
：：
00
00
  

小小
規規
模模
校校
ガガ
イイ
ドド

  
多多
良良
間間
小小
学学
校校

  
小
学
生
向
け
に
ガ
イ
ド
を
行
い
ま
す
。

 

５
～
６
年
生
1
4
名

 
引
率
4
名

 

４
名
程
度

 

６６
月月
６６
日日

((金金
))  

11
66
::44

00
～～

11
77
::33

00
  

海海
星星
小小
学学
校校

  
小
学
生
向
け
に
ガ
イ
ド
を
行
い
ま
す
。

 

５
～
６
年
生
2
5
名

 
引
率
3
名

  
４
名
程
度

 

お
知
ら
せ
②

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

 

下
記

に
つ

い
て

、
ご

参
加

い
た

だ
け

る
内

容
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

室
の

掲
示

板
へ
 

ご
記

名
を

お
願

い
し

ま
す

。
募

集
の

詳
細

に
つ

き
ま

し
て

は
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

室
に

掲
示

し
て

あ
る
 

募
集

用
紙

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
 

【【
日日

程程
】】

令
和

７
年

５
月

2
0
日

(
火

)
  

【【
時時

間間
】】

1
5
:
0
0
～

1
6
:
0
0 

【【
場場

所所
】】

美
術

館
講

座
室
 

【【
対対

象象
】】

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
世

話
係

、
分

野
別

勉
強

会
世

話
係
 

お
知
ら
せ
①

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
の
日
程
に
つ
い
て

 

55
月月
１１
日日
発発
行行

  
第第

22
11
00
号号
（（
RR
７７
年年

55
月月
））
  

【
重
要
】
 
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
証
の
回
収
に
つ
い
て

 

ま
だ

R
6
年

度
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

証
を

お
持

ち
の

皆
さ

ま
へ

お
願

い
で

す
。
 

 
旧

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

証
は

回
収

い
た

し
ま

す
の

で
、

博
物

館
班

 
教

育
普

及
担

当

ま
で

直
接

お
持

ち
込

み
く

だ
さ

い
。
 

対対
応応

可可
能能

なな
時時

間間
：：

平平
日日

  
99
::
00
00
～～

11
77
::
00
00（（

土土
日日

・・
祝祝

日日
はは

休休
みみ
））

  

皆
さ

ま
の

ご
協

力
を

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。
 

※※
担担

当当
者者

不不
在在

のの
場場

合合
がが

ああ
るる

たた
めめ

、、
事事

前前
にに

ごご
連連

絡絡
いい

たた
だだ

けけ
るる

とと
助助

かか
りり

まま
すす

。。
  

 

22
枚枚
目目
にに
つつ
づづ
きき
まま
すす
→→

  

５月号①

５月号②



- 56 -

 

日
程

 
 

 内
容

 
場

所
 

５
月

８
日

(木
) 

1
4
:0

0
～

1
5
:0

0
 

常常
設設

展展
展展

示示
解解

説説
会会

（（
人人

類類
））
  

定
員

：
1
5

名
 

※
当

日
先

着
順

(1
3
:3

0
よ

り
受

付
開

始
) 

解解
説説

：：
山山

崎崎
  真真

治治
（（
人人

類類
学学

担担
当当

学学
芸芸

員員
））
  

1
3
 :
 3

0
 

ふ
れ

あ
い

体
験

室
前

 集
合

 

５
月

1
0

日
(土

) 

1
4
:0

0
～

1
6
:0

0
 

国国
際際

博博
物物

館館
のの

日日
22
00
22
55

記記
念念

事事
業業

  博博
物物

館館
学学

芸芸
員員

講講
座座

  

「「
柳柳

田田
國國

男男
生生

誕誕
11
55
00

年年
－－

海海
上上

のの
道道

をを
考考

ええ
るる

--
」」
  

定
員

：
2
0
0

名
 

※
当

日
先

着
順

（
開

場
13

:3
0
） 

講講
師師

：：
山山

崎崎
  真真

治治
（（
人人

類類
学学

担担
当当

学学
芸芸

員員
））
  

３
F
 

講
堂

 

５
月

1
7

日
（
土

） 

1
4
:0

0
～

1
6
:0

0
 

文文
化化

講講
座座

 

「「
近近

世世
琉琉

球球
にに

おお
けけ

るる
抜抜

荷荷
ぬ

け
に

 
－－

11
77

世世
紀紀

かか
らら

11
88

世世
紀紀

初初
めめ

のの
時時

期期
をを

中中
心心

にに
しし

てて
－－

」」
 

定
員

：
2
0
0

名
 

※
当

日
先

着
順

（
開

場
13

:3
0
） 

講講
師師

：：
上上

原原
  兼兼

善善
氏氏

（（
岡岡

山山
大大

学学
 名名

誉誉
教教

授授
））
 

３
F
 

講
堂

 

５
月

2
4

日
(土

) 

1
4
:0

0
～

1
5
:0

0
 

博博
物物

館館
ババ

ッッ
クク

ヤヤ
ーー

ドド
ツツ

アア
ーー

（（
人人

類類
））

 
定

員
：
1
2

名
 

 
 

※
事

前
申

込
 

（
5
/
1
7
(土

)か
ら

受
付

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

解解
説説

：：
山山

崎崎
  真真

治治
（（
人人

類類
学学

担担
当当

学学
芸芸

員員
））
  

1
3
 :
 5

0
 

ふ
れ

あ
い

体
験

室
前

 集
合

 

お
知
ら
せ
③

 
５
月
の
教
育
普
及
関
連
催
事

 

※
催

事
問

合
せ

・
申

込
：
T
E
L
 

0
9
8
‐
9
4
1‐

8
2
0
0
 （

県
立

博
物

館
・
美

術
館

 
代

表
） 

55
月月
１１
日日
発発
行行

  
第第

22
11
00
号号
（（
RR
７７
年年

55
月月
））
  

       
 

 
 

日
程

 
募
集
内
容

 
募
集
人
数

 

６６
月月
６６
日日

((金金
))  

11
55
::44

55
～～

11
66
::55

00
  

※※
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
通通
信信

  

55
月月
号号
かか
らら
時時
間間
がが
変変
更更

しし
てて
おお
りり
まま
すす
。。

  

小小
規規
模模
校校
ガガ
イイ
ドド

  
海海
星星
小小
学学
校校

  
小
学
生
向
け
に
ガ
イ
ド
を
行
い
ま
す
。

 

６
年
生
2
5
名

 
引
率
3
名

 

４
名
程
度

 

６６
月月
22
44
日日

((火火
))  

11
33
::22

00
～～

11
44
::22

00
  

ふふ
れれ
ああ
いい
体体
験験
室室

  
IIPP

MM
清清
掃掃

  
ふ
れ
あ
い
体
験
室
の
体
験
キ
ッ
ト
の

 

拭
き
掃
除
等
を
行
い
ま
す
。

 

１
０
名
程
度

 

７７
月月
３３
日日

((木木
))  

00
99
：：
00
00
～～

11
22
：：
00
00
  

燻燻
蒸蒸
作作
業業
ササ
ポポ
ーー
トト
（（
養養
生生
））
  

燻
蒸
の
前
に
、
ふ
れ
あ
い
体
験
室
に
て
、

 

資
料
を
養
生
し
ま
す
。

 

１
０
名
程
度

 

７７
月月
９９
日日

((水水
))  

00
99
：：
00
00
～～

11
22
：：
00
00
  

燻燻
蒸蒸
作作
業業
ササ
ポポ
ーー
トト
（（
回回
復復
））
  

燻
蒸
が
終
わ
っ
た
後
、
ふ
れ
あ
い
体
験
室
に
て
、

 

養
生
し
た
資
料
を
回
復
し
ま
す
。

 

１
０
名
程
度

 

ボ
 ラ

 ン
 テ

 ィ
 ア

 
博
物
館

 

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
 

博
物
館
班
（
直
通
）
 

T
E
L
:
 
09
8
‐
8
5
1‐

5
4
01
 
 
 

F
A
X
：
09
8
‐
9
4
1‐

3
6
50
 

お
知
ら
せ
②

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

 

下
記

に
つ

い
て

、
ご

参
加

い
た

だ
け

る
内

容
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

室
の

掲
示

板
へ
 

ご
記

名
を

お
願

い
し

ま
す

。
募

集
の

詳
細

に
つ

き
ま

し
て

は
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

室
に

掲
示

し
て

あ
る
 

募
集

用
紙

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
 

６６
月月
１１
日日
発発
行行

  
第第

22
11
11
号号
（（
RR
７７
年年

66
月月
））
  

通 信  

裏裏
面面
にに
つつ
づづ
きき
まま
すす
→→

  

【【
日日

程程
】】

令
和

７
年

６
月

1
7
日

(
火

)
 

【【
時時

間間
】】

1
5
:
0
0
～

1
6
:
0
0 

【【
場場

所所
】】

美
術

館
講

座
室
 

【【
対対

象象
】】

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
世

話
係

、
分

野
別

勉
強

会
世

話
係
 

お
知
ら
せ
①

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
の
日
程
に
つ
い
て

 

５月号③

６月号①
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日
程

 
 

 内
容

 
場

所
 

６
月

1
2

日
(木

) 

1
4
:0

0
～

1
5
:0

0
 

常常
設設

展展
展展

示示
解解

説説
会会

（（
地地

学学
））
  

定
員

：
1
5

名
 

※
当

日
先

着
順

(1
3
:3

0
よ

り
受

付
開

始
) 

解解
説説

：：
宇宇

佐佐
美美

  賢賢
（（
地地

学学
担担

当当
学学

芸芸
員員

,,博博
物物

館館
班班

  班班
長長

））  

1
3
 :
 3

0
 

ふ
れ

あ
い

体
験

室
前

 集
合

 

６
月

1
4

日
(土

) 

1
4
:0

0
～

1
6
:0

0
 

学学
芸芸

員員
講講

座座
  

「「
資資

料料
かか

らら
ささ

ぐぐ
るる

沖沖
縄縄

のの
製製

藍藍
技技

術術
のの

変変
遷遷

史史
」」
  

定
員

：
2
0
0

名
 

※
当

日
先

着
順

（
開

場
13

:3
0
） 

講講
師師

：：
大大

湾湾
  ゆゆ

かか
りり

（（
民民

俗俗
学学

担担
当当

学学
芸芸

員員
））
  

３
F
 

講
堂

 

６
月

2
1

日
（
土

） 

1
4
:0

0
～

1
6
:0

0
 

文文
化化

講講
座座

 
「「
島島

嶼嶼
でで

調調
べべ

るる
生生

物物
進進

化化
とと

生生
物物

多多
様様

性性
のの

保保
全全

：：
 

陸陸
産産

貝貝
類類

のの
例例

」」
 

定
員

：
2
0
0

名
 

※
当

日
先

着
順

（
開

場
13

:3
0
） 

講講
師師

：：
平平

野野
 尚尚

浩浩
氏氏

（（
琉琉

球球
大大

学学
 海海

洋洋
自自

然然
科科

学学
科科

 助助
教教

））
 

３
F
 

講
堂

 

６
月

2
8

日
(土

) 

1
4
:0

0
～

1
5
:0

0
 

博博
物物

館館
ババ

ッッ
クク

ヤヤ
ーー

ドド
ツツ

アア
ーー

（（
考考

古古
））

 
定

員
：
1
2

名
 

 
 

※
事

前
申

込
 

（
6
/
2
1
(土

)か
ら

受
付

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

解解
説説

：：
山山

本本
  

正正
昭昭

（（
考考

古古
学学

担担
当当

学学
芸芸

員員
））
  

1
3
 :
 5

0
 

ふ
れ

あ
い

体
験

室
前

 集
合

 

お
知
ら
せ
③

 
６
月
の
教
育
普
及
関
連
催
事

 

※
催

事
問

合
せ

・
申

込
：
T
E
L
 

0
9
8
‐
9
4
1‐

8
2
0
0
 （

県
立

博
物

館
・
美

術
館

 
代

表
） 

６６
月月
１１
日日
発発
行行

  
第第

22
11
11
号号
（（
RR
７７
年年

66
月月
））
  

お
知
ら
せ
④

 
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

 
日
程
変
更
の
お
知
ら
せ

 

５
月

1
4
日

（
水

）
よ

り
開

催
中

の
「

ガ
イ

ド
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
養

成
講

座
」

に
つ

い
て

、
一

部
講

座
の

日

程
が

変
更

と
な

り
ま

し
た

。
 

 変変
更更

前前
のの

スス
ケケ

ジジ
ュュ

ーー
ルル
：

66
月月

66
日日

（（
金金

））
 

美
術

工
芸

分
野

の
講

座
 

変変
更更

後後
のの

スス
ケケ

ジジ
ュュ

ーー
ルル
：

66
月月

66
日日

（（
金金

））
 
民民

俗俗
分分

野野
の

講
座
 

 受
講

予
定

の
方

は
、

最
新

の
日

程
を

ご
確

認
の

上
、

ご
参

加
く

だ
さ

い
ま

す
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

22
枚枚

目目
にに

つつ
づづ

きき
まま

すす
→→

  

    

今今
年年

度度
もも

「「
夏夏

休休
みみ

子子
どど

もも
フフ

ェェ
スス

タタ
」」

のの
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
ササ

ポポ
ーー

トト
をを

おお
願願

いい
いい

たた
しし

まま
すす

。。
  

「
夏

休
み

子
ど

も
フ

ェ
ス

タ
」

は
、

子
ど

も
た

ち
に

体
験

学
習

を
通

じ
て

夏
休

み
の

自
由

研
究

の
ヒ

ン
ト

と
な

る
貴

重
な

経
験

を
提

供
す

る
イ

ベ
ン

ト
で

す
。
 

毎
年

、
多

く
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
皆

様
に

応
募

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
が

、
会

場
の

広
さ

の
関

係
で

定
員

に
限

り
が

あ
る

た
め

、
抽

選
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、
お

申
し

込
み

い
た

だ
い

て
も

、
抽

選
の

結
果

に
よ

っ
て

は
ご

参
加

い
た

だ
け

な
い

場
合

が
ご

ざ
い

ま
す

。
何

卒
ご

了
承

く
だ

さ
い

。
 

ま
た

、
応

募
の

際
は

1
人

2
教

室
ま

で
の

申
し

込
み

を
お

願
い

し
て

お
り

ま
す

。
こ

れ
は

、
例

年
応

募
者

多
数

で
あ

る
た

め
、

で
き

る
だ

け
多

く
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
皆

様
に

体
験

頂
く

た
め

で
す

。
ご

了
承

く
だ

さ
い

。
 

ま
た

、
一

部
の

活
動

で
は

事
前

の
勉

強
会

（
打

ち
合

わ
せ

）
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

応
募

の
際

は
、

実
施

日
だ

け
で

な
く

、
事

前
勉

強
会

の
日

程
も

あ
わ

せ
て

ご
確

認
く

だ
さ

い
。
 

皆
様

の
温

か
い

ご
支

援
を

心
よ

り
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

。
 

博
物

館
班

 
教

育
普

及
担

当
 

お
知
ら
せ
⑤

 
夏
休
み
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て

 

●
募募

集集
おお

よよ
びび

結結
果果

発発
表表

日日
程程
  

募募
集集

：：
６６

月月
１１

日日
（（

日日
））

～～
６６

月月
22
33
日日

（（
月月

））
まま

でで
  

抽抽
選選

結結
果果

発発
表表

：：
６６

月月
22
55
日日

（（
水水

））
  

※※
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
室室

にに
掲掲

示示
いい

たた
しし

まま
すす

。。
  

●●
申申

込込
にに

つつ
いい

てて
のの

おお
願願

いい
  

（
１

）
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

場
を

で
き

る
だ

け
多

く
つ

く
る

た
め

、
お

申
し

込
み

は
「

1
人

2
教

室
」

ま
で

と
し

ま
す

。
 

※
定

員
を

超
え

る
希

望
が

あ
っ

た
場

合
は

抽
選

と
な

り
、

期
日

を
過

ぎ
て

も
募

集
人

数
に

達
し

て
い

な
い

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
再

募
集

を
か

け
ま

す
。

再
募

集
の

場
合

は
、
「

1
人

2
教

室
」

の
条

件
を

外
す

も
の

と
し

ま
す

。
 

 （
２

）
一

部
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

除
い

て
、

本
番

の
一

週
間

前
頃

か
ら

事
前

勉
強

会
を

行
い

ま
す

。
材

料

費
徴

収
へ

の
ご

理
解

と
ご

協
力

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。
 

 （
３

）
希

望
者

は
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

室
の

募
集

用
紙

に
ご

記
入

を
お

願
い

し
ま

す
。
 

 

裏裏
にに
つつ
づづ
きき
まま
すす
→→

  

６月号②

６月号③
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22
00
22
55
夏夏
休休
みみ
ここ
どど
もも
フフ
ェェ
スス
タタ
のの
日日
程程
（（
事事
前前
勉勉
強強
会会
がが
ああ
るる
もも
のの
はは
必必
ずず
参参
加加
をを
おお
願願
いい
しし
まま
すす
））
  

 

日
程

 
担

当
 

学
芸

員
 

タ
イ

ト
ル

 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
募

集
人

数
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

内
容

 
事

前
勉

強
会

 
(場

所
:実

習
室

) 

7
月

29
日

（
火

）
 

9:
00

～
11

:3
0 

宇
佐

美
 

(地
学

）
 

石
！

石
！

石
！

 
博

物
館

と
 

街
を

め
ぐ

る
 

探
検

ツ
ア

ー
 

3
名

 

安
全

管
理

を
お

願
い

し
ま

す
。

 
【

注
意

】
博

物
館

内
を

約
30

分
、

 
屋

外
を

約
1

時
間

歩
き

ま
す

の
で

、
暑

さ
対

策
と

水
分

補
給

を
十

分
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

 

7
月

23
日

(水
) 

10
:0

0～
11

:3
0 

7
月

29
日

（
火

）
 

13
:0

0～
14

:3
0 

山
崎

、
渡

辺
 

(人
類

) 

洞
窟

遺
跡

の
 

堆
積

物
を

 
調

査
せ

よ
！

 
3

名
 

体
験

の
サ

ポ
ー

ト
や

安
全

管
理

を
お

願
い

し
ま

す
。

 
※

事
前

勉
強

会
お

よ
び

当
日

は
堆

積
物

を
扱

い
ま

す
。

汚
れ

て
も

よ
い

服
装

で
お

越
し

く
だ

さ
い

。
 

7
月

25
日

(金
) 

10
:0

0～
11

:3
0 

7
月

29
日

（
火

）
 

15
:0

0～
16

:3
0 

菊
川

 
(生

物
) 

カ
タ

ツ
ム

リ
の

 
ふ

し
ぎ

に
 

せ
ま

っ
て

 
み

よ
う

！
 

3
名

 

カ
タ

ツ
ム

リ
の

殻
を

使
っ

た
立

体
図

鑑
づ

く
り

体
験

の
サ

ポ
ー

ト
や

安
全

管
理

を
お

願
い

し
ま

す
。

 
※

事
前

勉
強

会
は

あ
り

ま
せ

ん
。

 

勉
強

会
な

し
 

7
月

30
日

(水
) 

10
:0

0～
11

:3
0 

森
下

 
(民

俗
) 

ソ
テ

ツ
の

虫
か

ご
づ

く
り

と
芭

蕉
葉

で
セ

ミ
を

捕
ま

え
よ

う
！

 

3
名

 

体
験

の
サ

ポ
ー

ト
、

安
全

管
理

を
お

願
い

し
ま

す
。

雨
で

な
け

れ
ば

実
際

に
虫

捕
り

体
験

を
行

う
予

定
で

す
。

 
【

注
意

】
屋

外
作

業
の

た
め

、
暑

さ
対

策
と

水
分

補
給

を
十

分
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

 

7
月

23
日

(水
) 

14
:0

0～
 

15
:3

0 

7
月

30
日

(水
) 

13
:0

0～
14

:3
0 

山
本

 
(考

古
) 

琉
球

銭
 

【
金

圓
き

ん
え

ん
世よ

寶ほ
う
】

 
を

つ
く

ろ
う

 
（

1
日

目
）

 

4
名

 

セ
ッ

テ
ィ

ン
グ

、
片

付
け

、
体

験
の

サ
ポ

ー
ト

、
安

全
管

理
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

※
２

日
間

と
も

同
じ

内
容

で
開

催
し

ま
す

。
 

7
月

25
日

(金
) 

14
:0

0～
 

15
:3

0 

7
月

31
日

(木
) 

10
:0

0～
11

:3
0 

伊
禮

 
(美

術
 

工
芸

) 

香
り

を
聞

こ
う

！
香

り
袋

と
 

聞
香

体
験

 

4
名

 
（

聞
香

イ
ベ

ン
ト

未
経

験
者

優
先

）
 

体
験

の
サ

ポ
ー

ト
、

安
全

管
理

を
お

願
い

し
ま

す
。

 
【

注
意

】
勉

強
会

で
は

材
料

費
と

し
て

1,
00

0
円

を
頂

き
ま

す
。

勉
強

会
で

作
っ

た
香

り
袋

は
お

持
ち

帰
り

い
た

だ
け

ま
す

。
 

7
月

24
日

(木
) 

10
:0

0～
 

11
:3

0 

7
月

31
日

(木
) 

13
:0

0～
14

:3
0 

山
本

 
(考

古
) 

琉
球

銭
 

【
金

圓
き

ん
え

ん
世よ

寶ほ
う
】

 
を

つ
く

ろ
う

 
（

2
日

目
）

 

4
名

 

セ
ッ

テ
ィ

ン
グ

、
片

付
け

、
体

験
の

サ
ポ

ー
ト

、
安

全
管

理
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

※
２

日
間

と
も

同
じ

内
容

で
開

催
し

ま
す

。
 

7
月

25
日

(金
) 

14
:0

0～
 

15
:3

0 

7
月

31
日

(木
) 

15
:0

0～
16

:3
0 

新
山

 
(地

質
) 

ズ
ー

ム
イ

ン
！

 
砂

粒
の

ミ
ク

ロ
の

世
界

を
 

見
て

み
よ

う
 

2
名

 
顕

微
鏡

の
使

い
方

な
ど

の
体

験
サ

ポ
ー

ト
、

安
全

管
理

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

7
月

24
日

(木
) 

14
:0

0～
15

:3
0 

       
 

  
 

ボ
 ラ

 ン
 テ

 ィ
 ア

 
博
物
館

 

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
 

博
物
館
班
（
直
通
）
 

T
E
L
:
 
09
8
‐
8
5
1‐

5
4
01
 
 
 

F
A
X
：
09
8
‐
9
4
1‐

3
6
50
 

77
月月
１１
日日
発発
行行

  
第第

22
11
22
号号
（（
RR
７７
年年

77
月月
））
  

通 信  

裏裏
面面
にに
つつ
づづ
きき
まま
すす
→→

  

【【
日日

程程
】】

令
和

７
年

７
月

1
5
日

(
火

)
 

【【
時時

間間
】】

1
5
:
0
0
～

1
6
:
0
0 

【【
場場

所所
】】

美
術

館
講

座
室
 

【【
対対

象象
】】

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
世

話
係

、
分

野
別

勉
強

会
世

話
係
 

お
知
ら
せ
②

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
の
日
程
に
つ
い
て

 

お
知
ら
せ
①

 
全
館
燻
蒸
・
消
毒
に
つ
い
て

 

全全
館館
燻燻

蒸蒸
にに
とと
もも
なな
いい
、、
以以

下下
のの
日日
程程
はは
メメ
ンン
テテ
ナナ
ンン
スス
休休
館館
とと
なな
りり

まま
すす
。。

  

７７
月月

２２
日日

((
水水
))
～～
７７

月月
11
00
日日
((
木木
))
まま

でで
  

※
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
休

館
中

は
、

燻
蒸

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
除

き
入

館
で

き
ま

せ
ん

。
 

・
燻

蒸
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
（

養
生

）
…

７
月

３
日

(
木

)
 

9
:
0
0
～

1
2
:
0
0
 

・
燻

蒸
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
（

回
復

）
…

７
月

９
日

(
水

)
 

9
:
0
0
～

1
2
:
0
0
 

６月号④

７月号①
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日
程

 
 

 内
容

 
場

所
 

７
月

1
7

日
(木

) 

1
4
:0

0
～

1
5
:0

0
 

常常
設設

展展
展展

示示
解解

説説
会会

（（
生生

物物
））
  

定
員

：
1
5

名
 

※
当

日
先

着
順

(1
3
:3

0
よ

り
受

付
開

始
) 

解解
説説

：：
菊菊

川川
  

章章
（（
生生

物物
担担

当当
学学

芸芸
員員

））
  

1
3
 :
 3

0
 

ふ
れ

あ
い

体
験

室
前

 集
合

 

７
月

1
2

日
(土

) 

1
4
:0

0
～

1
6
:0

0
 

琉琉
球球

王王
国国

尚尚
王王

統統
成成

立立
66
00
00

年年
記記

念念
事事

業業
  学学

芸芸
員員

講講
座座

  

「「
第第

一一
尚尚

氏氏
王王

統統
期期

のの
ググ

スス
クク

  ――
縄縄

張張
りり

のの
完完

成成
形形

をを
見見

るる
――

」」
  

定
員

：
2
0
0

名
 

※
当

日
先

着
順

（
開

場
13

:3
0
） 

講講
師師

：：
山山

本本
  正正

昭昭
（（
考考

古古
担担

当当
学学

芸芸
員員

））
  

３
F
 

講
堂

 

７
月

1
9

日
（
土

） 

1
3
:3

0
～

1
6
:3

0
 

文文
化化

講講
座座

 
「「
ググ

スス
クク

発発
掘掘

調調
査査

最最
前前

線線
」」
 

定
員

：
2
0
0

名
 

※
当

日
先

着
順

（
開

場
13

:3
0
） 

講講
師師

：：
菅菅

原原
 広広

史史
 氏氏

  
ほほ

かか
３３

名名
 

３
F
 

講
堂

 

７
月

2
6

日
(土

) 

1
4
:0

0
～

1
5
:0

0
 

博博
物物

館館
ババ

ッッ
クク

ヤヤ
ーー

ドド
ツツ

アア
ーー

（（
地地

質質
））

 
定

員
：
1
2

名
 

 
 

※
事

前
申

込
 

（
7
/
1
9
(土

)か
ら

受
付

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

解解
説説

：：
新新

山山
  

颯颯
大大

（（
地地

質質
担担

当当
学学

芸芸
員員

））
  

1
3
 :
 5

0
 

ふ
れ

あ
い

体
験

室
前

 集
合

 

日
程

 
募

集
内

容
 

募
集

人
数

 

７７
月月

３３
日日

((木木
))  

99
：：
00
00
～～

11
22
：：
00
00
  

燻燻
蒸蒸

作作
業業

ササ
ポポ

ーー
トト

（（
養養

生生
））
  

燻
蒸

消
毒

の
前

に
、

ふ
れ

あ
い

体
験

室
に

て
、

 

資
料

を
養

生
し

ま
す

。
 

１
０

名
程

度
 

７７
月月

９９
日日

((水水
))  

99
：：
00
00
～～

11
22
：：
00
00
  

燻燻
蒸蒸

作作
業業

ササ
ポポ

ーー
トト

（（
回回

復復
））
  

燻
蒸

消
毒

が
終

わ
っ

た
後

、
ふ

れ
あ

い
体

験
室

に
て

、
 

養
生

し
た

資
料

を
回

復
し

ま
す

。
 

１
０

名
程

度
 

７７
月月

22
88

日日
((月月

))  

11
33
::22

00
～～

11
44
::22

00
  

ふふ
れれ

ああ
いい

体体
験験

室室
  

IIPP
MM

清清
掃掃

  
ふ

れ
あ

い
体

験
室

の
体

験
キ

ッ
ト

の
 

拭
き

掃
除

等
を

行
い

ま
す

。
  

１
０

名
程

度
 

８８
月月

11
日日

（（
金金

））
  

11
33
::00

00
～～

11
44
::00

00
  

夏夏
休休

みみ
教教

員員
向向

けけ
講講

座座
（（
民民

具具
体体

験験
実実

演演
））
  

小
学

校
の

教
員

向
け

に
、

民
具

体
験

の
 

レ
ク

チ
ャ

ー
を

行
い

ま
す

。
 

1
2

名
程

度
 

お
知
ら
せ
④

 
７
月
の
教
育
普
及
関
連
催
事

 

お
知
ら
せ
③

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

 

下
記

に
つ

い
て

、
ご

参
加

い
た

だ
け

る
内

容
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

室
の

掲
示

板
へ
 

ご
記

名
を

お
願

い
し

ま
す

。
募

集
の

詳
細

に
つ

き
ま

し
て

は
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

室
に

掲
示

し
て

あ
る
 

募
集

用
紙

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
 

77
月月
１１
日日
発発
行行

  
第第

22
11
22
号号
（（
RR
７７
年年

77
月月
））
  

※
催

事
問

合
せ

・
申

込
：
T
E
L
 

0
9
8
‐
9
4
1‐

8
2
0
0
 （

県
立

博
物

館
・
美

術
館

 
代

表
） 

    

日
程

 
担

当
 

学
芸

員
 

タ
イ

ト
ル

 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
募

集
人

数
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

内
容

 
事

前
勉

強
会

 
(場

所
:実

習
室

) 

7
月

29
日

（
火

）
 

9:
00

～
11

:3
0 

宇
佐

美
 

(地
学

）
 

石
！

石
！

石
！

 
博

物
館

と
 

街
を

め
ぐ

る
 

探
検

ツ
ア

ー
 

3
名

 

安
全

管
理

を
お

願
い

し
ま

す
。

 
【

注
意

】
博

物
館

内
を

約
30

分
、

 
屋

外
を

約
２

時
間

歩
き

ま
す

の
で

、
暑

さ
対

策
と

水
分

補
給

を
十

分
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

 

7
月

23
日

(水
) 

10
:0

0～
11

:3
0 

7
月

29
日

（
火

）
 

13
:0

0～
14

:3
0 

山
崎

 
渡

辺
 

(人
類

) 

洞
窟

遺
跡

の
 

堆
積

物
を

 
調

査
せ

よ
！

 
3

名
 

体
験

の
サ

ポ
ー

ト
や

安
全

管
理

を
お

願
い

し
ま

す
。

 
※

事
前

勉
強

会
お

よ
び

当
日

は
堆

積
物

を
扱

い
ま

す
。

汚
れ

て
も

よ
い

服
装

で
お

越
し

く
だ

さ
い

。
 

7
月

25
日

(金
) 

10
:0

0～
11

:3
0 

7
月

29
日

（
火

）
 

15
:0

0～
16

:3
0 

菊
川

 
(生

物
) 

カ
タ

ツ
ム

リ
の

 
ふ

し
ぎ

を
 

し
ら

べ
よ

う
！

 
3

名
 

カ
タ

ツ
ム

リ
の

殻
を

使
っ

た
立

体
図

鑑
づ

く
り

体
験

の
サ

ポ
ー

ト
や

安
全

管
理

を
お

願
い

し
ま

す
。

 
※

事
前

勉
強

会
は

あ
り

ま
せ

ん
。

 

勉
強

会
な

し
 

7
月

30
日

(水
) 

10
:0

0～
11

:3
0 

森
下

 
(民

俗
) 

ソ
テ

ツ
の

虫
か

ご
づ

く
り

と
芭

蕉
葉

で
セ

ミ
を

捕
ま

え
よ

う
！

 

3
名

 

体
験

の
サ

ポ
ー

ト
、

安
全

管
理

を
お

願
い

し
ま

す
。

雨
で

な
け

れ
ば

実
際

に
虫

捕
り

体
験

を
行

う
予

定
で

す
。

 
【

注
意

】
屋

外
作

業
の

た
め

、
暑

さ
対

策
と

水
分

補
給

を
十

分
に

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

 

7
月

23
日

(水
) 

14
:0

0～
 

15
:3

0 

7
月

30
日

(水
) 

13
:0

0～
14

:3
0 

山
本

 
(考

古
) 

琉
球

銭
 

【
金

圓
き

ん
え

ん
世せ

い
寶ほ

う
】

 
を

つ
く

ろ
う

 
（

1
日

目
）

 

4
名

 

セ
ッ

テ
ィ

ン
グ

、
片

付
け

、
体

験
の

サ
ポ

ー
ト

、
安

全
管

理
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

※
２

日
間

と
も

同
じ

内
容

で
開

催
し

ま
す

。
連

続
講

座
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
 

7
月

25
日

(金
) 

14
:0

0～
 

15
:3

0 

7
月

31
日

(木
) 

10
:0

0～
11

:3
0 

伊
禮

 
(美

術
 

工
芸

) 

香
り

を
聞

こ
う

！
香

り
袋

と
 

聞
香

体
験

 
4

名
 

 

体
験

の
サ

ポ
ー

ト
、

安
全

管
理

を
お

願
い

し
ま

す
。

 
【

注
意

】
勉

強
会

で
は

材
料

費
と

し
て

1,
00

0
円

を
頂

き
ま

す
。

勉
強

会
で

作
っ

た
香

り
袋

は
お

持
ち

帰
り

い
た

だ
け

ま
す

。
 

7
月

24
日

(木
) 

10
:0

0～
 

11
:3

0 

7
月

31
日

(木
) 

13
:0

0～
14

:3
0 

山
本

 
(考

古
) 

琉
球

銭
 

【
金

圓
き

ん
え

ん
世せ

い
寶ほ

う
】

 
を

つ
く

ろ
う

 
（

2
日

目
）

 

4
名

 

セ
ッ

テ
ィ

ン
グ

、
片

付
け

、
体

験
サ

ポ
ー

ト
、

安
全

管
理

を
お

願
い

し
ま

す
。

 
※

２
日

間
と

も
同

じ
内

容
で

開
催

し
ま

す
。

連
続

講
座

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

 

7
月

25
日

(金
) 

14
:0

0～
 

15
:3

0 

7
月

31
日

(木
) 

15
:0

0～
16

:3
0 

新
山

 
(地

質
) 

ズ
ー

ム
イ

ン
！

 
砂

粒
の

ミ
ク

ロ
の

世
界

を
 

見
て

み
よ

う
 

2
名

 
顕

微
鏡

の
使

い
方

な
ど

の
体

験
サ

ポ
ー

ト
、

 
安

全
管

理
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

7
月

24
日

(木
) 

14
:0

0～
15

:3
0 

 
※

7
月

2
9

日
(火

)「
石

！
石

！
石

！
博

物
館

と
石

を
め

ぐ
る

体
験

ツ
ア

ー
」
は

6
月

号
よ

り
時

間
帯

・
一

部
内

容
が

変
更

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
 

夏夏
休休

みみ
ここ

どど
もも

フフ
ェェ

スス
タタ

のの
日日

程程
（（
事事

前前
勉勉

強強
会会

がが
ああ

るる
もも

のの
はは

必必
ずず

参参
加加

をを
おお

願願
いい

しし
まま

すす
））
  

77
月月
１１
日日
発発
行行

  
第第

22
11
22
号号
（（
RR
７７
年年

77
月月
））
  

７月号②

７月号③
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歴
史

 
崎

原
さ

き
は

ら

 
恭

子
き

ょ
う

こ

 
人

類
 

山
崎

や
ま

さ
き

 
真

治
し

ん
じ

 
考

古
 

山
本

や
ま

も
と

 
正

昭
ま

さ
あ

き

 

歴
史

 
大

城
お

お
し

ろ

 
直

也
な

お
や

 
人

類
 

渡
辺

わ
た

な
べ

 
み

ど
り

 
民

俗
 

森
下

も
り

し
た

 愛
子

あ
い

こ

 

美
術

工
芸

 
國く

に

吉よ
し

 史
乃

し
の

 
地

学
 

新
山

に
い

や
ま

 
颯そ

う

大た

 
学

芸
員

業
務

補
佐

 
大

湾
お

お
わ

ん

 
ゆ

か
り

 

美
術

工
芸

 
伊

禮
い

れ
い

 
拓

郎
た

く
ろ

う

 
生

物
 

菊
川

き
く

か
わ

 
章あ

き
ら

 
教

育
普

及
 

平
川

ひ
ら

か
わ

 
信の

ぶ

幸ゆ
き

 

学
芸

補
助

 
勝

連
か

つ
れ

ん

 
涼

子
り

ょ
う

こ

 
事

務
補

助
 

大
底

お
お

そ
こ

 
ひ

ろ
み

 
教

育
普

及

補
助

 
城

間
し

ろ
ま

 
智

子
と

も
こ

 

館
長

 
里

井
さ

と
い

 
洋

一
よ

う
い

ち

 

副
館

長
 

親お
や

富ふ

祖そ

 
ち

か
 

班
長

 
宇

佐
美

う
さ

み

 
賢け

ん

 

ボ
 ラ

 ン
 テ

 ィ
 ア

 
博
物
館

 
88
月月
１１
日日
発発
行行

  
第第

22
11
33
号号
（（
RR
７７
年年

88
月月
））
  

通 信  

裏裏
面面

にに
つつ

づづ
きき

まま
すす

→→
  

博博
物物
館館

  
メメ
ンン
ババ
ーー
紹紹
介介
（（
令令
和和

77
年年
度度

88
月月

11
日日
版版
））

  

８
月
以
降
も

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

 

今
年
度
、

 
民
俗
の
森
下
さ
ん
、

 
人
類
の
渡
辺
さ
ん
、

 
美
術
工
芸
の
國
吉
さ
ん
が

 
加
わ
り
ま
し
た
！

 

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
 

博
物
館
班
（
直
通
）
 

T
E
L
:
 
09
8
‐
8
5
1‐

5
4
01
 
 
 

F
A
X
：
09
8
‐
9
4
1‐

3
6
50
 

   
 

【【
日日

程程
】】

令
和

７
年

８
月

1
9
日

(
火

)
 

【【
時時

間間
】】

1
5
:
0
0
～

1
6
:
0
0 

【【
場場

所所
】】

博
物

館
実

習
室
 

【【
対対

象象
】】

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
世

話
係

、
分

野
別

勉
強

会
世

話
係
 

お
知
ら
せ
①

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
の
日
程
に
つ
い
て

 

お
知
ら
せ
②
「
ガガ
イイ
ドド
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
訓訓
練練
」」
  
日日
程程
にに
つつ
いい
てて

  

令令
和和

７７
年年

度度
ガガ

イイ
ドド

ボボ
ララ

ンン
テテ

ィィ
アア

講講
座座

にに
登登

録録
ささ

れれ
てて

いい
るる

方方
へへ
  

  ９
月

に
実

施
を

予
定

し
て

お
り

ま
す

「
ガ

イ
ド

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

訓
練

」
は

、
下下

記記
のの

日日
程程

のの
うう

ちち
いい

ずず
れれ

かか
２２

日日
間間

を
お

選
び

い
た
だ

き
、

ご
参

加
く

だ
さ

い
ま

す
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。
 

※
全全

４４
日日

程程
すす

べべ
てて

にに
ごご

参参
加加

いい
たた

だだ
くく

必必
要要

はは
ごご

ざざ
いい

まま
せせ

んん
。。
 

ご
都

合
が

つ
か

な
い

場
合

は
、

恐
れ

入
り

ま
す

が
博

物
館

班
 
教

育
普

及
担

当
ま

で
ご

相
談

く
だ

さ
い

。
 

当
日

は
、

開
始

時
刻

ま
で

に
お

集
ま

り
い

た
だ

き
ま

す
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。
 

 

対対
象象

：：
令令

和和
７７

年年
度度

ガガ
イイ

ドド
ボボ

ララ
ンン

テテ
ィィ

アア
講講

座座
登登

録録
者者
  

  内内
容容

：：
ガガ

イイ
ドド

のの
実実

施施
練練

習習
をを

行行
いい

まま
すす

。。
ガガ

イイ
ドド

すす
るる

箇箇
所所

はは
  

  
  

  
ジジ

ンン
ブブ

ンン
ボボ

ッッ
クク

スス
のの

場場
所所
  

①①
琉琉

球球
王王

国国
のの

成成
立立

、、
②②

万万
国国

津津
梁梁

のの
鐘鐘

、、
③③

進進
貢貢

船船
  

④④
琉琉

球球
王王

国国
のの

衰衰
亡亡

、、
⑤⑤

米米
軍軍

車車
両両

とと
ナナ

ンン
ババ

ーー
ププ

レレ
ーー

トト
  

をを
予予

定定
しし

てて
いい

まま
すす

。。
((
他他

のの
場場

所所
でで

もも
大大

歓歓
迎迎

！！
))
  

  

当当
日日

のの
持持

ちち
物物

：：
ガガ

イイ
ドド

ママ
ニニ

ュュ
アア

ルル
、、

鉛鉛
筆筆

等等
のの

筆筆
記記

用用
具具
  

集集
合合

場場
所所

：：
エエ

ンン
トト

ララ
ンン

スス
ホホ

ーー
ルル

（（
博博

物物
館館

常常
設設

展展
付付

近近
））
  

  「「
ガガ

イイ
ドド

ボボ
ララ

ンン
テテ

ィィ
アア

訓訓
練練

」」
  

日日
程程
  

①
 
9
月

 
5
日

(
金

)
 

1
4
:
0
0
～

1
6
:
0
0
 

②
 
9
月

1
0
日

(
水

)
 

1
4
:
0
0
～

1
6
:
0
0
 

③
 
9
月

1
7
日

(
水

)
 

1
0
:
0
0
～

1
2
:
0
0
 

④
 
9
月

1
9
日

(
金

)
 

1
4
:
0
0
～

1
6
:
0
0
 

  ※※
上上
記記
４４
日日
程程
のの
うう
ちち
、、
ごご
都都
合合
のの
よよ
ろろ
しし
いい
２２
日日
間間
をを
おお
選選
びび
  

いい
たた
だだ
きき
、、
ごご
参参
加加
をを
おお
願願
いい
いい
たた
しし
まま
すす
。。
  

  
※※
すす
べべ
てて
のの
日日
程程
にに
ごご
参参
加加
いい
たた
だだ
くく
必必
要要
はは
ごご
ざざ
いい
まま
せせ
んん
。。
  

88
月月
１１
日日
発発
行行

  
第第

22
11
33
号号
（（
RR
７７
年年

88
月月
））
  

▲▲
ガガ
イイ
ドド
ママ
ニニ
ュュ
アア
ルル
  

※※
  ５５

月月
1144

日日
((水水

))のの
ガガ
イイ
ドド
座座
でで
  

配配
布布
しし
たた
もも
のの
  

22
枚枚
目目
にに
つつ
づづ
きき
まま
すす
→→

  

8 月号①

8月号②
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日
程

 
 

 内
容

 
場

所
 

８
月

７
日

(木
) 

1
4
:0

0
～

1
5
:0

0
 

常常
設設

展展
展展

示示
解解

説説
会会

（（
考考

古古
））
  

定
員

：
1
5

名
 

※
当

日
先

着
順

(1
3
:3

0
よ

り
受

付
開

始
) 

解解
説説

：：
山山

本本
  正正

昭昭
（（
考考

古古
担担

当当
学学

芸芸
員員

））
  

1
3
 :
 3

0
 

ふ
れ

あ
い

体
験

室
前

 集
合

 

８
月

９
日

(土
) 

1
4
:0

0
～

1
6
:0

0
 

学学
芸芸

員員
講講

座座
  

「「
ああ

るる
くく
  みみ

るる
  きき

くく
」」
そそ

しし
てて

対対
話話

すす
るる

  

～～
民民

俗俗
学学

者者
・・
宮宮

本本
常常

一一
流流

フフ
ィィ

ーー
ルル

ドド
ワワ

ーー
クク

でで
  

地地
域域

のの
未未

来来
をを

つつ
くく
るる

！！
？？

～～
  

定
員

：
2
0
0

名
 

※
当

日
先

着
順

（
開

場
13

:3
0
） 

講講
師師

：：
森森

下下
  愛愛

子子
（（
民民

俗俗
担担

当当
学学

芸芸
員員

））
  

３
F
 

講
堂

 

８
月

1
6

日
（
土

） 

1
4
:0

0
～

1
6
:0

0
 

文文
化化

講講
座座

 
「「
首首

里里
城城

復復
興興

基基
金金

（（
寄寄

付付
金金

））
をを

活活
用用

しし
たた

 
令令

和和
のの

首首
里里

城城
復復

元元
にに

つつ
いい

てて
」」
 

定
員

：
2
0
0

名
 

※
当

日
先

着
順

（
開

場
13

:3
0
） 

講講
師師

：：
城城

間間
 太太

基基
 氏氏

（（
首首

里里
城城

復復
興興

課課
担担

当当
））
 

３
F
 

講
堂

 

８
月

2
3

日
(土

) 

1
4
:0

0
～

1
5
:0

0
 

博博
物物

館館
ババ

ッッ
クク

ヤヤ
ーー

ドド
ツツ

アア
ーー

（（
生生

物物
））

 
定

員
：
1
2

名
 

 
 

※
事

前
申

込
 

（
8
/
1
6
(土

)か
ら

受
付

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

解解
説説

：：
菊菊

川川
  章章

（（
生生

物物
担担

当当
学学

芸芸
員員

））
  

1
3
 :
 5

0
 

ふ
れ

あ
い

体
験

室
前

 集
合

 

日
程

 
募

集
内

容
 

募
集

人
数

 

８８
月月

11
日日

（（
金金

））
  

11
33
::00

00
～～

11
44
::00

00
  

夏夏
休休

みみ
教教

員員
向向

けけ
講講

座座
（（
民民

具具
体体

験験
実実

演演
））
  

小
学

校
の

教
員

向
け

に
、

民
具

体
験

の
 

レ
ク

チ
ャ

ー
を

行
い

ま
す

。
 

1
2

名
程

度
 

８８
月月

22
55

日日
((月月

))  

11
33
::22

00
～～

11
44
::22

00
  

ふふ
れれ

ああ
いい

体体
験験

室室
  

IIPP
MM

清清
掃掃

  
ふ

れ
あ

い
体

験
室

キ
ッ

ト
の

拭
き

掃
除

等
を

行
い

ま
す

。
 

1
0

名
程

度
 

お
知
ら
せ
⑤

 
８
月
の
教
育
普
及
関
連
催
事

 

お
知
ら
せ
④

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

 

下
記

に
つ

い
て

、
ご

参
加

い
た

だ
け

る
内

容
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

室
の

掲
示

板
へ
 

ご
記

名
を

お
願

い
し

ま
す

。
募

集
の

詳
細

に
つ

き
ま

し
て

は
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

室
に

掲
示

し
て

あ
る
 

募
集

用
紙

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
 

88
月月
１１
日日
発発
行行

  
第第

22
11
33
号号
（（
RR
７７
年年

88
月月
））
  

※
催

事
問

合
せ

・
申

込
：
T
E
L
 

0
9
8
‐
9
4
1
‐8

2
0
0
 （

県
立

博
物

館
・
美

術
館

 
代

表
） 

お
知
ら
せ
③

 
夏
休
み
期
間
中
の
ご
協
力
の
お
願
い

 

令令
和和

７７
年年

度度
ガガ

イイ
ドド

ボボ
ララ

ンン
テテ

ィィ
アア

講講
座座

にに
登登

録録
ささ

れれ
てて

いい
るる

方方
へへ

  
  

８
月

は
夏

休
み

期
間

中
の

た
め

、
多

く
の

子
ど

も
た

ち
が

来
館

さ
れ

る
見

込
み

で
す

。
 

こ
の

機
会

に
、

先
輩

ガ
イ

ド
さ

ん
の

案
内

を
観

察
し

た
り

、
ふ

れ
あ

い
体

験
室

で
来

館
者

と
の

交
流

を
 

行
う

場
と

し
て

ご
参

加
い

た
だ

け
れ

ば
と

存
じ

ま
す

。
 

ご
都

合
の

つ
く

方
は

、
ぜ

ひ
ご

協
力

賜
り

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

※
な

お
、

ふ
れ

あ
い

体
験

室
で

の
交

流
活

動
に

つ
き

ま
し

て
は

、
事

前
の

応
募

や
予

約
は

不
要

で
す

。
 

来
館

さ
れ

た
タ

イ
ミ

ン
グ

で
ご

参
加

い
た

だ
け

ま
す

の
で

、
お

気
軽

に
足

を
お

運
び

く
だ

さ
い

。
 

  
88
月月
１１
日日
発発
行行

  
第第

22
11
33
号号
（（
RR
７７
年年

88
月月
））
  

新
職
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
！

  
RR
７７
年年

度度
新新
職職

員員
かか

らら
のの
ココ

メメ
ンン

トト
でで

すす
！！

  

みみ
なな
ささ

まま
、、

よよ
ろろ

しし
くく
おお
願願

いい
しし

まま
すす

！！
 

國國く
に

吉吉よ
し

  
史史

乃乃
し

の

（（
美美

術術
工工

芸芸
担担

当当
））
  

森森
下下

も
り

し
た

  
愛愛

子子
あ

い
こ

（（
民民

俗俗
担担

当当
））
  

渡渡
辺辺

わ
た

な
べ

  
みみ

どど
りり

（（
人人

類類
学学

担担
当当

））
  

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
國
吉
史
乃
で
す
。

 

こ
の
た
び
、
産
休
に
入
ら
れ
た
篠
原
さ
ん
の
代
理
と
し
て
、
７
月
９
日
よ
り
来
年
３
月
末
ま
で
、
再
び

 

博
物
館
の
業
務
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

 

こ
れ
ま
で
真
摯
に
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
、
少
し
で
も
ご
恩
返
し
が

 

で
き
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
情
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

 民
俗
担
当
学
芸
員
の
森
下
愛
子
で
す
。
大
城
沙
織
さ
ん
が
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
る
間
の
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー

と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
は
大
宜
味
村
に
て
文
化
財
保
護
や
、
自
然
に
育
ま
れ
た
歴
史
・
文
化

体
験
を
子
ど
も
達
に
届
け
る
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
短
い
間
で
す
が
、
皆
様
と
も
た
く
さ
ん
交
流
で
き
た

ら
嬉
し
い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

今
年
度
５
月
よ
り
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
、
渡
辺
み
ど
り
と
申
し
ま
す
。
人
類
の
澤
浦
さ
ん
の
後
任
で

参
り
ま
し
た
。
期
間
は
今
年
度
の
予
定
で
す
の
で
次
の
方
へ
繋
げ
て
い
け
る
よ
う
に
尽
力
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
の
１
、
２
月
の
恩
納
村
で
の
移
動
展
も
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
で
も

 

み
な
さ
ま
と
よ
り
関
わ
れ
ま
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
助
言
、
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
い
た
し
ま
す
。

 

8 月号③

８月号④
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日
程

 
募
集
内
容

 
募
集
人
数

 

９９
月月

22
22
日日
（（
月月
））
  

11
33
：：
22
00
～～

11
44
：：
22
00
  

ふふ
れれ
ああ
いい
体体
験験
室室

  
IIPP

MM
清清
掃掃

  
体
験
キ
ッ
ト
等
の
拭
き
掃
除
を
行
い
ま
す
。
  

1
0
名
程
度

 

11
00
月月

22
11
日日

((火火
))  

11
22
：：
00
00
～～

11
33
：：
00
00
  

小小
規規
模模
校校
ガガ
イイ
ドド

  
座座
間間
味味
小小
学学
校校

  
1
年
生
1
0
名
、
2
年
生
3
名

 
4
名
程
度

 

ボ
 ラ

 ン
 テ

 ィ
 ア

 
博
物
館

 

お
知
ら
せ
②

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

 

下
記

に
つ

い
て

、
ご

参
加

い
た

だ
け

る
内

容
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

室
の

掲
示

板
へ
 

ご
記

名
を

お
願

い
し

ま
す

。
募

集
の

詳
細

に
つ

き
ま

し
て

は
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

室
に

掲
示

し
て

あ
る
 

募
集

用
紙

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
 

99
月月
１１
日日
発発
行行

  
第第

22
11
44
号号
（（
RR
７７
年年

99
月月
））
  

通 信  

裏裏
面面
にに
つつ
づづ
きき
まま
すす
→→

  

【【
日日

程程
】】

令
和

７
年

９
月

1
7
日

(
水

)
 

【【
時時

間間
】】

1
5
:
0
0
～

1
6
:
0
0 

【【
場場

所所
】】

美
術

館
講

座
室
 

【【
対対

象象
】】

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
世

話
係

、
分

野
別

勉
強

会
世

話
係
 

※
 第

３
火
曜
日
（
９
月

16
日
）
が
休
館
日
の
た
め
、
翌
日
の
９
月

17
日
（
水
）
に
 

開
催
い
た
し
ま
す
。
 ご

理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

お
知
ら
せ
①

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
の
日
程
に
つ
い
て

 

沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
 

博
物
館
班
（
直
通
）
 

T
E
L
:
 
09
8
‐
8
5
1‐

5
4
01
 
 
 

F
A
X
：
09
8
‐
9
4
1‐

3
6
50
 

   
 

日
程

 
内

容
 

場
所

 

９
月

1
1

日
(木

) 

1
4
:0

0
～

1
5
:0

0
 

常常
設設

展展
展展

示示
解解

説説
会会

（（
教教

育育
普普

及及
））
  

定
員

：
1
5

名
 

※
当

日
先

着
順

(1
3
:3

0
よ

り
受

付
開

始
) 

解解
説説

：：
平平

川川
  信信

幸幸
（（
教教

育育
普普

及及
担担

当当
学学

芸芸
員員

））
 

1
3
 :
 3

0
 

ふ
れ

あ
い

体
験

室
前

 集
合

 

９
月

1
3

日
(土

) 

1
4
:0

0
～

1
6
:0

0
 

琉琉
球球

王王
国国

尚尚
王王

統統
成成

立立
66
00
00

年年
記記

念念
事事

業業
  

学学
芸芸

員員
講講

座座
  

「「
王王

権権
のの

痕痕
跡跡

--
第第

一一
尚尚

氏氏
ゆゆ

かか
りり

のの
遺遺

跡跡
をを

辿辿
るる

」」
  

定
員

：
2
0
0

名
 

※
当

日
先

着
順

（
開

場
13

:3
0
） 

講講
師師

：：
山山

本本
  正正

昭昭
（（
考考

古古
担担

当当
学学

芸芸
員員

））
 

３
F
 

講
堂

 

９
月

2
0

日
（
土

） 

1
4
:0

0
～

1
6
:0

0
 

文文
化化

講講
座座

 
「「
ママ

ググ
ママ

がが
語語

るる
琉琉

球球
列列

島島
のの

形形
成成

史史
 

――
大大

陸陸
とと

海海
のの

地地
質質

をを
つつ

なな
ぐぐ

もも
のの

――
」」
 

定
員

：
2
0
0

名
 

※
当

日
先

着
順

（
開

場
13

:3
0
） 

講講
師師

：：
谷谷

 健健
一一

郎郎
 氏氏

 
（ （国国

立立
科科

学学
博博

物物
館館

  
地地

学学
研研

究究
部部

  
鉱鉱

物物
科科

学学
研研

究究
ググ

ルル
ーー

ププ
）） 

３
F
 

講
堂

 

９
月

2
7

日
(土

) 

1
4
:0

0
～

1
5
:0

0
 

博博
物物

館館
ババ

ッッ
クク

ヤヤ
ーー

ドド
ツツ

アア
ーー

（（
地地

学学
））

 
定

員
：
1
2

名
 

 
 

※
事

前
申

込
 

（
9
/
2
0
(土

)か
ら

受
付

）
 

 
 

 
 

 
 

 

解解
説説

：：
宇宇

佐佐
美美

  賢賢
（（
博博

物物
館館

班班
長長

、、
地地

学学
担担

当当
学学

芸芸
員員

））
 

1
3
 :
 5

0
 

ふ
れ

あ
い

体
験

室
前

 集
合

 

※
催

事
問

合
せ

・
申

込
：
T
E
L
 

0
9
8
‐
9
4
1
‐8

2
0
0
 （

県
立

博
物

館
・
美

術
館

 
代

表
） 

99
月月
１１
日日
発発
行行

  
第第

22
11
44
号号
（（
RR
７７
年年

99
月月
））
  

22
枚枚

目目
にに

つつ
づづ

きき
まま

すす
→→

  

お
知
ら
せ
③

 
９
月
の
教
育
普
及
催
事

 

【
お
礼
】
 
夏
イ
ベ
ン
ト
の
ご
協
力

 
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

  

７
月

2
9
日

〜
3
1
日

に
開

催
さ

れ
た

「
夏

休
み

こ
ど

も
フ

ェ
ス

タ
」
、

そ
し
て
８
月
１
日
の
「
夏
休
み
教
員
向
け
講
座
」
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆

さ
ま

に
た

く
さ

ん
の

ご
協

力
を

い
た

だ
き

、
心

よ
り

 

感
謝

申
し

上
げ

ま
す

。
 

猛
暑

の
中

、
屋

外
で

の
作

業
も

含
ま

れ
る

体
験

教
室

で
は

、
 

皆
さ

ま
が

快
く

参
加

・
協

力
し

て
く

だ
さ

っ
た

お
か

げ
で

、
ど

の

教
室

も
安

全
で

充
実

し
た

内
容

と
な

り
ま

し
た

。
子

ど
も

た
ち

に

と
っ

て
も

、
楽

し
く

て
思

い
出

に
残

る
夏

の
ひ

と
と

き
に

な
っ

た

こ
と

と
思

い
ま

す
。

 

ま
た

、
教

員
向

け
講

座
で

は
、

民
具

体
験

の
解

説
の

コ
ツ

や
 

子
ど

も
へ

の
声

か
け

の
ポ

イ
ン

ト
な

ど
、
先

生
方

に
と

っ
て

も
 

学
び

の
多

い
時

間
と

な
り

ま
し

た
。
現

場
で

の
知

恵
や

工
夫

を
 

共
有

し
て

い
た

だ
き

、
本

当
に

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
 

今
後

と
も

、
変

わ
ら

ぬ
ご

協
力

を
ど

う
ぞ

よ
ろ

し
く

お
願

い
 

い
た

し
ま

す
。
（

教
育

普
及

担
当

）
 

「
金

円
世

宝
を

つ
く

ろ
う

！
」

の
様

子
 
▶
 

▲
「

ソ
テ

ツ
の

虫
か

ご
づ

く
り

と
芭

蕉
葉

で
セ

ミ
を

捕
ま

え
よ

う
！

」
の

様
子
 

９月号➀

９月号②



- 63 -

 
 

99
月月
１１
日日
発発
行行

  
第第

22
11
44
号号
（（
RR
７７
年年

99
月月
））
  

【
再
掲
】
 
「ガガ
イイ
ドド
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
訓訓
練練
」」
  
日日
程程
にに
つつ
いい
てて

  

令令
和和

７７
年年

度度
  
ガガ

イイ
ドド

ボボ
ララ

ンン
テテ

ィィ
アア

講講
座座

にに
登登

録録
ささ

れれ
てて

いい
るる

方方
へへ
  

  ９
月

に
実

施
を

予
定

し
て

お
り

ま
す

「
ガ

イ
ド

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

訓
練

」
は

、
下下

記記
のの

日日
程程

のの
うう

ちち
いい

ずず
れれ

かか
２２

日日
間間

を
お

選
び

い
た
だ

き
、

ご
参

加
く

だ
さ

い
ま

す
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。
 

※
すす

べべ
てて

のの
日日

程程
にに

ごご
参参

加加
いい

たた
だだ

くく
必必

要要
はは

ごご
ざざ

いい
まま

せせ
んん

。。
 

ご
都

合
が

つ
か

な
い

場
合

は
、

恐
れ

入
り

ま
す

が
博

物
館

班
 
教

育
普

及
担

当
（

0
9
8
-
8
5
1
-
5
4
0
1
）

ま
で
 

ご
相

談
く

だ
さ

い
。

 

対対
象象

：：
令令

和和
７７

年年
度度

  
ガガ

イイ
ドド

ボボ
ララ

ンン
テテ

ィィ
アア

講講
座座

  
登登

録録
者者
  

  内内
容容

：：
ガガ

イイ
ドド

のの
実実

施施
練練

習習
をを

行行
いい

まま
すす

。。
  

ガガ
イイ

ドド
すす

るる
箇箇

所所
はは

ジジ
ンン

ブブ
ンン

ボボ
ッッ

クク
スス

のの
場場

所所
：：
  

①①
琉琉

球球
王王

国国
のの

成成
立立

、、
②②

万万
国国

津津
梁梁

のの
鐘鐘

、、
③③

進進
貢貢

船船
  

④④
琉琉

球球
王王

国国
のの

衰衰
亡亡

、、
⑤⑤

米米
軍軍

車車
両両

とと
ナナ

ンン
ババ

ーー
ププ

レレ
ーー

トト
  

をを
予予

定定
しし

てて
いい

まま
すす

。。
((
他他

のの
場場

所所
でで

もも
大大

歓歓
迎迎

！！
))
  

  

当当
日日

のの
持持

ちち
物物

：：
ガガ

イイ
ドド

ママ
ニニ

ュュ
アア

ルル
、、

鉛鉛
筆筆

等等
のの

筆筆
記記

用用
具具
  

（（
展展

示示
室室

内内
でで

はは
、、

ボボ
ーー

ルル
ペペ

ンン
・・

シシ
ャャ

ーー
ペペ

ンン
のの
  

使使
用用

がが
でで

きき
まま

せせ
んん

））
  

集集
合合

場場
所所

：：
エエ

ンン
トト

ララ
ンン

スス
ホホ

ーー
ルル

（（
博博

物物
館館

常常
設設

展展
付付

近近
））
  

  「「
ガガ

イイ
ドド

ボボ
ララ

ンン
テテ

ィィ
アア

訓訓
練練

」」
  

日日
程程
  

①
 
9
月

 
5
日

(
金

)
 

1
4
:
0
0
～

1
6
:
0
0
 

②
 
9
月

1
0
日

(
水

)
 

1
4
:
0
0
～

1
6
:
0
0
 

③
 
9
月

1
7
日

(
水

)
 

1
0
:
0
0
～

1
2
:
0
0
 

④
 
9
月

1
9
日

(
金

)
 

1
4
:
0
0
～

1
6
:
0
0
 

  
※※
ごご
都都
合合
のの
よよ
ろろ
しし
いい
２２
日日
間間
をを
おお
選選
びび
いい
たた
だだ
きき
、、
ごご
参参
加加
をを
  

おお
願願
いい
いい
たた
しし
まま
すす
。。
  

  ※※
すす
べべ
てて
のの
日日
程程
にに
ごご
参参
加加
いい
たた
だだ
くく
必必
要要
はは
ごご
ざざ
いい
まま
せせ
んん
。。
  

▲▲
ガガ
イイ
ドド
ママ
ニニ
ュュ
アア
ルル
  

※※
  ５５

月月
1144

日日
((水水

))のの
ガガ
イイ
ドド
講講
座座
でで
  

配配
布布
しし
たた
もも
のの
  

「
夏

休
み

教
員

向
け

講
座

」
の

様
子
 

い よ い よ 

ラ ス ト ス � � ト ！ 

裏裏
面面
にに
つつ
づづ
きき
まま
すす
→→

  

 
99

月月
１１

日日
発発

行行
  
第第

22
11
44

号号
（（
RR
７７

年年
99

月月
））
  

【
重

要
】
 工

事
に

伴
う

一
部

施
設

休
室

の
お

知
ら

せ
と

今
後

の
活

動
に

つ
い

て
 

い
つ

も
博

物
館

・
美

術
館

の
活

動
に

ご
理

解
と

ご
支

援
を

賜
り

、
誠

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

 

こ
の

た
び

博
物

館
・

美
術

館
の

施
設

に
お

い
て

、
一

部
休

室
と

な
る

期
間

が
ご

ざ
い

ま
す

の
で

、
下

記
の

と
お

り
お

知
ら

せ
申

し
上

げ
ま

す
。

 

な
お

、
今

後
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

に
つ

き
ま

し
て

は
、

継
続

し
て

実
施

す
る

予
定

で
す

が
工

事
の

進
捗

状
況

に
よ

り
、

一
部

活
動

を
縮

小
ま

た
は

変
更

す
る

可
能

性
が

ご
ざ

い
ま

す
。

そ
の

際
に

は
ご

連
絡

の
う

え
、

可
能

な
限

り
ご

迷
惑

を
お

か
け

し
な

い
よ

う
配

慮
・

対
応

し
て

ま
い

り
ま

す
。

今
後

と
も

、
博

物

館
・

美
術

館
へ

の
変

わ
ら

ぬ
ご

支
援

と
ご

指
導

を
賜

り
ま

す
よ

う
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

 

≪
H
P
公
表
文
≫
 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
工
事
に
伴
う
一
部
休
室
予
定
に
つ
い
て
 

  

沖
縄

県
立

博
物

館
・

美
術

館
で

は
、

館
内

全
室

照
明

設
備

Ｌ
Ｅ

Ｄ
化

工
事

、
天

井
耐

震
化

工
事

等
の

た

め
、

令
和

８
年

９
月

頃
か

ら
令

和
1
0
年

３
月

頃
ま

で
の

間
、

展
示

室
や

共
用

部
分

等
の

一
部

休
室

を
予

定

し
て

い
ま

す
。

 

 
 

 
一

部
休

室
の

期
間

中
も

館
内

で
の

展
覧

会
開

催
以

外
の

資
料

の
収

集
・

保
存

、
調

査
研

究
、

教
育

普
及

等
の

活
動

は
通

常
ど

お
り

実
施

し
て

ま
い

り
ま

す
。

 

 
ま

た
、

ふ
れ

あ
い

体
験

室
、

情
報

セ
ン

タ
ー

、
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
シ

ョ
ッ

プ
、

カ
フ

ェ
、

貸
施

設
に

つ
い

て
は

、
通

常
通

り
運

営
を

予
定

し
て

お
り

ま
す

が
、

2
～

3
ヶ

月
の

休
室

を
予

定
し

て
い

ま
す

。
 

今
年

度
予

定
し

て
い

る
各

工
事

の
実

施
設

計
後

、
工

事
工

程
等

の
詳

細
が

確
定

次
第

、
貸

施
設

を
含

む
各

施
設

の
開

室
・

休
室

予
定

や
貸

出
可

能
予

定
期

間
、

館
内

外
で

の
実

施
予

定
事

業
等

に
つ

い
て

、
当

館
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
随

時
お

知
ら

せ
し

て
ま

い
り

ま
す

。
 

 
 

一一
部部

休休
室室

期期
間間

はは
、、

工工
事事

のの
進進

捗捗
状状

況況
等等

にに
よよ

りり
前前

後後
すす

るる
場場

合合
がが

ああ
りり

まま
すす

のの
でで

、、
ごご

了了
承承

くく
だだ

ささ

いい
。。

  

 
 皆

様
に

は
長

い
期

間
ご

不
便

を
お

か
け

い
た

し
ま

す
が

、
ご

理
解

と
ご

協
力

を
賜

り
ま

す
よ

う
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 

お
問

合
せ

 

沖
縄

県
立

博
物

館
・

美
術

館
 

代
表

番
号

：
0
9
8
-
9
4
1
-
8
2
0
0
 

時
間

：
9
：

0
0
～

1
8
：

0
0
 

９月号③

９月号④



- 64 -

 11
 / 

44 

       
 

   
 

ボ
 ラ

 ン
 テ

 ィ
ア

 
博

物
館

 
通 信  

 22
 / 

44 

    
 

10 月号①

10 月号②



- 65 -

 33
 / 

44 

 
 

 
 

 44
 / 

44 

   

 

 

 

 
  

 

ふ
れ
あ
い
体
験
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
す
き
ま
時
間
に
ち
ょ
こ
っ
と

 
参
加
で
き
る
か
ら
、
忙
し
い
方
で
も

 
気
軽
に
活
動
で
き
る
っ
ピ
よ
～
♬

 

10 月号③

10 月号④



- 66 -

 11
 / 

33 

       
 

   
 

ボ
 ラ

 ン
 テ
 ィ
ア
 

博
物

館
 

通 信  

 22
 / 

33 

   
  

11 月号①

11 月号②



- 67 -

 33
 / 

33 

 

   

 11
 / 

22 

       
 

   
 

ボ
 ラ

 ン
 テ
 ィ
ア
 

博
物

館
 

通 信  

11 月号③

12 月号①



- 68 -

 22
 / 

22 

    
 

 11
 / 

22 

       
 

                            

ボ
 ラ

 ン
 テ
 ィ
ア
 

博
物

館
 

通 信  

12 月号②

１月号①



- 69 -

 22
 / 

22 

      - 

 

 

 11
 / 

22 

       
 

                             

ボ
 ラ

 ン
 テ
 ィ
ア
 

博
物

館
 

通 信  

１月号②

２月号①



- 70 -

２月号②

 22
 / 

22 

     -        
 

 

【
お

礼
】

民
具

体
験

へ
の

ご
協

力
、

あ
り

が
と

う
ご

ざ
ま

し
た

！
 

 11
 / 

22 

       
 

                            
 

ボ
 ラ

 ン
 テ
 ィ
ア
 

博
物

館
 

通 信  

３月号①



- 71 -

 22
 / 

22 

 

 

３月号②



- 72 -

4 月号

R7
年
5
月
1
日
　
第
21
0
号

博
物
館
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信

・
廃
材
工
作
教
室

・
ふ
れ
あ
い
体
験
室
サ
ポ
ー
ト
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
含
む
）

・
か
み
し
ば
い

・
ガ
イ
ド
（
常
設
展
、
民
家
な
ど
無
料
ゾ
ー
ン
）

・
鑑
賞
体
験
（
美
術
館
ア
ー
ト
カ
ー
ド
）

・
お
り
が
み

G
W
勉
強
会
実
施
し
ま
し
た
！

詳
し
く
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
に
掲
示
中
！

み
な
さ
ま
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
(̂
)̂/

月

チ
ュ
ン
ジ
ー
も
や
り
ま
す
！

沖
縄
の
お
ま
も
り

サ
ン
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
も
5/
3（
土
）
に
実
施
！

万
国
津
梁
の
鐘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

in
お
き
み
ゅ
ー
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

　
万
国
津
梁
の
鐘
を
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
掘
り
下
げ
、
そ
の
魅
力
を
発
信
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
は
、
万
国
津
梁
の
鐘
の

こ
と
を
も
っ
と
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま

す
！
皆
様
の
サ
ポ
ー
ト
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
に
掲
示
中
♩

【
イ
ベ
ン
ト
内
容
】

・
鐘
の
音
を
サ
イ
エ
ン
ス
！
　
・
銘
文
ぬ
り
絵
リ
レ
ー

・
ア
ニ
メ
「
万
国
津
梁
の
鐘
も
の
が
た
り
」
上
映

　
　
　
　
　
　
…
他
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
！

鐘
の
響
き
を
、

骨
伝
導
で
体
感
！

ぼ
ん
ち
ゃ
ん

5 月号

- 72 - 

沖縄美ら島財団 発行分 

４月号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月号 

 

  

OCF209 

OCF210 



- 73 -

万
国
津
梁
の
鐘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

in
お
き
み
ゅ
ー
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

3
日
間
で
37
7
名
の
お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

沢
山
の
サ
ポ
ー
ト
を
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！
（
財
団
 石
田
）

ふ
れ
あ
い
体
験
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
頃
か
ら
、
ふ
れ
あ
い
体
験
室
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
サ
ポ
ー
ト
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

６
～
７
月
の
ふ
れ
あ
い
体
験
室
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
沖
縄
の
染
め
織
り
も
よ
う
の
デ
ザ
イ
ン
」
は
、

絣
も
よ
う
の
ス
タ
ン
プ
に
変
わ
り
ま
す
。
６
月
は
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
（
A4
サ
イ
ズ
）、
７
月
は
サ
コ
ッ
シ
ュ

（
A5
サ
イ
ズ
）
に
な
り
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
サ
ポ
ー
ト
や
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
財
団
 藤
田
）

R7
年
 ６
月
1
日
　
第
21
1
号

博
物
館
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信

月

イ
ベ
ン
ト
の
様
子
（
一
部
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ま
、
G
W
の
お
忙
し
い
中
、
サ
ポ
ー
ト

頂
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
3
日
間
で
1,
09
8
人

（
目
標
75
0
人
）
の
お
客
様
に
お
楽
し
み
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
お
客
様
の
面
白
い
発
想
や
感
想
だ
け

で
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
素
敵
な
笑
顔
に
出
会
う
こ
と
が

で
き
、
心
か
ら
感
動
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
改
め
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
に
掲
示
し
ま
す
！

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
財
団
 森
）

ネ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ッ
プ
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
！

こ
の
度
、
名
札
を
付
け
る
ス
ト
ラ
ッ
プ
が

新
し
く
な
り
ま
し
た
！
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の

一
環
で
お
き
み
ゅ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
同
じ

ス
ト
ラ
ッ
プ
を
使
っ
て
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
！

と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

交
流
員
以
外
の
方
は
、
曜
日
班
の
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に

お
名
前
の
付
い
た
封
筒
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

春
の
全
体
会
で
お
渡
し
い
た
し
ま
し
た
、
右
の
よ
う
な
用
紙
は
、

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
視
点
か
ら
今
年
度
よ
り
始
め
た
取
り
組
み
で
す
。

活
動
中
に
お
名
前
を
知
ら
れ
た
く
な
い
な
ぁ
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
ご
活
用

頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ま

い
つ
も
ジ
ン
ブ
ン
ボ
ッ
ク
ス
や
団
体
対
応
な
ど
、
日
頃
か
ら
様
々
な
活
動
に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
り
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
近
頃
、
ジ
ン
ブ
ン
ボ
ッ
ク
ス
を
希
望
さ
れ
る
団
体
が
増
え
て

お
り
ま
す
。
６
月
は
、
日
本
語
学
校
の
海
外
の
学
生
さ
ん
、
ハ
ワ
イ
か
ら
の
お
客
様
の
対
応
な
ど

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
７
月
も
盛
岡
か
ら
の
小
中
学
生
の
対
応
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
夏
休
み
に
は
、
県
内
外
か
ら
の
来
館
者
も
増
え
ま
す
の
で
、
お
客
様
と
の
対
話
も
楽
し
み

な
が
ら
、
お
き
み
ゅ
ー
や
沖
縄
の
魅
力
を
お
伝
え
い
た
だ
け
ま
す
と
嬉
し
い
で
す
。

昔
、
観
光
学
の
授
業
で
、「
旅
の
想
い
で
は
人
と
の
対
話
や
そ
の
時
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
な
ど
が
根
強
く

残
る
し
、
そ
れ
が
ま
た
、
行
き
た
い
要
素
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。」
と
学
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
客
様
が
お
き
み
ゅ
ー
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
の
対
話
を
、
旅
の
思
い
出
に
し
て
も
ら
え
た
ら

嬉
し
い
な
ぁ
と
個
人
的
に
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
！
で
も
、
毎
日
暑
い
の
で
、
活
動
で
き
そ
う
な
と
き
に
ご
支
援
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
に
随
時

予
定
を
更
新
中
で
す
♪

博
物
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

R7
年
 7
月
1
日
　
第
21
2
号

博
物
館
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信

白
地
に

ロ
ゴ
有

〇
ジ
ン
ブ
ン
ボ
ッ
ク
ス
予
定

７
月
24
日
（
木
）
16
:3
0
～
17
:3
0　
盛
岡
か
ら
の
学
生

6 月号

7月号
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8 月号

9月号

R
7

年
 8

月
1

日
　第

2
1

3
号

博
物

館
　ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
通

信

展
覧
会
の
お
知
ら
せ夏
休
み
に
入
り
ま
し
た
ね
！
い
つ
も
ご
支
援
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
O
ki
M
u
は
今
年
の
夏
も
、
に
ぎ
や
か
に
な
り
そ
う
な
予
感
が
し
ま
す
。

今
回
は
、
夏
休
み
の
情
報
を
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

博
物
館
常
設
展
の
取
り
組
み

那
覇
国
際
高
校
、
首
里
高
校

の
学
生
が
、
課
題
の
た
め
常

設
展
示
室
を
利
用
す
る
予
定

で
す
。
特
に
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
！
　
　

サ
ポ
ー
ト
お
願
い
し
ま
す
。

高
校
生
が
来
館
し
ま
す
！

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
常
設

展
の
魅
力
を
お
客
さ
ま

に
お
伝
え
し
ま
す
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も

ぜ
ひ
一
度
体
験
い
た
だ

け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

大
人
気
！
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

い
つ
も
以
上
に
、
来
場
者
が

増
え
る
時
期
。
県
内
外
の
お

客
様
と
の
交
流
を
楽
し
め
る

機
会
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
み
な
さ
ま
の
サ
ポ
ー
ト
を

お
願
い
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
体
験
室
も

に
ぎ
や
か
に
！

*期
間
：
7/
19
（
土
）
～
8/
26
（
火
）

以
前
、
新
し
い
名
札
の
リ
ボ
ン
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、

従
来
の
緑
色
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
も
使
っ
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
！

館
内
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
た
め
、
新
し
い
リ
ボ
ン
も
活
用
い
た
だ
け
ま
す
と

幸
い
で
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
勉
強
の
た
め
な
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
証
で
入
場
O
K
！

入
場
無
料

「
命
の
尊
さ
と
は
何
か
」
―
。
手
塚
治

虫
の
名
作
医
療
マ
ン
ガ
『
ブ
ラ
ッ
ク
・

ジ
ャ
ッ
ク
』
で
繰
り
返
し
問
い
か
け

ら
れ
る
こ
の
テ
ー
マ
を
、
戦
後
80
年

と
い
う
節
目
に
改
め
て
見
つ
め
な
お

し
ま
す
。

タ
ネ
に
は
人
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

た
め
の
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
つ
ま
っ

て
い
ま
し
た
。

20
25
年
の
夏
休
み
は
五
感
を
フ
ル

稼
働
し
て「
タ
ネ
の
ふ
し
ぎ
」に
迫
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

ネ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ッ
プ
に
つ
い
て

*８
月
か
ら
、
星
座
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
は
じ
ま
り
ま
す
！

R
7
年
9
月
1
日
　第
2
1
4
号

博
物
館
　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信

こ
の
夏
も
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る
様
々
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

充
実
し
た
夏
休
み
と
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

秋
か
ら
は
、
民
具
体
験
や
修
学
旅
行
・
遠
足
で
訪
れ
る
団
体
や
海
外
の
お
客
様
も
多
い
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
体
験
室
や
ジ
ン
ブ
ン
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
引
き
続
き
ご
支
援
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
キ
ラ
キ
ラ
光
る
星
座
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ
く
り
」

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
星
座
の
形
や
沖
縄
に
伝
わ
る
星
な
ど
を

学
び
な
が
ら
、
キ
ラ
キ
ラ
光
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
星
座
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
作
り
ま
す
。

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
は
約
3.
5c
m
の
大
き
さ
で
金
色
か
銀
色
か
ら
選
べ
ま
す
。

8
～
9
月
は
お
誕
生
日
の
星
座
か
春
～
夏
の
星
座
か
ら
１
つ
、

10
～
11
月
は
お
誕
生
日
の
星
座
か
秋
～
冬
の
星
座
か
ら
１
つ
、

お
好
き
な
星
座
を
選
ん
で
も
ら
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
体
験
室
に
見
本
を
置
い
て
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見
に
き
て
く
だ
さ
い
！

ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
☆
彡

8/
16
～
11
/2
2
開
催
の
ふ
れ
あ
い
体
験
室
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

9・
10
月
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
つ
い
て
、
ち
ょ
こ
っ
と
お
伝
え
し
ま
す
！

・
小
4
以
上
の
お
子
様
が
一
人
で
遊
べ
る
よ
う
な
内
容
を
意
識

・
親
子
で
挑
戦
で
き
る
よ
う
な
内
容
を
意
識

・
学
芸
員
の
視
点
で
、
展
示
物
を
見
つ
め
る
こ
と
を
重
視
！

・
現
在
は
、
２
つ
の
ク
イ
ズ
パ
タ
ー
ン
か
ら
成
る
！

み
っ
け

て 、 知 る ！

う
～

ん

と 、 考 え て 知 る ！

0
1

0
2

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

特
徴

化
石
を
観
察
し
て

時
代
背
景
を
知
る

ジ
オ
ラ
マ
か
ら

ア
タ
ク
を
見
つ
け
て

生
態
を
知
る

文
様
の
美
し
さ
を

見
つ
け
て

銅
鐘
の
歴
史
を
知
る

生
活
の
中
に
あ
る

魔
除
け
を
み
つ
け
て

人
々
の
思
い
を
知
る

三
線
の
特
徴
を

見
つ
け
て

形
の
美
し
さ
を
知
る

石
を
さ
わ
り
な
が
ら

考
え

石
の
で
き
方
や
時
代
を

知
る

ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
の
生
態
を

ジ
オ
ラ
マ
か
ら
考
え

飛
べ
な
い
鳥
の
生
活

を
知
る

港
川
人
と

現
代
人
の
違
い
を
考
え

2
万
千
年
前
の
時
代
を

知
る

現
代
の
道
具
か
ら

昔
の
道
具
を
考
え

人
々
の
生
活
を

知
る

ぜ
ひ
一
度

挑
戦
し
て
み
て

く
だ
さ
い
ね
～

（
森
）
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10 月号

11 月号

R
7
年
1
0
月
1
日
　第
2
1
5
号

博
物
館
　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信

「
キ
ラ
キ
ラ
光
る
星
座
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ
く
り
」

8/
16
～
11
/2
2
開
催
の
ふ
れ
あ
い
体
験
室
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

先
月
に
続
き
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
関
す
る
情
報
を
ち
ょ
こ
っ
と
お
伝
え
し
ま
す
！

「
ア
タ
ク
を
見
つ
け
る
の
が
大
変
だ
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。」

「
意
外
と
小
さ
い
ト
カ
ゲ
も
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。」

「
三
線
に
は
、
こ
ん
な
秘
密
が
隠
さ
れ
て
た
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
 。」

「
す
べ
て
が
楽
し
い
、
新
鮮
！
」

「
も
っ
と
知
り
た
い
と
い
う
好
奇
心
が
う
ま
れ
た
。 」

「
化
石
に
は
、
今
も
生
き
て
い
る
生
き
も
の
の
化
石
も
あ
る
と
分
か
っ
た
。」

「
知
ら
な
か
っ
た
石
な
ど
が
わ
か
っ
て
面
白
か
っ
た
。」

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
体
験
者
の
声

ち
ょ
こ
っ
と
紹
介
！

お
子
様
か
ら
大
人
ま
で
の
感
想
か
ら
は
、

「
ち
ょ
っ
と
難
し
か
っ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
！
」

と
い
う
ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
発
見
す
る
こ
と
は
、

喜
び
な
ん
で
す
ね
～
！

 知
る
を
楽
し
む
体
験

「
何
回
で
も
博
物
館
に
き
て
、
展
示
物
を
見
た
い
！
大
大
だ
い
す
き
！
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
も

お
友
達
同
士
や
曜
日
班
な
ど
で
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
て

新
し
い
発
見
を
す
る
楽
し
さ
を
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
～

そ
し
て
、
も
し
よ
ろ
し
か
っ
た
ら
ご
感
想
等
、
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
！
（
森
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
に
掲
示
し
て
い
ま
す
～
！

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
い
つ
も
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

今
回
、
い
つ
も
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、

「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
け
ど
ま
だ
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
方
に
も
向
け
て
、

『
サ
ポ
ー
ト
お
願
い
し
ま
す
シ
ー
ト
』
を
作
っ
て
み
ま
し
た
♪

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
サ
ポ
ー
ト
の
一
番
の
楽
し
さ
は
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
の
素
敵
な
　

お
作
品
に
出
会
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
対
話
を
通
し
て
の
交
流

も
新
し
い
発
見
が
あ
っ
て
、
と
っ
て
も
楽
し
い
で
す
！

こ
の
シ
ー
ト
を
通
じ
て
、「
サ
ポ
ー
ト
っ
て
ど
ん
な
こ
と
す
る
ん
だ
ろ
う
？
」
が
少
し
で

も
伝
わ
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。ま
ず
は
見
に
来
て
く
だ
さ
る
だ
け
で
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、

気
軽
に
の
ぞ
き
に
き
て
く
だ
さ
い
ね
。

一
緒
に
素
敵
な
時
間
を
過
ご
せ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
♪

こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
　（
森
）



- 76 -

12 月号

1月号

R7
年
12
月
1
日
　
第
21
7
号

博
物
館
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信

　
20
25
年
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
！

　
20
26
年
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
、
日
々
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
１
１
月
は
、
ふ
れ
あ
い
体
験
室
に
お
け
る
ご
支
援
や
誕
生
祭
や
団
体
対
応
（
民
具
体
験
・
ジ
ン
ブ
ン
ボ
ッ
ク
ス
）

な
ど
、
様
々
な
場
面
で
ご
支
援
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

先
月
は
県
内
外
か
ら
の
来
館
者
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
に
よ
り
、
お
客
様
も
お
き
み
ゅ
ー

の
こ
と
、
沖
縄
の
こ
と
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　
個
人
的
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
民
具
体
験
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
が
笑
顔
で
児
童
に
対
応
し
て
い
る

様
子
で
し
た
。
そ
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
や
職
員
と
一
緒
に
声
を
掛
け
合
っ
て
、
安
全
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進

行
す
る
様
子
か
ら
、
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の
お
力
を
感
じ
、
と
て
も
か
っ
こ
よ
く
て
素
晴
ら
し
い

連
携
の
取
れ
た
チ
ー
ム
だ
な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
！

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
様
々
な
種
類
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
一
人
お
一
人
の
皆
さ
ん
の
ペ
ー
ス
で
活
動
を
楽
し

ん
で
頂
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
！
今
後
も
一
緒
に
活
動
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
、
私
自
身
も
意
識
し
て
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
!　

財
団
ス
タ
ッ
フ

  1
2/
3（
水
）
午
前
：
団
体
3
件
29
8
名
、
午
後
：
団
体
1
件
16
名

  1
2/
4（
木
）
午
前
：
団
体
4
件
30
7
名

  1
2/
5（
金
）
午
前
：
団
体
2
件
58
名
、
午
後
：
団
体
2
件
28
名

12
/1
2（
金
）
午
前
：
団
体
2
件
12
4
名

12
/1
6（
火
）
午
後
：
団
体
2
件
10
9
名

12
/1
9（
金
）
午
前
：
団
体
3
件
17
0
名
、
午
後
：
1
件
37
4
名

12
/2
7（
土
）
午
前
：
団
体
1
件
29
7
名

【
博
物
館
常
設
展
　
入
場
予
定
数
】

*特
に
人
数
の
多
い
日
を
下
記
に
記
載
し
ま
し
た

常
設
展
示
室
（
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
）
や
ふ
れ
あ
い
体
験
室
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ま
の
お
力
を
お
か
り
し
た
く
ご
支
援
の
程
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
森
 萌
子
）

R8
年
1
月
1
日
　
第
21
8
号

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
ふ
れ
あ
い
体
験
室
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
G
W
・
夏
休
み
の
催
事
、
展
示
ガ
イ
ド
や

民
具
体
験
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
が
持
つ
多
才
な
ア
イ
デ
ィ
ア
や
、
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
の
細
や
か
な
工
夫
に
は
、
い
つ
も
驚
か
さ
れ
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

特
に
お
客
様
の
目
線
に
立
っ
た
知
恵
や
工
夫
を
教
え
て
い
た
だ
く
機
会
は
、
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
に

と
っ
て
も
大
変
勉
強
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
皆
様
と
お
客
様
が
楽
し
そ
う
に
交
流
さ
れ
て
い
る
姿
は
、
館
内
の
何
よ
り
の
彩
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
皆
様
の
感
性
や
経
験
を
存
分
に
発
揮
し
て
い
た
だ
け
る
場
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

お
き
み
ゅ
ー
が
さ
ら
に
活
気
あ
ふ
れ
る
場
所
に
な
る
よ
う
、
共
に
歩
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

本
年
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2/
14
（
土
）・
2/
15
（
日
）

お
き
み
ゅ
ー

迎
春
祭
20
26

今
年
も
旧
正
月
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
！

万
国
津
梁
の
鐘
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や

ふ
れ
あ
い
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
他
、

お
抹
茶
点
て
体
験
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

予
定
し
て
い
ま
す
！

詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
・
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
参
加
、
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

博
物
館
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信
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2 月号

3月号

R8
年
2
月
1
日
　
第
21
9
号

「
第
16
回
移
動
展
in
恩
納
村
」
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
！

2/
14
（
土
）・
2/
15
（
日
）

お
き
み
ゅ
ー

迎
春
祭
20
26

　
1/
16
（
金
）
よ
り
開
幕
し
た
、『
第
16
回
移
動
展
in
恩
納
村
』
で
は
、
様
々
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
中

で
す
！
去
っ
た
、
1/
18
（
日
）
に
は
、
毎
週
土
曜
日
の
ふ
れ
あ
い
体
験
室
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
よ
り
、
今
年
大
人
気

だ
っ
た
『
キ
ラ
キ
ラ
光
る
★
星
座
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ
く
り
』
と
沖
縄
の
魔
よ
け
グ
ッ
ズ
『
沖
縄
の
お
ま
も
り
”

サ
ン
” ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り
！
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
両
方
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
す
る
ご
家
族
や
親
子
2
人
で
日
曜
日
の
お
出
か
け
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
ご
家
族
等
、
多
く
の
お
客
様
に
お
楽
し
み
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！
中
に
は
、
ふ

れ
あ
い
体
験
室
に
遊
び
に
い
ら
し
た
こ
と
の
あ
る
方
も
い
ま
し
た
よ
(*
 ´
艸
｀
)

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
表
情
か
ら
は
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
お
過
ご
し
の
様
子
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
サ
ポ
ー
ト
に
入
っ
て
く
だ
さ
り
、
お
客
様
と
の
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら

接
す
る
様
子
や
安
全
管
理
、
作
業
の
コ
ツ
な
ど
を
伝
え
て
い
ま
し
た
！
そ
し
て
今
回
、
私
自
身
も
午
後
の
部
の

講
師
に
挑
戦
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
に
多
く
の
場
面
で
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　『
第
16
回
移
動
展
in
恩
納
村
』
は
、
2/
11
（
水
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。
も
し
、
お
近
く
に
用
事
の
あ
る
方
は
、

道
の
駅
の
お
い
し
い
サ
ー
タ
ー
ア
ン
ダ
ギ
ー
を
買
い
つ
つ
、
お
と
な
り
の
恩
納
村
博
物
館
の
移
動
展
も
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
ま
せ
★

　
引
き
続
き
、
ご
支
援
の
ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
森
）

み
ん
な
真
剣
！

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

大
人
気
で
し
た
！

「
は
じ
め
て
の
お
抹
茶
点
て
体
験
」
や
「
古
書
フ
ェ
ア
と
福
袋
セ
ー

ル
」、
首
里
城
の
再
建
で
利
用
し
た
ヒ
ノ
キ
の
端
材
の
振
る
舞
い
や

平
成
・
令
和
の
首
里
城
復
元
作
業
に
携
わ
っ
た
山
本
総
棟
梁
を
お
迎

え
し
、
カ
ン
ナ
が
け
や
木
組
み
な
ど
「
宮
大
工
の
技
術
体
験
」
等
を

開
催
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
、
HP
や
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
せ
。

博
物
館
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信

普
段
は
収
蔵
庫
に
あ
る

展
示
物
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
！

R8
年
3
月
1
日
　
第
22
0
号

博
物
館
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
信

　
み
な
さま
ご無

沙
汰
して
お
りま
す
。

　
教
育
普
及
担
当
の
石
田
沙
紀
で
す
。
日
頃
か
ら、

博
物
館
の
教
育
普
及
事
業
の
サ
ポ
ート

・ご
協
力
をあ

りが
とう
ござ

い
ます

。
　
お
よそ

2
年
半
の
間
、
力
量
不
足
の
私
に
業
務
や
博
物
館
の
様
々
な
こと
を教

え
てい

た
だ
きあ

りが
とう
ござ

い
まし

た
。

特
に
印
象
に
残
って
い
る
の
は
、
20
25
年
の
ゴー
ル
デ
ンウ

ィー
クで

「万
国
津
梁
の
鐘
」
コー
ナ
ーを
作
った
時
の
こと
で
す
。

た
くさ
ん
の
ボ
ラン
ティ
ア
さん

が
お
客
さん

を呼
ん
で
くだ
さり
、
そし
て鐘

の
魅
力
を伝

え
てい

た
だ
き、

本
当
に
嬉
しか

った
し

楽
しか

った
で
す
。
初
め
ての

プ
ロジ

ェク
トで

不
安
で
した

が
、
皆
さん

の
大
きな

サ
ポ
ート
の
お
か
げ
で
好
評
の
うち
に
終
え
る

こと
が
出
来
まし

た
。
4
月
以
降
は
未
定
で
す
が
、
も
しこ
こに
残
って
い
た
ら、

また
ご一

緒
させ

てい
た
だ
け
る
と嬉

しい
で
す
。

2
年
半
、
本
当
に
あ
りが

とう
ござ

い
まし

た
！

　
教
育
普
及
担
当
の
藤
田
早
苗
で
す
。
ふ
れ
あ
い
体
験
室
や
ワー
クシ

ョッ
プ
の
運
営
な
ど、

ボ
ラン
ティ
ア
の
皆
さん

に
は
日

頃
か
ら温

か
く支

え
てい

た
だ
き、

心
より
感
謝
申
し上

げ
ます

。
　
総
務
班
か
ら異

動
して
２
年
、
右
も
左
も
わ
か
らず

、
あ
っと
い
う間

に
過
ぎ
てい

く中
で
、
ボ
ラン
ティ
ア
の
皆
さん

に
は
い

つ
も
親
切
に
サ
ポ
ート
い
た
だ
き、

また
た
くさ
ん
の
事
を教

え
てく
だ
さり
、
本
当
に
あ
りが

とう
ござ

い
まし

た
！

　
特
に
忙
しい

日
の
ふ
れ
あ
い
体
験
室
や
慣
れ
な
い
ワー
クシ

ョッ
プ
で
は
、
ご迷

惑
をお

か
け
し至

らな
い
点
も
多
くあ
った
か

と思
い
ます

が
、
最
後
まで

ご協
力
い
た
だ
き、

感
謝
の
気
持
ちで

一
杯
で
す
。

　
も
っと
皆
さん

と一
緒
に
この

館
を盛

り上
げ
てい

きた
か
った
の
で
す
が
、
指
定
管
理
の
終
了
に
より
一
区
切
りと
な
りま
す
。

　
４
月
以
降
は
未
定
で
す
が
、
ご縁

が
あ
りま
した

ら、
また

宜
しく
お
願
い
い
た
しま

す
。

令
和
8
年
３
月
31
日
をも

って
沖
縄
美
ら島

財
団
は
お
きみ

ゅー
の
管
理
運
営
を卒

業
しま

す
。Ⅱ

期
10
年
間
に
渡
り、

県
職
員
や
ボ
ラン
ティ
ア
の
皆
さん

に
支
え
られ

職
員
一
同
、
日
々
楽
しく
お
仕
事
す
る
こと
が
で
きま

した
！

「来
館
者
が
よろ

こぶ
博
物
館
に
！
」
とい

う一
つ
の
目
標
に
向
か
って
ボ
ラン
ティ
ア
の
皆
さん

、
県
職
員
、
財
団
が
一
丸

とな
って
取
り組

ん
だ
結
果
、
お
きみ

ゅー
ファ
ンが

増
加
した

の
だ
と思

い
ます

。
次
の
指
定
管
理
者
に
バ
トン
タッ
チし

ます
が
、
博
物
館
活
動
の
充
実
とお

きみ
ゅー
が
お
客
様
に
とっ
て学

び
の
場
で
あ
り、

また
居
心
地
の
よい

癒
され

る
空
間
で
あ
り続

け
られ

る
よう
ご協

力
をお

願
い
致
しま

す
。

これ
か
らも

健
康
に
気
をつ

け
てボ

ラン
ティ
ア
活
動
を続

け
て下

さい
。

お
きみ

ゅー
だ
い
す
きで

す
！

大
変
お
世
話
に
な
りま
した

。
そし
て
・
・
・

あ
りが

とう
ござ

い
まし

た
！

一
般
財
団
法
人
 沖
縄
美
ら
島
財
団
は
、
こ
の
た
び
指
定
管
理
期
間
の
満
了
に
伴
い
、
令
和
8
年
3
月
31
日

を
も
ち
ま
し
て
、
当
該
業
務
を
終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
10
年
間
　
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
！
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
財
団
ス
タ
ッ
フ
よ
り
、
み
な
さ
ま
に
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
教
育
普
及
担
当
の
森
萌
子
で
す
。
沖
縄
美
ら島

財
団
が
指
定
管
理
とな

って
10
年
間
、様

々
な
場
面
で
ご支

援
を賜

り、
誠
に
あ
りが

とう
ござ

い
まし

た
。
私
は
、団

体
対
応
に
お
け
る
ボ
ラン
ティ
ア
ガ
イド
や
GW
（
ゴー
ル
デ
ンウ

ィー
ク）

の
イベ

ント
、

ワー
クシ

ート
の
体
験
会
な
ど、

様
々
な
場
面
で
ボ
ラン
ティ
ア
の
皆
さん

と一
緒
に
活
動
を行

うこ
とが

で
きま

した
。

その
中
で
、
面
白
い
ア
イデ

ィア
をく
だ
さっ
た
り、

ご指
導
い
た
だ
くこ
とも

多
々
あ
り、

私
自
身
の
学
び
に
つ
な
が
った
と実

感
して
い
ます

。
4
月
以
降
の
体
制
に
つ
い
ては

、
まだ

未
定
で
す
が
、
また

必
ず
ボ
ラン
ティ
ア
の
皆
さん

と一
緒
に
楽
しい

時
間
を過

ごし
た
い

と思
って
お
りま
す
。
最
後
に
な
りま
す
が
、
皆
様
の
益
々
の
ご健

勝
とご
多
幸
を心

より
お
祈
り申

し上
げ
ます

。
10
年
間
、
本
当
に
あ
りが

とう
ござ

い
まし

た
。

儀
保
ゆ
か
り
（
沖
縄
美
ら
島
財
団
　
統
括
）

石
田
沙
紀
（
沖
縄
美
ら
島
財
団
　
教
育
普
及
）

藤
田
早
苗
（
沖
縄
美
ら
島
財
団
　
教
育
普
及
）

森
　
萌
子
（
沖
縄
美
ら
島
財
団
　
教
育
普
及
）

儀
保
ゆ
か
り

（
沖
縄
美
ら
島
財
団
　
統
括
）

藤
田
早
苗
・
森
　
萌
子
・
石
田
沙
紀

（
沖
縄
美
ら
島
財
団
　
教
育
普
及
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
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Ⅺ  その他 
 

１ 移動展 

① 名称：第16回 沖縄県立博物館・美術館 移動展in恩納村 

② 開期：令和８年１月16日（金）～２月11日（水・祝） 

③ 開催時間：午前９時～午後５時 1月 16日のみ午後1時開場 

④ 開催地：恩納村博物館 

⑤ 対象：一般    

⑥ 観覧料：無料 

⑦ 主催：沖縄県立博物館・美術館、一般財団法人沖縄美ら島財団     

⑧ 共催：恩納村博物館 

 

趣趣旨旨  
沖縄県立博物館・美術館では、県民が

本県の自然・歴史・文化や芸術を認識

できるよう、これまで収集された資料

を常設展示やコレクション展示で公

開してきた。しかしながら島嶼県であ

る本県では、当館の利用に不便を感じ

ている離島や遠隔地に住む方々が多

く、県民が等しく当館を利用すること

が難しい現状にある。移動展は、離島

や遠隔地の方々に収蔵資料の展示を

みていただくことによって、沖縄の自

然・歴史・文化や、芸術への理解を深

めていただくことを目的とし実施し

た。 

 

展展示示内内容容  
（１）博物館展示 

■「沖縄の自然、歴史、文化」（生物、人類、地質・地学、歴史、美術工芸、民俗、考古、教育普

及に関する総合展示） 

■  デジタルミュージアム動画コンテンツ上映・・・ウチナーの民話上映 

（２）美術館展示 

■ ｢展覧会展示パネル｣・・・・これまでの展覧会概要パネルの展示 

 ■ 《Now・・・（1）》（川平 惠造）、《八重山風景》（大嶺 政寛）の精細な複製を展示。 

 

総総入入館館者者数数      22990077 人人（（開開会会式式１１月月1166日日（（金金））1144：：0000～～  参参加加人人数数4433名名））  

  
【移動展の様子】  
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チラシ-うら チラシ-おもて お
き
み
ゅ
ー
ち
ゃ
ん
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①展示解説会 in 恩納村博物館

　日　　程：a 1 月 16 日（金）15:00 頃

　　　　　　b 1 月 17 日（土）14:00 ～

　　　　　　c 1 月 18 日（日）14:00 ～

　場　　所：博物館展示室（各分野の資料前）

　講　　師：各分野学芸員

　参加人数：a 37 名

            b 24 名

            c 19 名

　参 加 費：無料

②「ジオツアー - 恩納村の地形と地質の観察 -」

　日　　程：1月 18 日（日）９:30 ～ 13:00

　場　　所：恩納村内数か所（名嘉真海岸 他）

　講　　師：宇佐美 賢（博物館班班長、地学担当学芸員）

 　　　　 　新山 颯大（地質担当学芸員）

　対　　象：小学３年生以上　※小学生は保護者同伴

　参加人数：16 名

　参 加 費：50 円（保険代）

③ふれあい体験室ワークショップ「キラキラ光る★星座のキーホルダーづくり」

　日　　程：1月 18 日（日）　10:00 ～ 11:00　

　場　　所：研修室

　講　　師：藤田 早苗（沖縄美ら島財団）

　対　　象：５歳～一般　※小学 3年生以下は保護者同伴

　参加人数：13 名

　参 加 費：600 円

④ふれあい体験ワークショップ「沖縄のおまもり " サン " ストラップづくり！」

　日　　程：1月 18 日（日）　

　　　　　　a 13:30 ～ 14:30　b 15:00 ～ 16:00

　場　　所：研修室

　講　　師：森 萌子（沖縄美ら島財団）

　対　　象：５歳～一般　※小学 3年生以下は保護者同伴

　参加人数：９名

　参 加 費：500 円

⑤「山シシから沖縄の歴史・民俗・自然を考えよう」

　日　　程：２月１日（日）９:30 〜 12:30

　場　　所：研修室等

　講　　師：宇佐美 賢（博物館班班長、地学担当学芸員）

　　　　　　森下 愛子（民俗担当学芸員）

　　　　　　藤田 祐樹（国立科学博物館）

　　　　　　崎原 恒寿（恩納村博物館）

　　　　　　長浜 建一

　対　　象：小学４年生以上　※小学生は保護者同伴

　参加人数：14 名

　参 加 費：500 円
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⑥おきみゅー館長歴史講座「ペリー測量隊、恩納間切発砲事件」

　日　　程：2月 1日（日）14:00 ～ 15:00

　場　　所：研修室

　講　　師：里井 洋一（沖縄県立博物館・美術館 館長）

　対　　象：小学生以上

　参加人数：18 名

　参 加 費：無料

⑦「ネアンデルタール人について調べてみよう」

　日　　程：a 1 月 17 日（土）11:00 ～ 12:00

  　 　　　 b 2 月 1 日（日）16:00 ～ 17:00

　場　　所：研修室

　講　　師：山崎 真治（人類担当学芸員）、渡辺 みどり（人類担当学芸員）

　対　　象：小学生～中学生　※小学３年生以下は保護者同伴

　定　　員：各回 10 名

　参加人数：a ５名

            b ９名

　参 加 費：無料

⑧「琉球家譜の読み方講座」

　日　　程：２月 11 日（水）14:00 ～ 15:00

　場　　所：研修室

　講　　師：大城 直也（歴史担当学芸員）　

　対　　象：小学生以上

　定　　員：30 名

　参加人数：16 名

　参 加 費：無料
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２ 職場体験  

令和７年度は中学校１校４名、高等学校２校６名、特別支援学校１校１名を受け入れた。生徒たちは、

当館の理念や活動、IPM（総合的病害虫・雑草管理）への理解を深めた後、ふれあい体験室やミュー

ジアムショップでの接客業務、情報センターでの資料整理などを体験した。 
     
体験内容：ふれあい体験室(ワークショップの準備)、ミュージアムショップ(接客、商品の管理)、 

情報センター(新聞の切り抜き作業・その他資料整理)、博物館班・美術館班(バックヤード  

および学芸業務の見学) 

 
受入校：４校 11 名(中学校１校、高等学校２校、特別支援学校１校) 

 

① 沖縄県立沖縄水産高等学校 ６月 25 日（水）～６月 26日（木）４名 

② 沖縄県立沖縄工業高等学校 ９月 17 日（水）～９月 19日（金）２名 

③ 沖縄県立島尻特別支援学校真和志分教室 11 月５日（水）～11月６日（木）１名 

④ 那覇市立那覇中学校 12 月 10 日（水）～12月 12 日（金）４名 
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３ 教育普及資料の活用  

 

（１）学校団体貸出一覧 

 

 利用者 資料名 利用目的 貸出期間 

１ 那覇市立石嶺図書館 化石組み立てキット 展示 
７月 30 日から 

９月２日まで 

２ 那覇市立城北中学校 岩石観察 
授業利用 

（社会科） 

10 月 23 日から 

10 月 28 日まで 

３ 那覇市立城北中学校 岩石観察 
授業利用 

（社会科） 

10 月 28 日から 

11 月４日まで 

４ 沖縄県立図書館 記録のくふうキット 体験コーナー展示 
12 月２日から 

２月３日まで 

     

     

     

     

第５様式（第４条関係）

資 料 利 用 申 請 書

（教育普及資料の借用）

令和元年 月 日

沖縄県立博物館・美術館長 殿

代表者名： 印

申請者 団 体 名：

（担当者氏名 ）

住 所：〒

：

：

Ｅ ：

下記により教育普及資料の利用を許可くださるようお願いします。

記

利 用 区 分 １学校（学年・学級）行事 ２地域・団体行事 ３その他

希 望 日 時 ・ 期 間 年 月 日（ 時）～ 年 月 日（ 時）

行 事 名 参加人員

目 的

資 料 名 数量 備 考

１．

２．

３．

４．

１

１

※留意事項

①当館学芸員の指示に従い、館員の勤務時間内に行うこと。

②資料の利用に当たっては、必要に応じ「沖縄県立博物館・美術館所蔵」と明記すること。

③資料の紛失あるいは損傷を与えた場合は、修理、製作等に係る実費を負担すること。

④資料のうち、当館以外に所有権者がいる場合は、当該者の同意書を添付すること。

⑤申請の際には、返信用封筒（切手貼付）を添えること。

⑥貸与期間は１週間以内とする。

⑦資料の運搬その他費用を要する場合は、申請者が負担すること。

⑧資料の利用にあたっては、事故が生じないよう取り扱いに十分留意すること。

⑨万一の事故等については、申請者が一切の責任を負うこと。

前項に違反した行為があったときは、この許可を取り消すことがある。- 82 - 

３ 教育普及資料の活用  

 

（１）学校団体貸出一覧 

 

 利用者 資料名 利用目的 貸出期間 

１ 那覇市立石嶺図書館 化石組み立てキット 展示 
７月 30 日から 

９月２日まで 

２ 那覇市立城北中学校 岩石観察 
授業利用 

（社会科） 

10 月 23 日から 

10 月 28 日まで 

３ 那覇市立城北中学校 岩石観察 
授業利用 

（社会科） 

10 月 28 日から 

11 月４日まで 

４ 沖縄県立図書館 記録のくふうキット 体験コーナー展示 
12 月２日から 

２月３日まで 
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図１－① 資料利用申請書 第 5 様式      

図１－① 第５様式（第４条関係）

資 料 利 用 申 請 書

（教育普及資料の借用）

令和元年 月 日

沖縄県立博物館・美術館長 殿

代表者名： 印

申請者 団 体 名：

（担当者氏名 ）

住 所：〒

：

：

Ｅ ：

下記により教育普及資料の利用を許可くださるようお願いします。

記

利 用 区 分 １学校（学年・学級）行事 ２地域・団体行事 ３その他

希 望 日 時 ・ 期 間 年 月 日（ 時）～ 年 月 日（ 時）

行 事 名 参加人員

目 的

資 料 名 数量 備 考

１．

２．

３．

４．

１

１

※留意事項

①当館学芸員の指示に従い、館員の勤務時間内に行うこと。

②資料の利用に当たっては、必要に応じ「沖縄県立博物館・美術館所蔵」と明記すること。

③資料の紛失あるいは損傷を与えた場合は、修理、製作等に係る実費を負担すること。

④資料のうち、当館以外に所有権者がいる場合は、当該者の同意書を添付すること。

⑤申請の際には、返信用封筒（切手貼付）を添えること。

⑥貸与期間は１週間以内とする。

⑦資料の運搬その他費用を要する場合は、申請者が負担すること。

⑧資料の利用にあたっては、事故が生じないよう取り扱いに十分留意すること。

⑨万一の事故等については、申請者が一切の責任を負うこと。

前項に違反した行為があったときは、この許可を取り消すことがある。
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民民具具借借用用ににああたたっっててごご注注意意いいたただだくくこことと  

 

１，児童による着用・使用体験は行わないでください 

 通常であれば、児童の使用・体験を目的として貸し出しを行いますが、本年度について

は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、大勢の児童が次々に同一のアイテムに

触れることを避ける措置をとっています。 

 使用・実演は教員が行うよう、お願いいたします。 

 

２，丁寧な扱いを心がけてください 

 民具は自然由来の素材で作成されているものが多く、破損しやすいです。 

 特に着衣の道具は、ニットなどの素材が引っかかることがあるためご注意ください。 

 

３，博物館の防虫対策・防カビ対策にご協力ください。 

博物館の所蔵品は、虫・カビなどの害に弱いため、それらの影響を受けないように館内

の環境（温度・湿度）を一定に保ち、また、外部から虫などの持ち込み・虫などを誘引す

るもの(食べ物・植物など)の排除を行っています。害虫が発生してから駆除する考え方も

ありますが、被害が拡大してしまうことと、薬剤が収蔵品に影響を与える可能性があるた

め、近年では予防対策の徹底を行う方法が主流になっています。 

具体的には、以下のような対策を行います。 

①飲食を博物館の中で行わない・飲食物を持ち込まない。 

②動物・植物・土を持ち込まない。 

③カビなどが発生しやすい状況を作らない（ほこりを溜めない、湿度調整する、乾燥させる） 

④汚染されたものとは隔離する  

 

学校は給食や弁当、そして児童の水筒、プランターなど、博物館では極力避けているも

のとの接触が想定されます。民具の保管場所には十分にご注意下さい。 

 特に、水を使うターレー（洗濯の道具・たらい）は乾燥させたうえでの返却をお願いい

たします。 

 

４，アルコール消毒をした場合の対応 

民具をアルコールで拭いて消毒することは可能です。ただし、消毒液の水分が多いため、

消毒後にそのまま衣裳ケースやビニール袋に入れるとカビの原因となります。 

消毒後は民具の乾燥をご確認のうえ、収納をお願いします。 

 

５，何かトラブルが発生した場合は、博物館へご連絡ください 
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４  ボランティアによる展示ガイド 

 

博物館ボランティアの活動の一つに、展示解説ガイドがある。来館者サービス向上の一環として、

博物館常設展示室の「民俗部門」と「総合展示部門」にて、ボランティアがお客様へわかりやすく解

説することを目指している。まず、民俗部門展示解説ガイドは、沖縄県内の離島をはじめとする小規

模校（20名以下）において教育普及担当とボランティアが調整しガイドを実施した。今年度は、合計

５校85名を受け入れた。また、「総合展示部門」のガイドと、指定管理者のスタッフによるCコース「沖

縄の歴史を知る10分ガイド」の、受け入れ実績は無かった。しかし、今年度から利用者の声を受け、

実施した。「博物館常設展示室のみどころガイド」は７団体198名に実施した。また、ジンブンボック

スガイド（展示室待機型ガイド）は、ボランティアからの要望を受け、曜日・時間を決めず、ボラン

ティアが主体的に活動に取り組めるよう工夫した。 

 

（１）小規模校向け解説ガイド実施内容 

①実施日：開館日の９:00～16:00   

②所用時間：15分～30分 

③対象：県内の離島をはじめとする20名以下の小学校・中学校・高等学校 

④受付方法：事前申込 

⑤参加費：無料 

⑥内容：３種類のメニューから選ぶ。 

・Ａコース【15分】「海とのかかわりを学びたい子どもたちへ」 

見学マナーと博物館常設展示室＜ウミのワザ、沖縄の住まいと衣食、年中行事と魔よけ

＞を案内。 

・Ｂコース【15分】「昔の道具を学びたい子どもたちへ（田畑仕事を中心に）」 

見学マナーと博物館常設展示室＜アギのワザ、くらしに生きる自然素材、沖縄の住まい

と衣食）を案内。 

・Ｃコース【30分】「民俗分野全体を学びたい子どもたちへ」 

見学マナーと博物館常設展示室（村落をとりまく世界→御嶽と神人→訪ね来る神々→人

の一生→ウミのワザ→アギのワザ→くらしに生きる自然素材→沖縄の住まいと衣食→年

中行事と魔よけ→祭り→行事の現在→変わりゆく風景）を案内。 

 

 ※メニューを基準に、内容の組み換えは可能。 

 

（２）総合展示部門解説ガイド実施内容 

①実施日：開館日の９:00～16:00   

②所用時間：30分～60分  

③対象：県内外の一般・修学旅行団体 

   ④受付方法：事前予約 

⑤参加費：無料 

⑥内容：３種類のメニューから選ぶ。 

・Ａコース【30分】「総合展示部門：10～100名以内」 

 総合展示部門の展示資料の前で沖縄の歴史を簡潔に学ぶことができる。 

・Ｂコース【30分】「ジンブンボックス*：100名以上」 

 おすすめの展示資料の前でボランティアが来場者へ解説を行う。 

・Ｃコース【10分】「沖縄の歴史を知る10分ガイド」 

     展示室に入る前に別室で沖縄の歴史の流れを簡潔に解説する。 

 

 

 

民民具具借借用用ににああたたっっててごご注注意意いいたただだくくこことと  

 

１，児童による着用・使用体験は行わないでください 

 通常であれば、児童の使用・体験を目的として貸し出しを行いますが、本年度について

は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、大勢の児童が次々に同一のアイテムに

触れることを避ける措置をとっています。 

 使用・実演は教員が行うよう、お願いいたします。 

 

２，丁寧な扱いを心がけてください 

 民具は自然由来の素材で作成されているものが多く、破損しやすいです。 

 特に着衣の道具は、ニットなどの素材が引っかかることがあるためご注意ください。 

 

３，博物館の防虫対策・防カビ対策にご協力ください。 

博物館の所蔵品は、虫・カビなどの害に弱いため、それらの影響を受けないように館内

の環境（温度・湿度）を一定に保ち、また、外部から虫などの持ち込み・虫などを誘引す

るもの(食べ物・植物など)の排除を行っています。害虫が発生してから駆除する考え方も

ありますが、被害が拡大してしまうことと、薬剤が収蔵品に影響を与える可能性があるた

め、近年では予防対策の徹底を行う方法が主流になっています。 

具体的には、以下のような対策を行います。 

①飲食を博物館の中で行わない・飲食物を持ち込まない。 

②動物・植物・土を持ち込まない。 

③カビなどが発生しやすい状況を作らない（ほこりを溜めない、湿度調整する、乾燥させる） 

④汚染されたものとは隔離する  

 

学校は給食や弁当、そして児童の水筒、プランターなど、博物館では極力避けているも

のとの接触が想定されます。民具の保管場所には十分にご注意下さい。 

 特に、水を使うターレー（洗濯の道具・たらい）は乾燥させたうえでの返却をお願いい

たします。 

 

４，アルコール消毒をした場合の対応 

民具をアルコールで拭いて消毒することは可能です。ただし、消毒液の水分が多いため、

消毒後にそのまま衣裳ケースやビニール袋に入れるとカビの原因となります。 

消毒後は民具の乾燥をご確認のうえ、収納をお願いします。 

 

５，何かトラブルが発生した場合は、博物館へご連絡ください 



- 86 -

 

- 86 - 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：５月30日(金)9:00～10:00 

対象：多良間村立 多良間小学校  ６年生10名 ５年生４名 引率４名 計18名 

内容：博物館ボランティア４名  職員２名（計６名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅺ_その他_04_展示ガイド_01.xls 
 

多良間村立多良間小学校                         ５月 30 日（金) 

1-1-1 1-1-2 1-1-3 

「小規模校向け展示ガイド」実施団体

回数 利用区分 地域 日付 団体名 対象 人数 スタッフ数

１ 授業 沖縄県 ５月30日(金) 多良間村立　多良間小学校 生徒 14 ４

２ 修学旅行 沖縄県 ６月６日(金)
学校法人カトリック学園

海星小学校
生徒 25 ３

３ 授業 沖縄県 10月22日(水) 沖縄県立　森川特別支援学校 生徒 ６ ５

４ 修学旅行 沖縄県 11月27日(木) 国頭村立奥間小学校 生徒 20 ４

５ 授業 沖縄県 12月９日(火) 与那国町立与那国中学校 生徒 20 ４

85 20

「博物館常設展示室のみどころガイド」

回数 利用区分 地域 日付 団体名 対象 人数 スタッフ数

１ 修学旅行 大阪府 ４月15日（火） 東洋きもの専門学校 学生 11 1
２ 授業 沖縄県 ６月18日（水） ステップワールド日本語学院 学生 78 1
３ 研修 岩手県 ７月25日（金）

盛岡市・うるま市少年
ふれあい事業実行委員会

学生 16 1
４ 研修 東京都 10月30日（木） 武蔵野美術大学陶磁研究室 学生 34 1
５ 研修 群馬県 12月17日（水） （一財）群馬県遺族の会 一般 13 1
６ 研修 東京都 １月27日（火） ワールド航空サービス 一般 16 1

168 6

合計

合計

「民俗部門展示ガイド」実施団体

回数 利用区分 地域 日付 団体名 対象 人数 スタッフ数

１

２

３

４

５

６

７

0 0

「博物館常設展示室のみどころガイド」

回数 利用区分 地域 日付 団体名 対象 人数 スタッフ数

１ 修学旅行 大阪府 ４月15日（火） 東洋きもの専門学校 学生 11 1

２ 授業 沖縄県 ６月18日（水） ステップワールド日本語学院 学生 78 1

３ 研修 岩手県 ７月25日（金）
盛岡市・うるま市少年

ふれあい事業実行委員会
学生 16 1

４ 研修 東京都 10月30日（木） 武蔵野美術大学陶磁研究室 学生 34 1

５ 研修 群馬県 12月17日（水） （一財）群馬県遺族の会 一般 13 1

６ 研修 東京都 １月27日（火） ワールド航空サービス 一般 16 1

168 6

合計

合計



- 87 -

「小規模校向け展示ガイド」実施団体

回数 利用区分 地域 日付 団体名 対象 人数 スタッフ数

１ 授業 沖縄県 ５月30日(金) 多良間村立　多良間小学校 生徒 14 ４

２ 修学旅行 沖縄県 ６月６日(金)
学校法人カトリック学園

海星小学校
生徒 25 ３

３ 授業 沖縄県 10月22日(水) 沖縄県立　森川特別支援学校 生徒 ６ ５

４ 修学旅行 沖縄県 11月27日(木) 国頭村立奥間小学校 生徒 20 ４

５ 授業 沖縄県 12月９日(火) 与那国町立与那国中学校 生徒 20 ４

85 20

「博物館常設展示室のみどころガイド」

回数 利用区分 地域 日付 団体名 対象 人数 スタッフ数

１ 修学旅行 大阪府 ４月15日（火） 東洋きもの専門学校 学生 11 1
２ 授業 沖縄県 ６月18日（水） ステップワールド日本語学院 学生 78 1
３ 研修 岩手県 ７月25日（金）

盛岡市・うるま市少年
ふれあい事業実行委員会

学生 16 1
４ 研修 東京都 10月30日（木） 武蔵野美術大学陶磁研究室 学生 34 1
５ 研修 群馬県 12月17日（水） （一財）群馬県遺族の会 一般 13 1
６ 研修 東京都 １月27日（火） ワールド航空サービス 一般 16 1

168 6

合計

合計
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日時：６月６日(金)15:10～16:50 

対象：学校法人カトリック学園海星小学校  ６年生 25 名 引率３名 計 28 名 

内容：博物館ボランティア４名  職員２名（計６名） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

日時：11 月 27 日（木)13:00～14:00  

対象：国頭村立奥間小学校６年生 20 名 引率４名 計 24 名 

内容：博物館ボランティア４名  職員２名（計６名） 

 
 
 

 
日時：12 月９日（火）15:00～16:30  

対象：与那国町立与那国中学校 ２年生７名 引率３名 計 10 名 

内容：博物館ボランティア４名  職員２名（計６名） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

学校法人カトリック学園海星小学校                    ６月６日（金） 

国頭村立奥間小学校                          11 月 27 日（木） 

与那国町立与那国中学校                         12 月９日（火） 

1-2-1 1-2-2 1-2-3 
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■2 班の組み合わせ例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

001.xlsx  
 

00 55 1100 1155 2200 2255 3300 3355 4400 4455 5500 5555 00 55 1100 1155 2200 2255 3300 3355 4400

1100 1155 2200 2255 3300 3355 4400 4455 5500 5555 00 1100 1155 2200 2255 3300 3355 4400

1100 1155 2200 2255 3300 3355 4400 4455 5500 5555 00 55 1100 1155 2200 2255 3300 3355 4400

《《ポポイインントト》》
①①沖沖縄縄のの歴歴史史・・文文化化ににつついいてて
②②昔昔のの人人々々のの衣衣食食住住ににつついいてて学学びびたたいい

11班班
児児童童66名名
ボボラランン
テティィアア22

民民俗俗・・歴歴史史・・
自自然然史史

（（2255分分））

自自由由見見学学・・
ふふれれああいい体体験験室室
（（2255分分））

1133時時 1144時時

休休
憩憩
55
分分博博

物物
館館
・・
美美
術術
館館
・・
トト
イイ
レレ
休休
憩憩

22班班
児児童童77名名
ボボラランン
テティィアア22

オオ
リリ
エエ
ンン
テテ
ーー

シシ
ョョ

ンン
・・
移移
動動

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
集
合
・
解
散

自自由由見見学学・・
ふふれれああいい体体験験室室
（（2255分分））

休休
憩憩
55
分分

民民俗俗・・歴歴史史・・
自自然然史史

（（2255分分））

【解説・活動内容について】

沖縄の歴史文化について

民俗部門展示での解説を多めの時間を配慮し、総合展示室ガイドほかのガイドも盛り

込みます。

少少人人校校ガガイイドド ○○○立 ○○小学校（（案案））

日時 2025/〇月/○日(〇) 13:00～14:00 児童13名
6名×2グループ
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00 55 1100 1155 2200 2255 3300 3355 4400 4455 5500 5555 00 55 1100 1155 2200 2255 3300 3355 4400

1100 1155 2200 2255 3300 3355 4400 4455 5500 5555 00 1100 1155 2200 2255 3300 3355 4400

1100 1155 2200 2255 3300 3355 4400 4455 5500 5555 00 55 1100 1155 2200 2255 3300 3355 4400

《《ポポイインントト》》
①①沖沖縄縄のの歴歴史史・・文文化化ににつついいてて
②②昔昔のの人人々々のの衣衣食食住住ににつついいてて学学びびたたいい

11班班
児児童童66名名
ボボラランン
テティィアア22

民民俗俗・・歴歴史史・・
自自然然史史

（（2255分分））

自自由由見見学学・・
ふふれれああいい体体験験室室
（（2255分分））

1133時時 1144時時

休休
憩憩
55
分分博博

物物
館館
・・
美美
術術
館館
・・
トト
イイ
レレ
休休
憩憩

22班班
児児童童77名名
ボボラランン
テティィアア22

オオ
リリ
エエ
ンン
テテ
ーー

シシ
ョョ

ンン
・・
移移
動動

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
集
合
・
解
散

自自由由見見学学・・
ふふれれああいい体体験験室室
（（2255分分））

休休
憩憩
55
分分

民民俗俗・・歴歴史史・・
自自然然史史

（（2255分分））

【解説・活動内容について】

沖縄の歴史文化について

民俗部門展示での解説を多めの時間を配慮し、総合展示室ガイドほかのガイドも盛り

込みます。

少少人人校校ガガイイドド ○○○立 ○○小学校（（案案））

日時 2025/〇月/○日(〇) 13:00～14:00 児童13名
6名×2グループ

５ 特別展・企画展関連事業

（１）特別展　「沖縄戦後 80 年　戦災文化財ー失われた沖縄の文化財と取り戻した軌跡ー」

会　期：2025 年９月 30 日 ( 火 ) ～ 11 月 30 日 ( 日 )

場　所：企画展示室、特別展示室 １・２

主　催：沖縄県立博物館・美術館

①学芸員講座　

　「沖縄戦後 80 年博物館特別展『戦災文化財』の展示紹介」　

　日　時：10 月 11 日（土）　14:00 ～ 16:00　

　講　師：崎原 恭子（当館学芸員）

　参加者：85 名

　場　所：当館講堂

②文化講座

　「沖縄戦における首里周辺の部隊配置―日本軍の戦略の背景―」

　日　時：10 月 18 日（土）　14:00 ～ 16:00

　講　師：仲程 勝哉（沖縄県平和祈念資料館 学芸員）

　参加者：130 名

　場　所：当館講堂

③特別講座

　「沖縄歴史建造物保存百年史のなかの戦後建造物復元と貢献した人々」

　日　時：10 月 26 日（日）　10:00 ～ 12:00

　講　師：伊從 勉（京都大学 名誉教授）

　参加者：76 名

　場　所：当館講堂

④特別講座

　「琉米歴史研究会の足跡―沖縄戦の戦利品収集から文化財の返還まで―」

　日　時：11 月２日（日）　14:00 ～ 16:00

　講　師：喜舎場 静夫（NPO 法人琉米歴史研究会 理事長）

　　　　　園原 謙（沖縄県文化協会 事務局長）

　参加者：112 名

　場　所：当館講堂

⑤学芸員講座

　「琉球ルネサンス―近代化、そして沖縄戦で失った文化を今この手に―」

　日　時：11 月８日（土）　14:00 ～ 16:00

　講　師：伊禮 拓郎（当館学芸員）

　参加者：96 名

　場　所：当館講堂

⑥文化講座

　「文化財返還の取り組みと帰ってきた御後絵」

　日　時：11 月 15 日（土）　14:00 ～ 16:00

　講　師：萩尾 俊章（沖縄民俗学会 会長）

　　　　　濵地 龍磨（沖縄県教育庁文化財課 主任）

　参加者：139 名

　場　所：当館講堂
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⑦特別講座

　「写真が語る沖縄―沖縄戦前後の風景―」

　日　時：11 月 24 日（月・祝）　14:00 ～ 16:00

　講　師：当山 昌直（（公財）沖縄県文化芸術振興会 嘱託員）

　参加者：82 名

　場　所：当館講堂

⑧展示解説会

　日　時：10 月 26 日（日）15:00 ～ 16:00、11 月 21 日（金）18:00 ～ 19:00

　講　師：崎原 恭子（当館学芸員）

　参加者：10 月 26 日 16 名、11 月 21 日 11 名

⑨特別公演

　「お笑い米軍基地 in おきみゅー」

　日　時：11 月 3 日（月・祝）　14:00 ～ 16:00

　出　演：FEC オフィス

　参加者：200 名

　場　所：当館講堂　

⑩おきげい出前コンサート 

　「琉球芸能鑑賞会～沖縄の歌と踊り～」

　日　時：10 月 18 日（土）　12:20 ～ 13:00

　出　演：沖縄県立芸術大学音楽学部 音楽学科 琉球芸能専攻学生

　　　　　嘉数 道彦（同学科准教授）

　場　所：エントランスホール

　参加者：130 名

 

⑪フィールドワーク

　「首里の戦跡と戦災文化財の痕跡をめぐる」

　日　時：11 月 23 日（日） 9:00 ～ 12:00

　講　師：大城 直也、崎原 恭子（当館学芸員）

　参加者：21 名

　対　象：小学４年生以上（小中学生は保護者同伴）

　場　所：那覇市おもろまち～首里

⑫パネル展

　『沖縄県史 ビジュアル版 14 沖縄戦』刊行記念

　主　催：沖縄県教育委員会（文化財課史料編集班）

　共　催：沖縄県立博物館・美術館

　会　期：10 月 28 日（火）～ 12 月７日（日）

　場　所：３階講堂前ホワイエ

⑬『沖縄県史 ビジュアル版 14 沖縄戦』刊行記念シンポジウム

　日　時：12 月６日（土）13:30 ～ 16:30　

　主　催：沖縄県教育委員会（文化財課史料編集班）

　共　催：沖縄県立博物館・美術館

　場　所：当館講堂・博物館講座室

　参加者：220 名
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（２）企画展　「いのちのカタチ展」―好奇心の標本箱―

会　期：2025 年 12 月 23 日 ( 火 ) ～ 2026 年 2 月 23 日 ( 月・祝 )

場　所：特別展示室１、企画展示室

主　催：沖縄県立博物館・美術館

➀学芸員講座

　「いのちのカタチ展－好奇心の標本箱－見どころ紹介」

　日　時：１月 10 日（土）　14:00 ～ 16:00

　講　師：菊川 章（当館学芸員）

　参加者：75 名

　場　所：当館講堂

②体験教室

　「昆虫の標本をつくってみよう！ 」

　日　時：２月８(日 ) 10:00 ～ 11：30

　講　師：菊川 章（当館学芸員）

　参加者：16 名

　場　所：博物館実習室

③バックヤード見学

　「収蔵庫の標本たちを見てみよう 」

　日　時：２月８日 (日 ) 14:00 ～ 15:00

　講　師：菊川 章（当館学芸員）

　参加者：13 名

　場　所：博物館バックヤード

④展示解説

　「いのちのカタチ展－好奇心の標本箱－展示解説会 」

　日　時：２月 14 日 ( 土 ) 11:00 ～ 12:00

　講　師：菊川 章（当館学芸員）

　参加者：15 名

　場　所：特別展示室１、企画展示室

⑤学芸員講座

　「みんなの知らない『カイケイチュウ』の世界」

　日　時：２月 14 日 ( 土 ) 14:00 ～ 15:00

　講　師：新山 颯大（当館学芸員）

　参加者：30 名

　場　所：当館講堂

⑥バックヤード見学

　「収蔵庫の標本たちを見てみよう 」

　日　時：２月 21 日 ( 土 ) 11:00 ～ 12:00

　講　師：菊川 章（当館学芸員）

　参加者：12 名

　場　所：博物館バックヤード
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⑦文化講座

　「花に隠された仕掛け ― 身近な植物の送粉作戦」

　日　時：２月 21 日 ( 土 ) 14:00 ～ 15:00

　講　師：傳田 哲郎（琉球大学理学部 教授）

　参加者：90 名

　場　所：当館講堂

 

⑧関連展示１

　「なにそれ？ しらない！ 地味な虫」展

　会　期：12 月２日 (火 )～２月８日 (日 )

　協　力：沖縄市立郷土博物館

　場　所：エントランスホール

　観覧料：無料

⑨関連展示２

　「沖縄のオカヤドカリ展」

　会　期：12 月２日 (火 )～２月 15 日 ( 日 )

　協　力：中城村護佐丸歴史資料図書館

　場　所：エントランスホール

　観覧料：無料

⑩関連展示３

　「沖縄風俗画に描かれたいきものたち」

　会　期：11 月 26 日 ( 水 ) ～４月 12 日 ( 日 )

　場　所：博物館常設展 美術工芸部門展示室
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６  常設展に関する取組み 

 
（１）博物館常設展見どころマップ「ここだけは見逃すな！」の活用 

博物館常設展の見学の手助けとして、見どころマップ「ここだけは見逃すな！」を引き続き常

設展入口のラックに設置し、今年度は、約18,000枚（日本語版12,000枚、英語版6,000枚）を配布

した。 
 

（２）「沖縄２億年の歴史を１時間で旅するシート」 
 沖縄の歴史を短時間で伝えることを目的とした本シートは、約9,000枚配布した。 
観光客や県内のお客様、さらには、修学旅行生にも好評だった。 

 
（３）博物館常設展示室ワークシート 

常設展示室内で学芸員が特に見てほしい資料を紹介するため作成したワークシートは、全９種

類約38,100枚を配布することができた。今年度は、展示室入り口のワークシートの設置方法を見直

し、さらに、ふれあい体験室に設置することで、常設展との連携を試みた。さらに、夏休み前に

ボランティアと勉強会を行い、来館者の視点でワークシートの楽しみ方をスタッフと一緒に考え

る機会とした。 
 

   内  容：①「12匹のアタク（オキナワキノボリトカゲ）をさがせ」（生物①） 

②「飛べないとりのひみつ」（生物②） 

③「港川人のひみつ」（人類①） 

④「道具のひみつ」（考古①） 

⑤「よく見てサークルホールの化石」（地学①） 

⑥「石と友達になろう 石灰岩編」（地学②） 

⑦「沖縄の魔除けをさがせ！」（民俗①） 

⑧「三線のひみつ」（美術工芸①） 

⑨「銅鐘DOUSHOコレクション」（歴史①） 
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７ 新聞・雑誌等掲載一覧 
 
博物館で開催した教育普及の催事に関する新聞や雑誌における掲載は下記の通りである。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅺ_その他_08_新聞・雑誌等掲載一覧.xlsx 

 

○ふれあい体験室
発行日 掲載媒体 局名 内容

1 7月25日（金） ラジオ ラジオ沖縄
「ユーグラデーションタイム」
ふれあい体験室ワークショップ「キラキラ光る★
星座のキーホルダーづくり」の紹介

2 11月16日（日） テレビ 沖縄テレビ
「wake up ウィンウィン 」
ふれあい体験室の紹介

3 2月7日（土） テレビ 沖縄テレビ
「ぐしけんさん」
ふれあい体験室の紹介

○移動展
発行日 掲載紙 掲載欄 内容

1 2月6日（金） 沖縄タイムス 地域
「中学生、恐竜の骨格に驚き　11日まで　港川人
頭骨のレプリカも　恩納博物館で県博移動展」
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○ふれあい体験室
発行日 掲載媒体 局名 内容

1 7月25日（金） ラジオ ラジオ沖縄
「ユーグラデーションタイム」
ふれあい体験室ワークショップ「キラキラ光る★
星座のキーホルダーづくり」の紹介

2 11月16日（日） テレビ 沖縄テレビ
「wake up ウィンウィン 」
ふれあい体験室の紹介

3 2月7日（土） テレビ 沖縄テレビ
「ぐしけんさん」
ふれあい体験室の紹介

○移動展
発行日 掲載紙 掲載欄 内容

1 2月6日（金） 沖縄タイムス 地域
「中学生、恐竜の骨格に驚き　11日まで　港川人
頭骨のレプリカも　恩納博物館で県博移動展」
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８ 印刷物一覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅺ_その他_08_印刷物一覧.xlsx 

 
回数 タイトル 規格 デザイン 印刷 部数

１ 文化講座チラシ（12回） Ａ４（片面カラー） (一財)沖縄美ら島財団
（株）グラフィック

館内手刷り
6,000

２ 学芸員講座チラシ（12回） Ａ４（片面カラー） (一財)沖縄美ら島財団
（株）グラフィック

館内手刷り
6,000

３ 体験学習教室（3回）*民話上映会含む Ａ４（片面カラー） (一財)沖縄美ら島財団 （株）グラフィック 500

４ 「夏休み！こどもフェスタ2025」チラシ Ａ４（両面カラー） 古味 竜一 （株）グラフィック 2,500

５ 「第16回 移動展in恩納村」チラシ Ａ４（両面カラー） (一財)沖縄美ら島財団 （株）グラフィック 1,500

６ これだけは見逃すな！（日本語） Ａ４（両面カラー） (一財)沖縄美ら島財団 （株）グラフィック 1,600

７ これだけは見逃すな！（英語版） Ａ３（両面カラー） (一財)沖縄美ら島財団 （株）グラフィック 0

８
博物館常設展ワークシート（生物１）

「12匹のアタク（オキナワキノボリトカゲ）をさがせ！」
Ａ４

（両面カラー・二つ折り）
(一財)沖縄美ら島財団 （株）グラフィック 5,000

９
博物館常設展ワークシート（生物２）

「日本で唯一 飛べない鳥ヤンバルクイナのひみつ」
Ａ４

（両面カラー・二つ折り）
(一財)沖縄美ら島財団 （株）グラフィック 3,000

10
博物館常設展ワークシート（人類１）

「港川人を解析せよ」
Ａ４

（両面カラー・二つ折り）
(一財)沖縄美ら島財団 （株）グラフィック 3,000

11
博物館常設展ワークシート（地学１）
「よく見てサークルホールの化石」

Ａ４
（両面カラー・二つ折り）

(一財)沖縄美ら島財団 （株）グラフィック 5,000

12
博物館常設展ワークシート（地学２）

「石と友達になろう」
Ａ４

（両面カラー・二つ折り）
(一財)沖縄美ら島財団 （株）グラフィック 4,000

13
博物館常設展ワークシート（考古１）

「道具を探せ」
Ａ４

（両面カラー・二つ折り）
(一財)沖縄美ら島財団 （株）グラフィック 4,000

14
博物館常設展ワークシート（美術工芸１）

「三線のひみつ」
Ａ４

（両面カラー・二つ折り）
(一財)沖縄美ら島財団 （株）グラフィック 5,000

15
博物館常設展ワークシート（民俗）

沖縄の魔除けをさがせ！
Ａ４

（両面カラー・二つ折り）
(一財)沖縄美ら島財団 （株）グラフィック 3,000

16
博物館常設展ワークシート（歴史１）

「銅鐘DOUSHOコレクション」
Ａ４

（両面カラー・二つ折り）
(一財)沖縄美ら島財団 （株）グラフィック 4,500

17
沖縄戦後80年「戦災文化財-失われた沖縄の文化財と取り戻した

軌跡-」展覧会マップ
Ａ３

（両面カラー・四つ折り）
(一財)沖縄美ら島財団 （株）グラフィック 4,000

18
沖縄戦後80年「戦災文化財-失われた沖縄の文化財と取り戻した

軌跡-」ワークシート8種
Ａ６

（両面カラー）
(一財)沖縄美ら島財団 （株）グラフィック 8,000

19
「いのちのカタチ展-好奇心の標本箱-」

ワークシート
Ｂ５

（片面モノクロ）
(一財)沖縄美ら島財団 （株）グラフィック 5,000
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